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                序

  本書 は財団法人山形県埋蔵文化財セ ンターが発掘調査を実施 した大塚遺跡・西中上遺跡の

 調査成果をま とめた ものです。

  大塚遺跡と西中上遺跡は山形県南部の置賜盆地の東北部に位置する南陽市に所在 します。

 南陽市 は、 北部は山地で南に沃野が開 け、 さく らんぼ・ ラフラ ンス ・ぶ どう な どの 果樹栽培が

 盛んで、 県内でも有数の 「果樹栽培のま ち」と して知られています。また、 開湯900年余の伝統

 のある赤湯温泉や宮内熊野大社、 風光明媚な県南県立自然公園な ど歴 史と観光の 町でもあり

 ます。

  遺跡の周 辺に は、 蒲生田古墳群や、 県内最大の前方後円墳で国指定史跡である稲荷森古墳、

 そ して全国でも稀な低湿地性集落が発見された押 出遺跡があ り、この遺跡から出土 したクッ

 キー状の炭化物 と彩漆土器な どの 出土品は国の重要文化財 に指定さ れています。

  この度、 一般国道113号赤湯バイ パス 改築事業に伴い、 工事に先立って大塚遺跡と西中上遺

 跡の発掘調査を実施 しま した。調査で は、 大塚遺跡からは古墳あるいは周溝墓と考えられる

 方形や円形に巡る古墳時代の溝が15基確認され、 朱色に塗られた土器な どが出土 しま した。

 そ して、 西中上遺跡からは、 奈良から平安時代にかけての井戸跡、 土坑、 溝跡な どが確認さ れ、

 多くの須恵器や土師器、 黒色土器な どの遺物が溝跡を中心に出土 しま した。

  埋蔵文化財 は、 祖先が長い歴 史の中 で創 造 し、 育んできた貴重な 国民 的財産と言えま す。 こ

 の祖先から伝えられた文化財を大切に保護するとともに、 祖先の足跡を学 び、 子孫へと伝え

 ていくことが、 私たちの重要な責務と考えます。 その意味で本書が文化財保護活動の啓発・普

 及・学術研究・教育活動な どの 一助 となれ ば幸いです。

  最後になりま したが、 調査において御協力いただいた関係各位に心から感謝申 し上 げま
 す。

  平成19年 3月

                   財団法人 山形県埋蔵文化財センター

                      理事長 山口常夫



 本書は、 一般国道1 13号赤湯バイ パス 改築事業 に係る 「大塚遺跡」・ 「西中上遺跡」の発掘調査報告書である。

 既刊 の年報、 調査説明資料な どの 内容 に優先 し、 本書をもって本報告とする。

 調査は国土交通省東北地方整備局山形河川 国道事務所の委託によ り、財団法人山形県埋蔵文化財センターが実施

 した◎

 出土遺物、調査記録類 は報告書作成後、 山形県教育委員 会に移管する。
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 写真図版37SH出土古墳時代土師器 写真図版62SD出土土器

 写真図版38古墳時代土師器(1) 写真図版63西中上遺跡出土土器

 写真図版39 古墳時代土師器(2) 写真図版64SD3出土土器(1)

 写真図版40古墳時代土師器(3) 写真図版65SD3出土土器(2)

 写真図版41SD703出土土器 写真図版66SD3出土土器(3)

 写真図版42SD703出土土器 写真図版67SD3出土土器(4)

 写真図版43SD706・SH出土土器 写真図版68 SD3出土土器(5)

 写真図版44SH出土土器 写真図版69SD3出土土器(6)

 写真図版45 SX・SK・SP・遺構外出土土器 写真図版70 SD3出土土器(7)

 写真図版46縄文土器・石器 写真図版71SD3・5出土土器

 西中上遺跡 写真図版72SD5出土土器(2)

 写真図版47遺跡遠景 写真図版73SD3・5墨書・刻書土器

 写真図版48調査区俯瞰写真 写真図版74墨書・刻書土器・遺構外出土土器

 写真図版49調査区・SD3空中写真 写真図版75遺構外出土土器

 写真図版50遺構検出状況 写真図版76遺構外出土土器
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              1 調査の経緯

 1 調査に至る経過

  大塚遺跡及 び西中上遺跡は、 南陽市南 東部の萩生 田、 高梨地区に所在 し、 宮 内扇 状地の自然堤

 防上に立地 している。 今回の調査は、 一般国道113号赤湯バイ パス改築事業に伴う 緊急発掘調査

 と して実施された。

  赤湯バイ パス は、 地域高規格道路「新潟山形南部連絡道路 (延長約80km) 」の一部と して計画さ

 れた南 陽市大字竹原か ら高畠町大字深沼 に至る延長72kmの一般国道113号の 自動 車専用 道路

 で、 南 陽市 内の交通混雑の解消 と共 に東北 中央 自動車道と一体となり地域 問交流の促進や置賜

 地方の活性化な どの効果が期 待さ れている。

  この計画に基づいて山形県教育委員 会は、 当時の建設省 山形工事事務所 (現国土交通省山形

 河川 国道事務所) と協 議を行っ た結 果、 平成7年と8年の2ヵ年に亘って、 遺跡の保護を図るこ

 とを目的に赤湯バイ パス予 定路線内 につ いて遺跡の範囲と事業計画区域の平面的な関係を確 認

 する 表面踏査 (A調査) を行っ た。

  その結果、 東か ら順に東畑A遺 跡・東畑B遺跡・鵜の木館 跡・百刈 田遺跡・西中上遺跡・大塚 (旧

 六角 壇) 遺跡・中落合遺跡・檜原遺跡・庚壇遺跡・天王遺跡・上大作裏遺跡が確認さ れ、 東畑B遺跡

 を除く 10遺跡が赤湯バイ パスの路 線内に含ま れることが分つ た。こ れを基に協 議を進め、 平成

 12年度か らは開発計画との調整を図るため、 路線内の用地取得や果樹の伐採終了後、 重機械を

 使っ ての トレンチ調査を行い、 遺構や遺物 の広 がり と確認面までの深さ を把握する試掘調査(B

 調査)を実施することとしたが、東畑A遺跡を始めとする9遺跡については、記録保存を目的と 記 録 保 存

 する 緊急発掘調 査を行う こと で協議が整っ た。 発掘調査にあたっ て は、 山形県教育委員会・山形

 河川 国道事務所・財団法人山形県埋蔵文化財セ ンターの三者協議の結果、 山形県埋蔵文化財セン

 ターに発掘調査を委託することで合意 に達 した。

  試掘調査は、 大塚遺跡が平成 14・ 15年の二回、 西中上遺跡は平成 14年に山形県教育委員会に

 よってそれぞれ実施さ れた。大塚遺跡は遺跡範囲内の事業予定地内に二ヵ年で計12本の トレン

 チを設定 し試掘 した結 果、 市道萩生田関根線の南側を主 に7本の トレンチか ら川跡、 溝跡、 土坑

 と考え られる 遺構 が検出さ れ、 土師器や須恵器の土器片が出土 した。西中上遺跡も 12本の トレン

 チを設定 し、 試掘 したところ7本の トレンチか ら住居跡、溝跡、 土坑と考えられる 遺構が検出さ

 れ、 土師器や須恵器が出土した。

  この結果、 大塚・西中上の両遺跡共に奈良・平安時代の集 落跡 であ り、遺跡の範囲は大塚遺跡

 が東西100m・南北210m、 西中上遺跡は東西200m・南北320mと推測され、 事業に係る遺跡の範囲

 内について記録保存が必要と判断さ れた。

  この結果を受け、 山形県埋蔵文化財セ ンターと国土交通省 山形河川 国道事務所との間で、 調

 査の経費や調査の日程な どの細部にわたっ て調整を進 め、 平成 16年 度に発掘調査を実施 した。

  なお、「大塚遺跡」という名称は平成18年度から「六角壇遺跡」に代わって用いられることに 六角 壇 遺跡

 なつ た。よって平成17年度以前の文献な どには「六角壇遺跡」の名称で記載されている。

                                      1



 1 調査の経緯

       2 調査の概要

       調査に先立っ て、 平成16年 4月 12日と4月 19日そ して、 4月器日 に国土交通省 山形河川 国道事務所と 山形

       県埋蔵文化財セ ンターによる平成16年度赤湯バイ パス 関係遺跡の発掘調査に関する調整及び打ち合わせ

       を行っ た。その結果、 大塚遺跡と西中上遺跡の発掘調査は道路建設工事の工程の 関係か ら、先に大塚遺跡を

       調査 し、 その後 に西中上遺跡 を行う こと で合意 した。 以下 に大塚遺跡と西中上遺跡の調査概要 を述べる。

       <大塚遺跡>

       調査開始後、 調査区内の遺構数及び遺構規模が当初の計画よ り多大であるこ と、また調査以前より工事

       用取付 け道路が施工さ れていた調査区西側 に遺構の広がり がみ られ面積が当初の53㎜2か ら8隙歴 に増

       加することが判明 し、 計画の変更を余儀なく された。そのため当初の調査計画を変更 し、 現地調査は平成16

       年5月 11日から 8月31日まで、 また10月 4日から12月 17日まで、 実働凶日 問実施 した。

       調査は重機による表土除去・面整理・遺構プラ ン検出 ・遺構精査・ 記録の順で進めていっ た。表土除去後、

 世 界 測 地 系 南に隣接する西中上遺跡と共通する調査用方眼(グリッ ド)杭を設定した。グリッ ドは世界測地系をもとに

       5m× 5mを1単位と し、 平面直角座標系第X系:X =・2167㎝ Yニ・61 ㎜0をX=116 G、Y= 171Gと

       し、 東西軸 (X軸) は西から東へ、 南北軸(Y軸)は南か ら北へ 昇順でアラビア数字による番号を割り当てた。

       調査区 は南北 に長く、一般道路・ 私道・水路等によっ て5区画に分断さ れて いたため、 調査区 を北か らA～

       E区と設定 した。

 調査区A～E区 8月31日までにA区とB～E区東半の調査を終了 し、 9月9日に1回目の空中写真撮影を実施、その後

       A区の引渡しを行っ た。そして、 代替工事用取付 け道路設置後の10月 からB～E 区西半について調査を再

       開、 12月 までに調査の全工程を終了 した。調査終了前の11月 27日には調査説明会を西中上遺跡と合同で開催

       し、 約60人の参加者を得た。 12月 16日に2回目の空中写真撮影を実施 し、 翌17日 に西中上遺跡と共に機材撤

       収を行っ た。

       <西中上遺跡>

       調査対象区域は東側の側道部分を除く、 面積約 4000 nfについて平成 16 年8月 18 日～ 12月 17 日まで

       の実働 団 日間で実施 した。

       調査は、 対象部分について重機を使用 して表土除去を した後、 隣接する大塚遺跡を踏襲 して5m×5

       mを1単位 とする方眼グリッ ドを設定 した。

       その後、 人手により土を丁寧に削り遺構を検出する面整理作業を行い、 検出された遺構に登録番号を

       付け、 土層観察のため覆土をベル ト状に残したり、 半裁した後完掘 した。

       遺物は、 完形品及び一括土器について登録番号を付 し、 他は遺構毎またはグリ ッ ド毎に取り上げた。

       また、 遺構の精査と併行して、 デジタル図化のための遺構平面・断面のデジタル写真や、 記録保存のた

       めの写真撮影な どの諸記録作業や遺物取り上げを行っ た。

       調査も終盤に近づいた 11 月 27 日に調査の成果を広く公表する調査説明会を大塚遺跡と合同で開催 し、

       悪天候のなか多くの参加者を得た。 そして、 調査終了が近づいた 12月 10 日に調査区全体の空中写真撮

       影を実施し、 12月 17 日に調査を終了、 大塚遺跡と共に機材撤収を行った。
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 Ⅱ 遺跡の概観

              Ⅱ 遺跡の概観

       1 地理的景観

       大塚遺跡と西中上遺跡は、 南陽市大字萩生田、 高梨地内に所在 し、JR赤湯駅か ら南西約

      12kmの地点 に位置 し、 標高 は218.50～2190mを測る。吉野川 と上無川、織機川によって形成さ

      れた宮 内扇状地 の扇端部で旧吉野川 の右岸に大塚遺跡、 左岸 に西中上遺跡が旧吉野川 の自然堤

      防上 に立地す る。 現況 は、 大塚遺跡 が水田・ 果樹・畑地、 西中上遺跡 は畑地 で旧吉 野川 を挟み再造

      跡は直線距離 で約100m離 れている。

       遺跡 が所在する南 陽市 は、 山形県の南部、 置賜地方の東北部 に位置 し、 東西15km・南北24km

      の三角 形状の市域をなす。周囲は山々 に囲まれ、 東に脊梁山脈である奥羽 山脈、 南には山形県の

       `母なる川' 最上川 の源流となる吾妻連邦、 南西に飯豊連邦、北西には朝日連邦な どの峰々 が

 内 陸 型 気 候 連なっている。気候は盆地特有の内陸型気候を示 し、平均風速は低いが寒暖の差があり、積雪も

      比較的多く年間の 降水量が1,500㎜前後を計る。

       市の北部は山地や丘 陵地域である が、 南部は約6分1 が米沢盆地の北東部を占める低地であ

      る。市南部の低地 は、 南北 に縦断する 国道13号線付近を境 に、 東側 は泥炭層 が堆積する大谷地低

      湿地 が形成さ れ、 西側には、 宮内扇状地と称される肥沃な沖積平野が広 がる・
                    おりはたがわかみなしがわ

       宮 内扇状地 は、 北か ら南へ流 れる吉野川、織機川、 上無川 な どの 中小河川 の作用 によって開析

 複 合 扇 状 地 され、 西方の小沢などが形成した小扇状地が分布する複合扇状地となっている。標高は扇頂部の
                   ながとろ

       宮内地区で245m前後、 扇央部で中落合・長瀞地区の224m程、 扇端部の 関根・露橋地区で約210m

      を測 り、緩やかに最上川 の方へ傾斜 している。ま た、 それぞれの 流域には流路 に沿っ て自然堤防

      の微高地 が延 びている。

       吉野川 や織機川 によって形成された自然堤防は、 流路の作用か ら形状に大き な違いが認めら

      れる。現在も吉野川 は、 高梨 (大塚遺跡と西中上遺跡の 問) ・沖田・開・露橋地区の西側 に旧河道と

      して残ってお り、この旧河道を挟んで高梨・沖 田地区から東側 の赤湯地区にかけては自然堤 防が

      鳥足状の三角州地帯の様相 を示 し、 激 しい流路の変遷があったと考えられる。そ して、 扇状地の

 稲 荷 森 古 墳 東端を流れる吉野川の右岸、JR赤湯駅から南東部には稲荷森古墳をは じめとする集落遺跡が

      偏在 してお り、安定 した大規模な自然堤防が広 がっていたことが窺われる。また、 露橋・宮崎・沖

      田・鍋田地区で は、 最上川の影響 により流路が大きく 変化 し、 開・沖 田地区が島状に残 る。各地区

      の自然堤 防周辺には、 長期 に亘っ て後背湿地が続いたと推測でき、現在も旧河道の一部を堰き止

      め築堤 した 丸堤 ・古峰堤 ・沖田堤な どは灌漑用水と して使われている。

       他方、 織機川と上無川 によって出来た自然堤防は吉野川 旧河道の北西、 国道113号線とフラ

      ワー長井線の問にある。織機川流域 は、 広範囲に自然堤防が形成さ れ、 東側 に矢ノ 目・長瀞・西落

      合・砂塚の各地区が、 西側 は大仏・大作地区な どが存在す る。流域の周辺はやや湿地 が広 がる打聞

      低地 に囲ま れ、 西側 は後背湿地になっている。上無川の自然堤防は、 東側 でほ ぼ東西に延び萩生

      田・坂井・関根地区 が所在するが、 北側 と西側 は後背湿地によって囲ま れている 様相を しめす。 流
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 路にさほ どの変化 が無く、安定 した期間が長く続いたと考え られる。

  長期 に亘る 河川 流路の変化によっ て開析さ れた扇 状地 に、 自然堤 防や後背湿地また は打聞低地

 が形成された地域の大規模で安定 した自然堤防の微高地 に遺跡は立地 している。

  但 し、 各時代によっ て河川 流路の変化や埋没が自然堤 防の縮小あるい は後退を招く ため、 生活

 の拠点 である集落や土地 (低地等) の利用・開発、 生産活動、 交通、 交易さらには墓地造営な どに太き な影響を

 与えるととも に、 新た な活動拠点 を得ることにも なる。

 2 歴史的景観

  大塚遺跡と西 中上遺跡 が所在する南 陽市南部は、 吉野川 と上無川、 織機川 によって形成さ れた

 宮内扇状地の扇端部にあた り、豊富な水と肥沃な扇状地により太古から集落が営まれてきたと考

 えられ、南陽市には現在まで約260箇所の遺跡が確認されているが、 その内の約3分の1が宮内扇 約260箇所の

 状地の吉野川や機織川、旧吉野川河道を中心とする流域の自然堤防上に立地している。 遺 跡
   旧石器時代では、長岡丘陵に立地する長岡山遺跡から石刃が採集されている。縄文時代早期 旧石器～縄文

 から前期前半の遺跡は山間地や丘陵縁辺部に広く分布 し、 沖積地には確認されていない。その後、 時 代 の 遺 跡
 縄文時代 の前期後 半か ら西部の梨郷・漆 山地区の小扇状地や大作地区の自然堤防 に、 高原 山遺跡・

 掛在家遺跡な ど沖積地に進出 してく る。そ して、 中期後半になる と、宮内地区の丘陵縁辺部に漆山

 遺跡・久保遺跡な ど、 吉野川右岸の赤湯地区の 自然堤 防に東六角 遺跡・諏訪前遺跡な どの集落が営

 ま れる。平成 15・16年 度の百刈 田遺跡の調 査で中期後半の大木10式期を 中心 とする集 落跡 が確 認

 さ れたこと は、 縄文時代 中期 の遺跡の増加 と広 がり の特徴か ら推測すると宮 内扇状地の扇頂部か

 ら扇央部ま で広 がることが考えられる。後期・晩期では、 沖積地での遺跡 が北前遺跡と塩釜前遺跡

 のみ で極端に減少 し、 大半が吉野川上流域の山間地や丘 陵部に点在する。

  弥生時代の遺跡は、 天王山式並行の土器が出土 した沢田遺跡や石包丁が出土している萩生田遺 弥生時代の遺跡

 跡の他、 平成17年 度の 百刈 田遺跡第3次調査で中期 の再葬墓が、 同じく 庚壇遺跡からは後期の竪

 穴住居跡 が確 認さ れた。この地域 は、 宮 内扇状地の中央部 に位置 してお り、背後 に湿地の河間低地

 が大きく広がり 自然堤防を集落の拠点と して早い段階か ら低地を開発 し稲作を行っていたこと

 が窺える。

  古墳時代の遺跡では、宮内扇状地の北東部・北部・西部の丘陵地帯の南や東緩斜面に5世紀～6 古墳時代の遺跡

 世紀代の経塚山古墳・天王山古墳・蒲生田古墳な どの 古墳群 が点在するが、 終末期の奈良時代まで

 続く烏帽子山古墳・二色根古墳なども存在する。また、国指定史跡となっている稲荷森古墳が沖積 国 指 定 史 跡

 地の吉野川右岸、赤湯地区長岡に所在している。稲荷森古墳は日本海側北限を示す前方後円墳で、 稲 荷 森 古 墳

 全長96mを測り県内最大、 東北でも6番目の大きさの4世紀後半の古墳で高坏土器や底 部穿孔の

 壷形土器が出土 し、 現在は史跡公園と して整備されている。その他、 諏訪前遺跡・島貫遺跡・沢田遺

 跡・百刈 田遺跡の4遺跡で古墳時代の集落跡 が確 認さ れている。いず れも扇央部で東側 の吉 野川

 と吉野川 旧河道に挟ま れた自然堤防に所在 し、 稲荷森古墳か ら西方へ約13㎞ の地点に位置する。

 中でも沢田遺跡からは焼失住居跡とともに土師器の高坏や壷な どが出土 し、 5世紀代の南小泉E

 式に比定さ れ、 いず れの遺跡もこの時期 に相当する。稲荷森古墳の周辺に集落が偏 在 してお り、密

 接な関連性があったと推測される。

                                         5



 Ⅱ 遺跡の概観

        今回、 吉野川 旧河道の右岸の自然堤防に立地する大塚遺跡の発掘調査で新たに長さ約12～28m

       を測る方形周溝墓が15基程確認さ れた。これは、 沖積地に大き な古墳や方形周溝墓群 が存在 し、 周

       りの丘 陵縁辺部一帯 に群 集墳 が分布 していること が推測さ れ、 宮内扇状地 における墳墓研究を進

       めるうえで特異な地勢を示す。 また、 大塚遺跡か ら方形周溝墓が発見されたことは、 織機川・上無

       川流域の自然堤 防上にも古墳時代の集落 が存在する可能性を窺わせ る。

 奈良・平安時代 奈良・平安時代の遺跡は、宮内扇状地の扇頂部から扇央部にかけて庚壇遺跡・檜原遺跡・中落

 の 遣 跡 合遺跡・沢田遺跡・西中上遺跡・植木場一遺跡・富貴田遺跡など多く確認され、吉野川・織機川流域

       の自然堤 防上に濃密 な広 がり を見せている。南陽市周辺は置賜郷ない し宮城郷と呼ばれ、 「郡 山」

       という 地名 か ら沖郷地 区には第皿期の8世紀末か ら9世紀末にかけて古代置賜群衙 があっ たと

       みられている 地域であることか ら、 古代 に入り 沖積平野の 開発が一層進め られ、 条里制 を基とす

       る計画的 な村落も造られていったことが考えられる。また、 北西部丘 陵の梨郷地区には、 平野窯跡

       な ど須恵器の窯跡が点在 し、集落な どへの供給基地となっている・

 中 世 の 遺 跡 中世の遺跡は、扇状地の東部から北部・西部へと続く丘陵地帯と宮内扇状地の扇央部及び扇端

       部そ して吉 野川 ・織機川・吉 野川 旧河道 沿い に多く の城館 跡 が存在する。郷若 狭屋 敷・中屋 敷・中落

       合館な どは扇央部の吉野川 旧河道の両岸 に、 畿 内館・大野原館・沖 田館 ・宮崎館・植 木場一遺跡な ど

       が扇端部の最上川 に隣接 して位置する。また、 郡山・中ノ 目地区には矢の目館・熊の前館・鵜の木館
                          まないたやなぎ

        な ど南北に並んで配置さ れていることは、 旧河道が狙 柳 地区か ら長岡丘 陵南端と中ノ 目地 区の

       間ま で続 き、これらの館跡も河川 に面 して立地 していたと考えられる。最上川 や吉野川 旧河道に

       面 した館跡は、 舟運を利用 した生産物 資の補給や輸送或いは人 的往来な ど、 物流の拠点と しての

       役割を果た していたと推測される。多く の城館跡に対 し、 沖積地での集落跡は余り確認さ れてい

       ない。 要因と して平安時代の遺跡な どと 重複 しているか、 集落内での遺物出土量が少ないため、 地

       上か らの確認が困 難であることが考えられる。

                         注

       1) 第3図周辺の遺跡は、国土地理院発行2万5千分の1の地形図「赤湯」・「羽前小松」を基に、 『土地分類基本
          調査一赤湯・上山一』 「地 形分類図」 (1983阿子島功外・山形県) の多少加筆・修正を加えて、 自然堤防・旧河川
          を中心 に重ねて作成 した。

       2) 和島誠一は、遺跡の分布や立地な ど現地形と古地形を参考に、多摩丘陵から下末吉台地にかけて広範囲に
          調査を行って、 丘陵・台地・沖積地な ど地形ごと の遺跡の縮小や拡大、 時期別にみる遺跡の減少や増 大、 土器
          型式ごと の遺跡分布な ど総合的な遺跡論を述べている。 (1958和 島誠一・岡本勇 『横浜市 史』 第1巻・横浜市

          教育委員 会)

       3) 遺跡や遺物の分布論は、縄文時代を中心に1960年代半ばから論議され始め、高橋護が中期後半から後期ま
          で岡 山県吉備地方の型式別の集落分布、 向坂鋼二は静岡県遠江地方の土器型式の分布圏と生活圏の関りを
          論 じた。また、 中部地方長野県の八ヶ岳山麓一帯の、 尖石遺跡な ど中期を主体とする遺跡 について、 集落間
          の構造と形成を地域圏の立場か ら検討 した藤森栄一な どの 諸氏がいる。こ れを受けて水野正好は、 中部地
          方の中期を中心に住居の間仕切りと生活、 集落構造と宗教構 造、 集落間の地縁関係な ど多 義にわたって述
          べている。1970年代の始めには、 分布論についての基礎的研究の方向が出揃ったと言える。これらの事につ
          いて岡本勇 は、横浜市港北ニュータウ ン地域内の発掘調査の中で「遺跡のパター ン化」として実践するよう
          提唱 している。

         岡本 勇 1972 「序」『港北ニュータウン地域内埋蔵文化財調査報告書皿』横浜市埋蔵文化財調査委員会

         高橋 護 1965 「縄文時代における集落分布」考古学研究第12巻1号 考古学研究会

         藤森栄一 1960 「集落の形成」『図説世界文化史大系第20巻 日本1』角川書店

         水野正好 1969 「縄文時代集落復元の基礎的操作」〔縄文時代中期特輯〕古代文化第21巻3・4号古代学協会
         向坂鋼二 1958 「土器型式の分布」考古学手帖第2号 考古学手帖同人会

             1970 「原始時代郷土の生活圏∬郷土史講座1 郷土史研究と考古学』朝倉書房

6





 Ⅱ 遺跡の概観

番号遺跡名 種別 時代

 1 大塚 集落跡  古墳～平安

 2 西中上 集落跡  奈良・平安

 3 経塚山古墳 古墳群 古墳

 4 天王山古墳 古墳群 古墳

 5 羽黒堂 散布地 縄文

 6 前田 散布地 縄文

 7 漆山 集落跡 縄文中期

 8 別所A 散布地 平安

 9 別所B 散布地 縄文

 10 蒲生田古墳 古墳群 古墳

 11 山居沢A 散布地 平安

 12 上野 集落跡  縄文・中近世

 13 夷平 散布地 縄文晩期

 14 北町 散布地 縄文前期

 15 稲荷前 散布地 縄文前期

 16 上ノ山 散布地 縄文

 17 鳥帽子山古墳 古墳群 奈良

 18 椚塚館 館跡 中世

 19 太子堂 散布地 平安

 20 東畑A 集落跡  奈良・平安・近世

 21 東畑B 散布地 平安

 22 李の木 包蔵地  縄文・ 平安

 23 長岡山 集落跡 旧石器

 24 稲荷森古墳 古墳 古墳前期

 25 長岡山東 散布地  縄文・平安

 26 長岡南森 散布地  縄文中期・古墳

 27 中ノ目 散布地  奈良・平安

 28 内城館 館跡 中世

 29 熊の前 館跡 中世

 30 水上 散布地  奈良・ 平安

 31 鵜の木館 館跡  室町末～江戸初

 32 東六角 集落跡  縄中・古墳・平安

 33 早稲田 散布地 奈良

 34 諏訪前 集落跡  縄中・古墳・平安

 35 矢の目館 館跡 室町

 36 観音堂 散布地  縄文・平安

 37 蒲生田館 館跡 中世

 38 南館館ノ内 散布地  縄文・平安

 39 当時作 散布地  縄文・奈良・平安

 40 若狭郷屋敷 館跡 中世

 41 中屋敷 館跡 中世

 42 唐越 散布地  縄文・奈良・平安

 43 西田 散布地 平安

 44 庚壇 集落跡  弥生後期～平安

 45 北前 散布地 縄文晩期

 46 長瀞館 館跡 中世

 47 檜原 散布地 縄文

 48 中落合 集落跡  奈良・平安

番号 遺跡名 種別 時代
 49 中落合館 館跡 中世

 50 萩生田 集落跡  弥生・奈良

 51 梅ノ木 散布地  奈良・平安

 52 島貫 集落跡  古墳～平安

 53 沢田 集落跡  弥生・古墳～平安

 54 郡山中堀 散布地  奈良・ 平安

 55 百刈田遺跡 集落跡  縄・弥・古・奈・平

 56 古屋敷 散布地 奈良

 57 沢口 集落跡  奈良・ 平安

 58 間々ノ上 散布地 奈良

 59 小山A 散布地 縄文

 60 将監屋敷 散布地  奈良・平安

 61 前小屋 散布地 縄文

 62 二色根古墳 古墳群 奈良

 63 大屋敷 散布地 平安

 64 畿内城館 館跡 中世

 65 畿内田 散布地 平安

 66 窪田尻 散布地 平安

 67 沖田館 館跡 中世

 68 宮崎館 館跡 中世

 69 植木場一 館跡外  奈良・平安・室町

 70 露橋A館 館跡 中世

 71 露橋B館 館跡 中世

 72 関根館 館跡 中世

 73 大清水 散布地  縄文・平安

 74 富貴田 集落跡  縄文・奈良

 75 東高堰 散布地  弥生中期・平安

 76 大仏 散布地 縄文後期

 77 天王 散布地  奈良・平安

 78 中野 散布地 縄文中期

 79 下八ツロ 散布地 縄文

 80 北徳田 散布地 縄文

 81 大根在家 散布地 平安

 82 四百刈 散布地 縄文

 83 高山原 集落跡  縄文前期・平安

 84 掛在家 集落跡  縄前・弥生～奈良

 85 上大作裏 散布地  縄文・平安

 86 清水ノ下 散布地 古墳後期

 87 塩釜 集落跡 縄文中期

 88 塩釜前 散布地  縄文晩期・弥生

 89 西高田 散布地 平安

 90 割田館 館跡 中世

 91 梨郷小館 館跡 中世

 92 松木壇 散布地 平安

 93 梨郷南館 館跡 中世

 94 蔵庭 散布地 奈良

 95 小山西 散布地 平安





                  Ⅲ 大塚遺跡

 1 遺跡の層序

  大塚遺跡は、 吉野川 が形成 した宮内扇状地の扇央部 に位置 し、 旧吉野川右岸の自然堤 防上の

 水田・果樹 園地帯に立地する。

  層序 は調査区北よ りA区の東側壁面、 B区の116-150G付近、 C区の118-144G付近、 E区の

 124-140G付 近、 以上計4箇所で確認 した。

  A区では4層 の層序であるが、 1層はシル トの果樹園の耕作土、 シル トのH層ならび粘土質シ

 ル トの皿層 は整地層と見られる。そ して IV層は上面が遺構確認面となり、その土質は砂質シルト

 である。

  B区でも4層 の層序であ り、その 1層 は水田耕作土の粘土質 シル ト、 H層および皿層はともに

 粘土質シル トで整地層 と見 られる。そ して IV層上面 が遺構確認面となり、土質は粘質 シル トであ

 る。

  C区は3層 の層序であ り、1層 は果樹 園耕作土である粘土質シル ト、 H層上面が遺構確 認面で

 ある。 H層及び皿層 は細砂が混入する粘土質 シル トである。

  E区も3層 の層序を確認、 1層 は果樹園耕作土の粘 土質シル ト、 n層 は整地層と見 られる粘土

 質シル ト、皿層上面が遺構確認面とな り、土質は粘土質シルトである。

  以上が4箇所の層序の概略である が、 調査区全体で堆積層 が確認できる箇所はほとん どな く、

 耕作土層およ び整地層の直下に遺構確認面が見られることから遺構面が近現代の圃場整備等に

 よる削平 を受けている 可能性 が考え られる。遺構確認面 の深さ は約50cm～70cm を測る。

 Ⅰ:暗褐色 シル ト

 Ⅱ:暗茶褐色 シル ト

 Ⅲ:黒褐色 シル ト

 Ⅳ:茶褐色粘土質 シル ト

 Ⅰ:茶褐色粘土 質 シル ト

 Ⅱ:暗茶褐色粘土質 シル ト

 Ⅲ:暗灰褐色粘土質 シル ト

 Ⅳ:灰褐色粘土質 シル ト

 Ⅰ:暗褐色粘土質 シル ト

 Ⅱ:黄褐色粘土 質 シル ト

 Ⅲ:茶褐色粘土質 シル ト

 Ⅰ:暗褐色粘土質シル ト

 Ⅱ:黒褐色粘土質シル ト

 Ⅲ:褐色粘土質 シルト



 Ⅲ 大塚遺跡

       2 遺構と遺物の分布

        大塚遺跡の発掘調査で確認さ れた主な遺構 は周溝15基をは じめ、 溝跡、 土坑、 ピッ ト、河川 跡等

       である。本遺跡の調査区は農道と農業用 水路によ り5つ に分割されていたため、 それらをA～E区

       の5区に設定 した。また用 水路な ど水田耕作、 あるいは果樹 栽培 に伴う 撹乱も数多く受けていた。

        遺構の分布 状況と して 際立つ のは古墳時代 の周溝が調 査区画半に高い密度で検出されたこと

       である。周溝の分布 状況か らみてB・C区では西側、A区では東西北側 の調査区外 に周溝の分布域

       が広 がる 可能性も考えられ、 また本遺跡か ら西へ100mの位置には墳丘とみ られる 台形の盛土が

 四 面 神 社 存在し頂上に四面神社が建立されている。

        ところでこ れらの周溝には真北方向に対 し東への傾きが約0度・30度・40度・ 50度・その他、 と分

       類できるグルー プ性 が見 られる が、 その一方でこれら周溝問での切合い・重複 は皆無であるのも

       特徴であ る。

        また遺構確認面 は標高218.3m～2195m、 概ね218m台後半で推移 してお り調査区内に大きな高

       低差はないものの、 A区の周溝の削平が著 しいためA区を中心と した調査区北側では南側 と比べ

       当時の生活面が今回の遺構確認面より高かったものと見られる。 しか し今回の調査では周溝以外

       に明確に古墳 時代 に属 すると思われる 遺構 は確認できなかっ た。

        古代の遺構 について、 平安 時代の遺構 と考え られるのはSD703,・706・787 の溝3条、 SX782のみ

       であ り、かつSD703・706 は床面か ら遺物が出土 していないため詳細な時代を確定するには至ら

       ない。

        B～D区東半は河川 跡SG256の存在 を確認することできたが、 そのためかこ の付近では人為的

       遺構の確認はほ ぼ無いに等 しい。

        結果、 本調査で は人の居住 を窺わせる 遺構 は確認できなかっ た。

        続いて出土遺物 についてだが、 大塚遺跡では縄文時代、 古墳 時代、 古代の遺物 が出土 し、 出土箱

 整 理 箱 25箱 数は整理箱に して25箱、登録遺物は183点を数える。 しか し遺構内か らの出土遺物は大半が覆土か

       らの出土で、 破片遺物 が大多 数で完形品 が全く ないことか ら、 明確な年代決定が困難な遺構が数

       多い。またひとつの遺構か ら縄文土器・古墳 時代土師器・平安時代の土器が出土 している遺構も存

       在する。特 にA区 において は周溝内の覆土中か らは数多くの縄文土器が出土するが、 古墳 時代の

       土師器においては破片遺物 が1,2点遺構底面か ら出土するあるいは床面に遺物 は皆無という 状

       態にあっ た。B区か らE区にかけて も周溝上層 から数多 くの奈良～平安 時代の須恵器圷類や甕の

       破片 が、 下層や床面直上からごく 少量の古墳 時代土師器破片が出土 している、 あるいは床面から

       は全く 遺物 が出土 しない遺構もあっ た。そのため遺物か らの年代決定も非常 に困難であっ た。

        大塚遺跡の遺構と遺物の分布 について述べたが、 遺物の出土が僅 かであり大半が破片遺物 であ

       ることか ら、 このた びの 報告書で は残念ながら遺構の年代決定について曖昧にならざる を得ない

       状況と なつ た。
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 3 検出遺構

 (1 )周溝

  大塚遺跡では調査区内において合計15基の周溝が確認された。近現代の圃場整備等による削 15 基の周 溝

 平や 農作によ る撹乱によ り遺構 の遺存状態 は良好とはい えず、 また遺物 の出土も僅少であ る。し

 かしこ れらは概ね古墳時代前期 に属する ものと推察される。

 SH1 (第13図、 写真図版10・11)

  A区北端 で検出さ れた。 遺構の大部分が調 査区外 にあ り、溝 の一部のみの検出となつ たために

 全体の形状・規模 は不明だが形状や埋土、 遺物等か ら周溝と した。 プラ ン検出当初は方形と考え

 たものの、精査後円形周溝の可能性も出てきた。溝の規模は、幅4.Om前後、深さ40～50cmほどで 円形の届済の

 ある。周溝内の覆土は自然堆積よるものと見られ、上層が粘質土層、中間層は粘質土層、下層は 可 能 性
 礫・粗砂層 か ら構成される。溝形は横長のU字型を呈 し、 溝底面は広く平坦で、 溝外側壁の立ち上

 がり は緩やかであるが主体部側壁の立ち上がり は急角 度である。

  出土遺物 は、 床面と下層 か らの遺物の出土はなく、中 間層 か らは古墳時代前期の小型丸底壷

 (2)・器台(1)が、上層から古墳時代中期の朱彩の小型丸底壷(3)、古代の須恵器(4～8)、そし 朱 彩 土 器

 て上層 下層ともに縄文時代の土器破片 (177～186) が出土 している。平安 時代の土 師器圷 (10) が

 出土 したSD 787 がSH1 の溝内に存在する ことか ら、 平安 時代まで にSH1 の溝 は埋没 している と理

 解でき る。主体部は随所 で果樹 栽培 施設による撹乱 を、 周溝では整地 における削平を受けている

 ため遺構の遺存状態は良く ない。

 SH2 (第14・ 15図、 写真図版12・ 13)

  A区中央東側 で検出された。 SH2 は削平が著 しく 一部溝 が消 失 していたこ と、周溝の半分以上

 は調査区外にあることから遺構全体を検出できなかったが、西角が存在する方形の周溝である 方 形の周 溝

 こと を確認することができた。周溝 はN420 -Eの方向を向く。溝の規模 は削平の顕著な部分を除

 き、 幅約37 ～60m、 深さ約20～30cmであ る。周溝の規模 は確認できない が外辺 15m内辺8m程度

 の規模と推測できる。溝の断面 は緩やかな弧を描き底面は広く平坦 だが、 外側壁よりも主体部側

 の立ち上がり が急角 度である。主体部 については土坑・ピッ トは存在 したもののいずれも 単一層

 で皿状の浅いもので遺物も出土 しなかっ た。溝内南東部にピッ ト5箇所 (SP801～805) を検出 した

 が遺物は出土せず時代は不明である。周溝内の覆土は自然堆積によるものと見られ、 大別 して上

 層の粘質土層と下層の砂質土層 の2層 で構成さ れる。

  上層・下層ともに縄文土器の破片(187～210) が数多く出土し、底面では古墳時代前期の丸底型 古墳時代前期の
                                   丸底型土器
 土師器の一部 (12) が出土 している。

 SH3 (第16図、 写真図版14・15)

  A区 東南で検出さ れた。 遺構の大部分が調査区外にあるため規模は不明だが、 西角 が存在 し方

 形の周溝であることが確認できる。南端は暗渠によって撹乱 を受けている。周溝はN-42。 一Eの方向

 を向く。溝の規模は幅約15.5～2.9m、深さ約30～50cm。溝形は、北辺においては横長のU字型を呈 円 形 周 溝 の

 しており底面は比較的広く平坦であるが、若干主体部側壁の立ち上がりが急角度であり、外側壁 可 能 性
 には中場があ る。西辺で は、 緩いV字型 であり底面 が狭く、やはり 主体都側 の立ち上がり が急角度

 である。周溝内の覆土は自然堆積によるものと見 られ、 粘質土層と粘質土層の2層 で構成さ れて
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       いる。

 古墳時代前期の 上層・下層共に縄文土器破片(213・214)が出土した。底面では古墳時代前期の朱彩の小型丸底

 朱 彩 土 器 壷の一部(15)が出土している。
       SH4 (第17図、 写真図版16)

        A区中央西で検出さ れた。 遺構の大半 は削平により消失 している が、 東角 と北辺の一部が残存

       していたため方形の周溝と して確認さ れた。そのた め周溝の 規模、 溝の幅・深さ は不明である。残

       存する北辺より推定 して周溝 はN-42。 一Eの方向を向く。正確な溝形は不明である が、 残存 している

       部分か ら推測 して底面の広 い横長のU字型 を呈 していたと思われる。

        周溝内の覆土は自然体積によるものとみられ、 概ね粘土層と粘質土層 で構成されている。下層

       では時代不明土師器破片 (16) が出土 している。

       SH5 (第17図、 写真図版17・18)

        A区南側 で検出さ れた。南西部分に撹乱 を受けている が、 A区では周溝全体が検出された 唯一

       の方形の周溝であ る。 東西外辺7m内辺5.6m、 南北に外辺5.4m内辺4.3mの規模を持つ東西軸の長

       い方形の周溝で、 やや南に開く 台形を呈す。N-70。 一Eの方向に傾く。溝形は横長のU字型、 あるいは

       緩い弧を描いている。溝幅は約0.3～ 0.65m、 深さ4～ 17cmと浅い。 周溝の北東角 約2mにわた り溝の

       床面が浅く なる部分がある。

        周溝内の覆土は自然堆積によるものと見られ概 ね2層 の粘質土で構成されている。

        底面から縄文土器の破片数点 (216～219) と時代不明の土器 (17) が出土 している。SH5周辺と主

       体部では多数ピッ トが検出され、柱穴痕をもつピッ トもあっ たが、 遺物の出土がない、 あるいは縄

       文土器が堆積土上層 から出土するな ど時代 は特定には至 らない。 ただ しSP108 につ いて はSH5の

       周溝 を切っ ているためSH5の埋土が堆積 した後 に掘りこまれたと理解でき る。

       SH257 (第18・ 19図、 写真図版19・ 20)

 本遺跡最大の B区西側で検出された、本遺跡最大の方形周溝である。周溝の規模は、東西方向の最大外辺29m

 方 形 周 溝 内辺18m南北方向の外辺26m内辺16mと東西軸の長い方形の周溝で南に開く台形を呈している。
       N-420 -Eの方向に傾く。溝形は概ね床面が平らな横長のU字型を呈 してお り、溝幅は約9～ 13m、 深

       さ20～100cm、 底面 は標高に して北辺部分が217.65m、 南辺部分が21&45mと約80cmの高低差があ

       り、南辺 と比べ北辺の溝 が深く なつ ている様子 が顕著である。

        周溝内の覆土は自然堆積によるものと見られ、 粘性が高い粘土層・粘質土・砂質土の数層 から

       構成さ れている。中間層 には灰白色の粘土層 が諸所に見 られた。底面からは、 古墳時代前期の甕

 朱彩の丸型底壺 (18)、高坏の脚部 (22,23)、朱彩の小型丸底壷頸部等 (19、 20) が出土している。中間層、上層からは

       古代の土師器甕・蓋、 須恵器圷・壷・甕の破片等 (26～42) が出土 している。

        SH257周溝内は湧水が著 しく、地山は水を含む柔 らかい粘土であっ たため調査中の床面観察が

       非常に困難であったが、 大きな凹凸はないと見 られる。主体部には農作等による撹乱が若干見ら

       れたものの遺構と認定される ものはなかっ た。

       SH258 (第20図、 写真図版2 1)

        B区 東南 で検出さ れた。北半のみである が東西方向の 外辺10.5m 内辺75mの方形の周溝である

       ことが確認さ れた。 N-55。 一Eの方向に傾く。溝幅は約130～140cm、 深さ約40cmである。溝形はやや

       横長のU字型を呈 し、底面はほ ぼ平坦である。周溝内の覆土は自然堆積よるものとみられ、 数層の
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 粘質土層と砂質土層 か ら構成される。

  覆土中に土器片の出土は見られたものの、 床面での遺物の出土はなかった。

 SH260 (第21図、 写真図版26・27)

  D区北西 で検出された。 東西方向の外辺6.5m内辺5.2m、 南北方向の外辺5.5m内辺4.2mのやや東

 西軸 の長い方形の周溝で、 N-55。 一Eの方向 に傾く。溝幅は約50～80cm、 深さは最深約50cmであ る。

 南辺・東辺の2箇所で溝が消失する部分があり、それについてブリッジを形成 している可能性が ブ リ ツ ジ

 ある。またこ の溝 の底面 につ いて最大30cm以上の高低差があ り、溝形 は浅い 部分 は横長 のU字型

 を、 深い部分について はV字型 を呈す る。そのため浅い 部分について床面 は緩やかな弧を描 き、深

 い部分 について は急角 度の 立ち上がり を見せ床面は幅狭い。

  周溝内の覆土は概ね自然堆積によるものと見られ、 粘土層と粘質土層 によって構成さ れてい

 る。出土遺物はない。

  主体部に土坑等が見 られたものの、 皿状の浅く不整形な形状のものであり出土遺物はない。

 SH261 (第26図、 写真図版27)

  D区南西 で検出される。南半 は用水路によって削平されているが、 東西方向の外辺4.6m 内辺

 42mの方形の周溝であることが確認さ れ、 N-55。 一Eの方向に傾く。溝幅は約35～50cm、 深さ は25～

 35cm、 溝形 はU字型 を呈 し、 立ち上がり は内外壁とも に急角 度であ り、底面は平坦であ る。

  周溝内の覆土は概ね3層 の粘質 土層 と砂質土層 か ら構成さ れる 自然堆積 によるものと見られ、

 出土遺物はない。

 SH262 (第22・23図、 写真図版24・25)

  C区 とD区 に跨った状態で検出された。 遺構の中央 を用 水路が東西 に縦貫 しているため周溝内

 と溝東辺・西辺が大幅に削平さ れ、 また南辺の一部が農業用排水管によって撹乱を受けている。東

 角においてやや溝が崩 れていたが四方角 部分をもつ方形の周溝と して確認 した。 周溝 はN-42。 E

 の方向に傾く。東西方向が外辺約16m内辺約11m、南北方向が外辺約15m内辺約9mと東西軸の長 東西軸の長い

 い方形である。溝幅約250～280cm、深さ約40～50cmである。また、用水路壁面において遺構断面 方 形 周 溝
 観察 を行っ たところ、 遺構確認面よりさらに25cm上ま で溝の堆積 が確認できた。溝形 は横長のU

 字型 を呈 し、 底面は平坦であ り、主体部側壁の立ち上がり は急角 度である。

  周溝内の覆土は数層の粘質土層と砂質土層で構成さ れる自然堆積によるものと見られ、 中間層

 に灰白色の粘土の堆積 が諸所で見 られる。出土遺物 につ いて床面か らの出土はなかっ た が、 中間

 層より古墳 時代前期と思われる 土師器壷あるいは甕の体部 (43)、ま た比較的浅い部分より古代の

 土師器・須恵器の圷等 (44～52) が出土 している。

 SH263 (第24・25図、 写真図版28・29)

  E区西側 で検出された。南辺端 をSD703 に切 られ、 一部果樹栽培による撹乱 を受けている が、 ほ

 ぼ周溝全体が検出され、 方形の周溝と確認された。N・42。 一Eの方向に傾く。東西方向外辺約11m内

 辺7.4m、 南北の内辺 は7m であ り、やや東西軸 の長い方形の周 溝と見られる。溝幅 は50～80cm、 深

 さ約55cm、 溝形 は横長のU字型 を呈する。床面 は平坦で、 主体部側壁の立ち上がり が外壁と比べ

 若干急角 度である。

  周溝内の覆土は数層 の粘質土層か ら構成さ れる自然堆積によるものとみ られる。

  出土遺物 について覆土上層 に押 しつぶされた状態で出土 した古墳 時代前期と思われる小型甕
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        (53) と時代不明の土師器破片 (54) が出土 している。

 主体部部分の打 主体部部分には堅く打ち固められたと見られる層が1層存在し、その土中からは時代不明の土

 ち固められた層 器(55)が出土している。そのほかにも皿状の土坑が確認されたが遺物の出土はなかっ た。

        SH330 (第27図、 写真図版31)

         E区東端 で検出された。削平・撹乱により東辺と北辺の一部を失っ ているものの、 南北外辺9m、

        内辺7mの方形の周溝であることが確 認で き、 遺構 はほ ぼ真北方向を向く。溝幅 は約90～130cm、

        深さ約20～45cm、 溝形 は横長のU字型あるい は緩やかな弧を描く がわずかに主体部側壁の立ち上

        がり が急角度である。周溝の底面に大きな凹凸はない。

         覆土は2～3層の粘質 シル ト層から形成され、 自然堆積によるものと見 られる。主体部では遺

 朱 彩 さ れ た 構の存在を確認できなかった。出土遺物について西辺堆積土中間層から朱彩された壷の頸部と見

 壺 の 頚 部 られる古墳時代前期の土師器が出土している。

        SH331 (第28図、 写真図版22・23)

         C区西端 で検出された。 東辺の一部が確 認調 査によ り消失 したものの、 東西外辺約8m 内辺6m、

        南北外辺約7.5m内辺5.5mの東西軸の長い方形の周溝であ る。N-20。 一Eの方向に傾く。溝幅は約70～

        130cm、 深さ約15～40cm、 溝形は横長のU字型を呈 してお り、底面は平坦で大きな凹凸はない。ま

        た主体部側壁の立ち上がり は急角 度である。

         覆土はほ ぼ3層の粘質土か らな り、自然堆積によるものと見 られる。遺物の出土はなかっ た。主

 主体部部分の 体部部分にはSX809が確認された。南北長軸約420m東西短軸160m深さ約20cmの不整形で、主体

 S X 8 0 9 部内での位置は北側 に偏りを見せる。覆土は2層からなる粘質土で、 遺物等の出土はなかった。

        SH748 (第29図、 写真図版30)

         E区中央で検出された。南東角 をSD703 に、 北西角 を用水路 に削平されている。 また数箇所に大

        きく 果樹栽培施設等による撹乱を受けている が、 方形の周溝の大部分を残 している。東西外辺約

        13m内辺8m、 南北外辺約12.5m内辺8mと若干東西軸 の長い方形である。遺構はほ ぼ真北方向を向

        く。溝幅 は約 190～240cm、 深さ約10～30cm、 溝形 は横長のU字形を呈 し、 底面は平坦で大きな凹凸

        はない。

         周溝内の覆土はほ ぼ3層の粘質土か らな り、自然堆積によるものと見られる。遺物の出土はなか

        つた。 また主体部 には土坑やピッ トが確認さ れた が遺物の出土はなかっ た。

        SH808 (第26図、 写真図版22)

 円 形 の 周 溝 B区北端で検出された。南半のみの確認ではあるが円形の周溝とみられる・溝幅は約50～

        60cm、 深さ約30cm、 溝形はU字型を呈 し、 底面に目立った凹凸はない。 覆土は5層 ほ どの粘質土か

        らなる 自然堆積によるものとみ られる。遺物等の出土はない。

        (2) 土坑

        SK500 (第30 図)

         D区東端 で検出された。 直径お よそ100cmの不整形、 深さ は20cm程であ る。覆土は粘質 シル トの

        1層か ら構成されている。出土 した遺物 は須恵器の圷 (154) と甕 (155) の破片のみである。

        SK702 (第30図)

         E区 中央、 SD703の北隣で検出された。遺構 は円形で直径60cm・深さ50cmほ どである。覆土は粘
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 質シル トと シル トの2層 で構成され、 自然堆積のよるものと見られる。遺物は出土 していない。

 (3)性格不明遺構

 SX782 (第30図、 写真図版36)

  E区南 ・SH5西 隣で検出さ れた。 遺構は円形 に近いものの不整形で、 深さ約 10cmと浅く 皿状を

 呈している。覆土は粘質土からなる自然堆積によるものと見られる。遺物は古墳時代後期の高 古墳時代後期

 杯・小型甕な ど(57～62)、古代の須恵器・黒色土器の圷 (63～69) や甕の破片 (70～72)、縄文土器

 (220～222) な どが出 土 して い る。

 (4)溝跡

  溝跡遺構と認定 したのはE区の4条であるが、 時代 を特定できたのは2条であ る。

 SD703 (第31～34図、 写真図版32・33)

  E区で約78mにわたっ て検出された。遺構は西端 で北方 向へ曲がる ものの北東か ら南西へほぼ

 直線に伸 び、 調査区外 に延長する と思われる。切りあいか らSH263・748よ り新 しい遺構と考えら

 れる。溝幅は約150～240cm、深さ約100cm、溝形はV字型を呈する。覆土は4～5層の粘質土から v 字 形 溝

 な り、自然堆積 によるものと見 られる。底 面か らの出土遺物はなく、覆土か ら平安 時代 の土師器・

 須恵器の杯・甕等 (73～115)、古墳時代前期の器台あるいは高杯脚部 (116) が出土 している。その

 ため時代 の特 定には検討が必要である。

  SD706 (第35図、 写真図版34)

  E区の東約25mにわたって検出された。調査区を西へ150 傾いて南北へ直線的に走る。溝幅は

  70～90cm、 深さ は5～ 10cmと浅い。 溝形はほ ぼ緩 やかなU字型 を呈する。覆土は1～2層 か らな

 る粘土で構成され自然堆積によるものとみられる。覆土か ら、 奈良～平安時代の須恵器圷、 蓋、 甕

 の破片等 (117～138) が出土した。

 (5) 河川 跡
 SG256 (第36図、 写真図版35)

  B区か らD区にかけての調査区東側 で検出された。河川 は蛇行を しながら北西か ら南東に流路

 をとり、遺跡南側の旧吉野川河川道に流れ込んでいたとみられる。川幅は8～11mで深さは20～ 旧吉野川河川道

 50cmと浅い。覆土は粘土や粘質土な どか ら構成さ れる。出土 した遺物 は少量 で破片遺物 が大半を

 占める。出土 した遺物の年代 は縄文時代か ら平安時代 にわたる。
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SHI a-a'
 1.5RP3/1 粘質土 礫少量混入
 2.5YR3/1 粘質土
 3.75YR3/1 砂質土 5YR3/1 少量混入
 4N3/0 粗砂 礫多量混入
 510R3/1 粗砂 礫少量混入
 α5R3/1 粗砂 礫多量混入
 エ75YR4/1 粗砂 礫多量混入
 8.N3/6 粘質土 礫少量混入
 9.N3/0 粘質土 やわらかい

SHI b-b,
 1.7/5YR3/1 粘質土 礫少量混入
 2.25YR2/1 粘質土 やわらかい
 35YR3/1 粗砂 礫多量混入
 42.5YR3/1 粘質土 礫多量混入
 510YR3/2 粗砂 礫多量混入
 610YR3/1 粘質土 礫混入
 7N2/0 粘質土 やわらかい 礫混入
 8N2/0 粘質土 土器粒少量混入
 9N3/0 粘質土 やわらかい 礫混入
 10,10YR3/2 砂質土

SHI c-c1
 1.N3/0 粘質土 礫少量混入
 2.5YR3/1 粘質土 やわらかい 礫少量混入
 3.7.5YR4/1 粗砂 礫多く混入
 45YR3/1 粗砂 礫多く混入
 5.5YR3/1 粘質土 礫少量混入
 6.10R4/1 細砂 礫少量混入
 7. 10YR4/1 粘質土 下方に10YR3/1多く混入
 8.7.5YR3/1 細砂 礫少量混入
 9.10YR4/2 細砂
 10 7.5YR3/3 細砂 a5YR3/3ブロック状に混入







SH3 a.a,
 1 N3/0粘土
 2. 5YR3/1粘質土
 375YR3/1粘質土 7.5YR4/1砂質土まだらに混入

SH3 b-b7
 1.5PB3/1粘土 土器粒微量混入
 2. N2/0粘質土
 3. 7.5YR3/1粘質土 75YR4/2まだらに混入

SH3 c-c1
 1.N2/0粘質土 微量小石混入
 2. 5YR2/1粘質土 25YR4/1少量混入
 35YR3/1粘質土 25YR4/1まだらに混入
 4.N2/0粘質土 2.5YR4/1まだらに混入
 5.N3/0粘質土 2.5YR4/1微量混入
 6. 75YR3/1砂質土 5YR3/1ま だらに混入



SH4 a.al
 L N2/0粘質土
 2.75YR3/1粘質土 75YR4/1斑に混入
 3. 10YR3/1粘質土 75YR4/1斑 に混入
 4 75YR3/1粘質土
 5.75YR4/2粘質土 10YR3/1少量混入

SH5 a-a1
 1. 10YR3/1 粘 質土
 2. 2.5YR2/1 粘質土 5YR3/1斑に入る

SH5 b-bt
 1. 5YR2/1 粘 質土
 2. 10YR3/4 粘質土 5YR2/1斑に混入
 37.5YR2/2 糖質土 10YR3/4 斑に混入
 生 10YR3/1 粘質土
 5・ 2・5YR2/1 粘質土 5YR3/1 斑に入る

SH5 c-c1
 1. 10YR3/1粘質土
 2a5YR2/1粘質土 5YR3/1斑に入る

SH5 e.e,
 1. 2.5YR2/1粘質土 5YR3/1斑 に混入







 Ⅲ 大塚遺跡

SH257 a-a,
 1.N2/0黒色粘土 5P3/1暗紫灰色シルト質粘土少量含む
 2.N3/0暗灰色粘土 7。5YR3/1黒褐色シルト質粘土少量含む
 3A. 10YR3/1黒褐色シルト質粘土 10YR3/2黒褐色シルト質砂10%含む 2.5Y3/3暗オリーブ褐色粘土少量含む
 3B 2.5Y3/2黒褐色 シル ト質粘土 5PB3/1暗青灰 色粘土5% 含む 7.5YR3/2黒褐色粘土質 シル ト少量含む
 4.10YR3/2黒褐色シルト質粘土 10YR3/1黒褐色粘土10%含む 2.5YR3/1黒褐色シルト粘質土少量含む
 5.10YR4/2灰黄シルト質粘土 黒褐色シルト質粘土50%含む N3/0暗灰色粘土少量含む
 α2.5YR4/1黄灰色砂質シルト N3/0暗灰色粘土少量含む 7.5YR3/3暗褐色粘土質シルト少量含む
SH257 b-bl
 LN3/0暗灰色シルト質粘土 10YR2/3黒褐色シルト少量含む
 2.N2/0黒色粘土 7.5Y2/2黒褐色シルト少量含む
 3・2・5Y3/2黒褐色粘土 5YR3/1曙紫灰色シルト質粘土多量含む 炭化物含む
 4.10YR3/1黒褐色シルト質粘土 N3/0黒暗灰色粘土20%含む 7.5YR3/2シルト少量含む
 5.N3/0暗灰琶粘土 N2/0黒色シルト質粘土10%含む 5R3/1暗赤灰色粘土質シルト少量含む
 65YR3/1黒褐色シルト質粘土 10YR2/3黒褐色シルト少量含む 25Y2/1黒色粘土微量含む
 7.N3/0暗灰色粘土 10YR3/2黒褐色粘土質シルト少量含む N2/0黒色粘土微量含む 2.5Y4/1黄灰色粘土微量含む
 8.N3/0暗灰色粘土 7.5YR3/3暗褐色シルト少量含む 2.5Y4/1黄灰色粘土少量含む M.5/0黒色粘土微量含む
 9A. 10YR4/2灰黄褐色シルト質粘土 10YR4/6褐色シルト15%含む 7.5YR3/1黒褐色粘土10%含む N2/0黒色粘土少量含む
 9B. 10YR4/2灰黄褐色シルト質粘土 N2/0黒色粘土少量含む
 10.75YR4/2灰褐色砂質シルト N2/0黒色粘土10%含む 7.5YR4/6褐色シルト5%含む
 11.10YR4/1褐灰色粘土 N2/0黒色粘土微量含む 10YR3/3暗褐色シルト微量含む
 12.10YR4/2灰黄褐色砂質シルト 5B1.7/1青黒色粘土少量含む 2.5Y2/1黒色シルト質粘土少量含む
 13.10YR3/2黒褐色砂質シルト 5PB2/1青黒色粘土少量含む 7.5YR2/1黒色砂質シルト微量含む
 14.7.5YR4/2灰褐色粘土 10YR4/3にぶい黄褐色シルト15%含む 5R2/1赤黒色砂質シルト10%含む N2/0黒色粘土少量含む
                   5PB1.7/1青黒色粘土少量含む
SH257 c-c-
 1.5P2/1紫黒色粘土 7.5YR3/1黒色シルト少量含む 10YR2/1黒色極微量含む
 2.N2/0黒色シルト質粘土 5R3/1暗赤灰色粘土30%含む 7。5YR3/1黒褐色粘質シルト少量含む
 3.N3/0暗灰色粘土 10YR4/3にぶい黄褐色粘土質シルト少量含む 2.5Y4/6オリーブ褐色粘土少量含む
 生10YR4/3にぶい黄褐色粘土 2.5YR3/3暗オリーブ褐色粘土少量含む 7.5YR3/1黒褐色粘土10%含む
 5. 5GY2/1オリーブ黒色シルト質粘土 10YR3/1黒褐色粘土20%含む 10YR3/2黒褐色シルト少量含む
 6.10YR3/1黒褐色粘土 N2/0黒色粘土30%含む
 7.2.5Y4/1黄炭色粘土 10YR4/2灰黄褐色シルト質粘土多量含む 10YR3/4明褐色粘土少量含む
 8.2.5Y4/2暗灰黄色粘土 10YR4/4褐色シルト質粘土20%含む 10YR3/1黒褐色粘土微量含む
 910YR4/4褐色シルト質粘土 5Y4/1灰色粘土20%含む N3/0暗灰色粘土少量含む
 10.2.5Y4/1黄灰色粘土 10YR4/4褐色粘土20%含む N2/0黒色粘土微量含む
SH257 d-dt
 1.5Y3/1オリーブ黒色粘土 7.5YR4/2灰褐色シルト質粘土少量含む 2.5YR3/3暗オリーブ褐色粘土10%含む
 25B3/1暗青灰色粘土 10YR2/1黒色粘土質シルト少量含む 10YR4/4黒褐色粘土20%含む
 aN3/0暗灰色粘土 N4/0灰色粘土50%含む75YR3/2黒褐色粘土質シルト少量含む
 4A.7.5YR3/2黒褐色粘土質シルト 10R3/2暗赤褐色シルト質粘土少量含む
 4B.N2/0黒色シルト質粘土 7.5YR3/1黒褐色粘土50%含む 10GY3/1暗緑灰色粘土質シルト少量含む
 510YR3/1黒褐色粘土 10YR2/1黒色粘土質シルト少量含む
 610YR3/1黒褐色粘土質シルト 10Y2/1黒色粘土20%含む 2.5YR4/2暗灰黄色シルト10%含む
                   10YR3/4暗褐色粘土シルト少量含む
 7.N3/0暗灰色粘土 7.5YR4/2褐色粘土質シルト少量含む 7.5YR4/2灰褐色シルト質粘土極少量含む
                   10YR2/1黒色粘土質 シル ト10%含む
 8.2.5Y3/2黒褐色砂質シルト 2.5GY2/1黒色砂質シルト少量含む
 8B.2.5Y3/1黒褐色砂質シルト 10YR3/4暗褐色シルト質粘土少量含む 10YR3/1黒褐色シルト質粘土少量含む
SH257 e-et
 1.N3/0暗灰黄粘土 10YR3/1黒褐色粘土10%含む7.5YR2/2オリーブ黒色シルト質粘土少量含む
 2.N2/0黒色粘土 5PB3/1暗青灰色シルト質粘土10%含む 7.5YR3/1黒褐色シルト質粘土微量含む
 3.N3/0暗灰色粘土 7.5YR3/2黒褐色粘土質シルト15%含む 10YR4/2灰黄褐色シルト質粘土少量含む
 4.1N3/0暗灰色粘土 5YR3/1黒褐色粘土30%含む 7.5YR暗褐色シルト質粘土少量含む 2.5Y4/1黄灰色粘土微量含む
 5.7。5GY3/1暗緑灰色粘土 10R4/2灰赤色粘質シルト10%含む 5R3/1暗赤灰色粘土少量含む 2.5Y4/2暗灰黄色粘土微量含む
 6.10YR4/4褐色シルト質粘土 10YR4/2灰赤色粘土20%含む 25Y4/1黄灰色粘土質シルト20含む
                   エ5Y3/1オリーブ黒色粘土少量含む
 7.5Y4/1灰色粘土 Z5Y4/1黄灰色粘土40%含む 7.5YR4/3褐色シルト質粘土少量含む N3/0暗灰色粘土少量含む
 8.2,5Y4/1黄灰色粘土 10YR4/3にぶい黄褐色シルト質粘土少量含む 5Y3/1オリーブ黒色粘土微量含む
 9.5Y3/2オリーブ黒砂質シルト 10YR3/3暗褐色シルト微量含む 2.5GY3/1暗オリーブ灰色粘土少量含む
 10.10YR3/4暗褐色シルト質砂 5Y3/2オリーブ黒色砂質シルト10%含む
 SH257 宜2
 1.N2/0暗灰色シルト質粘土 10YR2/1黒色シルト質粘土少量含む
 2.N2/0黒色粘土 75YR2/1黒色シルト質粘土少量含む 10YR3/1黒褐色粘土質シルト5%含む
 3.10YR3/1黒褐色粘土 10YR3/2黒褐色粘土質シルト少量含む 炭化物含む
 4.N3/0暗灰色粘土 25YR3/2黒褐色粘土質シルト10%含む 炭化物含む
 5N2/0黒色粘土 N3/0暗灰色粘土30%含む7.5YR3/1黒褐色シルト少量含む
 6.N3/0暗灰色シルト質粘土 2Y3/1オリーブ黒色シルト少量含む 10YR3/1黒褐色粘土10%含む N2/0黒色粘土10%含む
 7.N2/0黒色粘土 N3/0暗灰色粘土40%含む 25Y3/2オリーブ黒色シルト極少量含む
 8.N3/0暗灰色粘土 N2/0黒色粘土10%含む7.5YR3/1黒褐色シルト少量含む

 甲議轟シノレト質粘土 エ5Y2/2オリーブ黒色シヲレト質粘土少量含む
 aN1.5/0黒色粘土 N2/0黒色シルト質粘土20%含む 10YR3/2黒褐色粘土質シルト少量含む
 3 N2/0黒色シル ト質粘土
 4N2/0黒色粘土 N3/0暗灰色粘土10含む10YR3/4暗褐色粘土質シルト少量含む
 5N2/0黒色粘土 10YR2/3黒褐色粘土質シルト5%含む7.5YR1/4褐色シルト少量含む
 6.N2/0暗灰色粘土 N2/0黒色粘土30%含む 10YR3/3暗褐色シルト少量含む 炭化物あり
 7.N3/0暗灰色粘土 N2/0黒色シルト質粘土40%含む Nl.5/0黒色粘土10%含む 10YR3/1黒褐色粘土質シルト少量含む
 8.N2/0黒色粘土 N2/0暗灰色粘土30%含む2.5Y4/2暗灰黄色砂質シルト少量含む
 910YR3/2オリーブ黒色シルト 5YR4/2灰褐色粘土質シルト少量含む 10YR3/1黒褐色粘土少量含む %Y4/3灰色砂質シルト少量含む
 10.N2/0黒色粘土 5Y3/1オリーブ黒色粘土質シルト少量含む
 1L75Y2/1黒色砂質シルト 5Y3/1オリーブ黒色粘土質シルト10%含む 2.5Y3/2黒褐色粘土質シルト少量含む
 12. 7.5Y3/1オリー ブ黒色砂質シルト
 13. 10GY3/1暗緑灰色砂質シルト 2.5Y4/2暗灰黄細砂10%含む
SH257 h-h'
 1. N3/0暗灰色粘土
 ZN2/0黒色粘土 10YR3/1黒褐色シルト粘土少量含む
 aN3/0暗灰色粘土 7.5YR3/1黒褐色粘土少量含む 5YR3/1黒褐色粘土少量含む
 《10YR2/3黒褐色粘土 5R3/1黒褐色シルト質粘土少量含む 炭化物含む
 5.75YR3/1黒褐色粘土 10YR4/3にぶい黄褐色粘土質シルト10%含む
 α5YR3/1黒褐色シルト質粘土 10YR3/1黒褐色砂質シルト少量含む
 710Y4/1灰色砂質シルト 10YR3/2黒褐色シルト質砂少量含む
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SH 258 a-a,
 1.N3/0粘土 10YR3/4シルト微量含む
 2.N2/0粘土 5P4/1シルト微量含む
 3.5GY2/1粘土 5PB2/1シルト少量含む
 4.N2/0粘土10RY3/4 粘土質シルト30%含む 2・5YR3/1シルト少量含む
 5.10YR3/3砂質シルト 25Y3/1細砂少量含む 5GY2/1粘土微量含む
 6.10YR3/3砂質シルト 10YR3/1粘土50%含む N2/0粘土少量含む
 7.5GY3/1粘土 5Y3/1シルト少量含む
 8.N2/6粘土 5Y2/1焼土質シルト少量含む

SH258 b-b1
 1. N2/0シルト質粘土 25Y2/3シルト微量含む
 2.7.5Y2/1粘土 2.5YR3/2シルト微量含む
 3.5Y2/2シルト質粘土 25Y3/3シルト少量
 4.N2/0シルト質粘土 10YR3/2シルト少量含む
 5.N2/0粘土 7.5YR3/2シルト少量含む 10YR3/1粘土質シルト
             微量含む
 6.25YR3/3粘土質シルト 10YR3/2シルト10%含む N3/0粘土微量含む
 7.2.5Y3/2シルト質粘土 10YR3/2シルト少量含む N2/0粘土微量含む
 8.25YR3/2砂質シルト 5Y3/1粘土少量含む
 9.2.5Y4/2砂質シルト 7.5R3/1シルト少量含む

SH258 c-c1
 1.N3/0粘土 シルト10%含む
 2. 75YR3/1シルト質粘土 5P3/1粘土質シルト少量含む
 3.10YR4/2シルト質粘土 5GY3/1粘土質微量含む 25Y4/6シルト質含む
 4.5Y2/1粘土 10YR3/1粘土少量含む 10YR4/1粘土質シルト
             少量含む
 5. N2/0シルト質粘土 2.5YR3/3シルト10%含む
 6.10GY2/1粘土 N3/0粘質多量含む 5Y3/2シルト微量含む
 7.10YR3/2シルト質粘土 5GY3/1粘土少量含む 7・5YR2/2シルト少量含む
 8.2.5YR3/3シルト質粘土 5Y4/1粘土10%含む 5GB3/1粘土微量含む
 9.N2/0粘土 25YR3/2粘土質シルト5%含む 10YR3/3シルト
             少量含む
 10. 2.5Y3/1砂質シルト N3/0粘土少量含む
 11. 10YR3/2礫シルト
 12. 10YR3/1礫シルト 5GY3/1粘土質シルト微量含む

                        第20図 SH258周溝



SH260 a-a,
 1. N3/0暗灰色シル ト質粘土
 2. N2/0黒色シルト質粘土
 3. 10YR3/3暗褐色シル ト質粘土

SH260 b-b,
 L N2/0黒色シル ト質粘土
 2. 10YR3/1黒色シルト
 3. N2/0黒色粘土

 4. 2.5Y4/2暗灰黄色シルト

 SH260 c-c曹
 1. 10YR3/2黒褐色粘土質シルト
 2. 7.5YR3/1黒褐色シルト

SH260 (i-d'
 L N3/0暗灰色シル ト質粘土

 2. 10YR3/3暗褐色粘土

 N2/0黒色粘土少量含む
 75YR3/2黒褐色シルト少量含む
 75YR2/1黒色粘土少量含む

 25YR2/1黒色シル ト微量含む
 N2/0黒色シル ト質粘 土20%含む
 10YR4/2灰黄褐色シル ト質粘土
 10%含む
 10YR2/1黒色粘土20%含む
 10YR3/3黒褐色粘土少量含む

 7.5Y2/2オリー ブ黒粘土少量 含む
 7.5Y3/1オリー ブ黒 色粘土質シルト
 微量含む

 γ5Y3/2オリー ブ黒色シル ト少量
 含む
 5GY2/1オリー ブ黒 色粘土微量
 含む

 SH260 e-e町
 1. N3/0暗灰色シルト質粘土
 2. 2.5YR4/1赤灰色シルト
 3 2.5Y3/2黒褐色粘土質シルト
 生 N3/0黒褐色シル ト粘土

SH260 ff
 1. 5YR2/1 暗褐色粘土質シル ト

 a N2/0黒色粘土

 3. 7.5YR2/1黒色粘 土
 生 10YR3/3暗褐色 シル ト質粘土

 SH2 60 g-g聖
 1. 5YR3/1黒暗褐色シル ト質粘土

 2. 75YR3/1黒暗褐色粘土質シルト

SH260 hrh1
 1. N2/0黒色粘土

 2. 10YR2/1黒色粘土質シルト
 3 2.5Y3/2黒褐色シルト質粘土
 4 N3/0暗灰色粘土
 5 10YR3/4暗褐色粘土質シルト

 25Y4/1黄灰色シル ト微量含む
 10YR3/1黒褐色粘土少量含む
 N3/0暗灰色粘土少量含む
 10YR3/1黒褐色粘土20%含む
 5Y3/1オリー ブ黒色粘土10%
 含む

 75YR3/1黒褐色 シル ト少量
 含む
 エ5YR4/2灰褐色シル ト質土
 10%含む
 75YR3/1黒褐色粘土少量含む
 5P2/1紫黒色粘土少量含む

 5Y4/4暗オリー ブ色 シル ト少量
 含む
 2.5Y3/3暗オリー ブ褐 色粘土
 微量含む

 %YR4/2灰褐色シル ト少量
 含む

 75Y2/1黒色粘土20%含む
 10YR3/3暗褐色シル ト微量含む
 N2/0黒色粘土少量含む



SH262 a-a1
 1. N3/0シルト質粘土 7.5YR3/1 シルト少量含む
 2.N3/0粘土 7.5YR3/1シルト微量含む
 3. 7.5YR4/3 粘土質シルト N3/0 粘土少量含む
 4.7.5YR4/4シルト 10YR3/2粘土少量含む 7.5YR4/2粘質シルト少量含む
 5. 10YR4/2 粘土質シルト 7.5YR3/2 粘土微量含む 7.5YR4/4 シルト粒微量含む
 6・ 7.5YR4/6 粘土質シルト 7.5YR3/4粘土少量含む
 7、 10YR4/2粘土質シルト N2/0 粘土少量含む

SH262 b-bI
 1. N3/0 シルト質粘土 10YR3/2 シルト微量含む
 2. N3/0 シルト質粘土 5YR3/1シルト少量含む
 3、N3/0粘土 7.5YR3/1粘土質シルト少量含む
 4、 N2/0 シルト質粘土 10YR3/2 シルト微量含む 7.5YR3/1 シルト少量含む
 5・ 10YR1/2砂質シルト N2/0粘土少量含む 10YR3/1シルト少量含む
 6. 10YR4/2 シルト質粘土 N2/0 粘土少量含む 5YR2/1 シルト微量含む
 7、N3/0粘土 7.5YR3/2シルト10%含む 101YR3/1シルト少量含む
 8. 75YR4/3 シルト質粘土 N2/0 粘土少量含む 10YR4/2 粘土微量含む
 9. 10YR2/3 黒褐色シルト しまり弱い、 地山を含む

SH262 c.c1
 1. N3/0 シルト質粘土 7.5YR3/1シルト微量含む
 2.N3/0粘土 5Y2/1シルト少量含む
 3、N2/0粘土 10YR4/2粘土質シルト多量含む 7.5YR3/3シルト少量含む
 4. 10YR4/1粘土質シルト 5YR3/1 粘土少量含む
 5. 10YR4/2砂質シルト 7.5YR3/3 シルト少量含む

 SH262 (i一(i'
 1. N3/0シルト質粘土 7.5YR2/1シルト少量含む
 2.3GY3/1粘土 10YR3/1シルト微量含む
 3.N2/0粘土 7.5YRシルト微量含む・
 4. N3/0 シルト質粘土 10YR3/3シルト微量含む
 5.N2/0粘土 2.5YR3/2粘土少量含む
 6. 10YR4/4 シルト質粘土 10YR4/2粘土質シルト少量含む 10YR3/2 粘土微量含む
 7. 10YR4/3砂質シルト 10YR3/2粘土少量含む
 8. 10YR4/2 粘土質シル ト

SH262 e-e1
 1. 75YR3/1 シルト質粘土 10YR3/3 粘土 5%含む 粘土多量含む
 2,10YR3/1粘土 YR4/3シルト質粘土145%含む N3/0粘土10%含む
 3. 7.5YR3/1 シルト質粘土 10YR3/1 粘土少量含む
 47.5YR2/2粘土 10YR3/2シルト微量含む 5GY2/1粘土少量含む
 5.10YR3/1粘土 7.5YR3/1シルト質粘土20%含む
 6.N2/0粘土 7.5YR3/1シルト質粘土10%含む 10YR4/3粘土少量含む
 7.N3/0粘土 7.5YR3/1シルト微量含む
 &N2/0粘土質シルト N12/0 シルト10%含む 10YR2/2 シルト微量含む
 9. 7.5YR4/2粘土 N2/0粘土少量含む 10YR3/2粘土質シルト20%含む
 10. 7.5YR3/1 シルト質粘土 10YR3/1 シルト少量含む NI5/8 粘土少量含む
 11. 10YR3/3 シルト質粘土 10YR3/3 粘土 20%含む N2/0 粘土少量含む
 12. 7.5YR2/1 砂質シルト
 13. 10YR2/1 シルト質粘土 5Y2/1 粘土少量含む



SH262 ff
 1.10YR3/1黒褐色粘土 10YR4/4シルトと斑点状に1%含む
 2、 10YR2/1黒色粘土 10YR4/4シルトと斑点状に1%含む 炭化物混入
 310YR3/1黒褐色粘土 10YR4/4シルトと斑点・ブロック状に3%炭化物あり
 3hOYR3/1繕土と10YR4/3粘質シル トとの撹乱層
 410YR4/2 灰黄褐色粘土 10YR3/1粘土・ブロック状に10%含む
 5.10YR2/1黒色粘土 10YR4/4細砂と斑状に3%含む 炭化物あり
 6.10YR2/1黒色粘土 10YR4/4シルト・細砂と斑状に混入
 710YR4/4褐色細砂 10YR2/1粘土をブロック状に3%含む
 & 10YR4/4褐色細砂と10YE2/1粘土との撹乱層
 9.7.5YR3/3暗褐色砂 10YR2/1粘土をブロック状に5% 10YR4/3粘土ブロック状に3%含む
 9.9.5YR3/3砂 ほぼ純粋
 10.7.5YR3/3暗褐色砂 10YR3/1粘土をブロック状に5%含む
 11. 10Y R4/4褐色シルト 10Y R3/1粘土を斑状に10%含む

SH262 g-gI
 1. 10YR3/1黒褐色粘土 10YR4/4シルトと斑点状に1%含む
 2.10YR2/1黒色粘土 10YR4/4シルトと斑点状に1%含む 炭化物混入
 3. 10YR3/1黒褐色粘土 10YR4/4シルトと斑点・ブロック状に3%炭化物あり
 4. 10YR4/2 灰黄褐色粘土 10YR3/1粘土をブロック状に10%含む
 5、10YR2/1黒色粘土 10YR4/4細砂と斑状に3%含む 炭化物あり
 6. 10YR2/1黒色粘土 10YR4/4シルト・細砂と斑状に混入
 7.10YR4/4褐色細砂 10YR2/1粘土をブロック状に3%含む
 8. 10YR4/4褐色細砂と10YE2/1粘土との撹乱層
 9.7.5YR3/3暗褐色砂 10YR2/1粘土をブロック状に5% 10YR4/3粘土ブロック状に3%含む
 10.75YR3/3暗褐色砂 10YR3/1粘土をブロック状に5%含む

 SH262 h-h暫
 1.2.5YR3/1黒褐色粘土 10YR3/2黒褐色シルトを少量含む
 2. N3/0暗灰色粘土質シルト 5GY2/1オリーブ黒色粘土少量含む
 3. 5GY3/1暗オリーブ灰色粘土 75YR3/1オリーブ黒色粘土シルト少量含む
 4.5GY2/1オリーブ黒色粘土 5Y3/1オリーブ黒色粘土シルトを含む
 5.5Y2/1黒色シルト質粘土 25Y3/3暗オリーブ粘シルト少量含む
 6.5YR3/4暗赤褐色シルト N2/0黒色シルトを少量含む
 7. 10YR4/3にぶい黄褐色砂質シルト N2/0黒色粘土を少量含む

SH262 i-i
 1.10YR3/1粘土 10YR4/2粘土を帯状にはさむ
 2. 10YR4/3にぶい黄褐色粘土 10YR3/1粘土を斑状に5%含む
 3.10YR3/3黒褐色粘土 10YR4/3粘土を斑状に3%含む
 5.10YR2/1黒色粘土 10YR4/4細砂と斑状に3%含む 炭化物あり
 8. 10YR4/4褐色細砂と10YE2/1粘土との撹乱層
 11. 10YR4/3にぶい黄褐色粘土 10YR3/1粘土状に5%含む





SH263 a-aI
 1. 5Y3/2オリー ブ黒色粘土
 2.10YR4/2灰オリーブシルト 2.5Y3/1粘土5%含む

SH263 e-e1
 1、 5YR3/1シルト質粘土 75YR3/1粘土質シルト 少量含む
 2. N2/0シルト質粘土 10YR3/1粘土質シルト10%含む
              5YR3/1粘土質シル ト少量含む
 3・ N3/0シルト 10YR4/3粘土少量含む
 4. 7.5YR3/2粘土質シルト 5Y2/1シルト少量含む
 5. 7.5YR3/2シルト質粘土 10YR3/1粘土少量含む
 6A. 10YR3/4細砂
 6B. 5Y3/1砂 質シル ト

 SH263 b-b『
 1. 2.5Y3/2米占土
 2. 10YR2/1シルト質粘土 7.5Y2/2粘土少量含む
 3. 5YR3/1シルト質粘土
 4A.N2/0シルト質粘土 2.5Y3/3シルト少量含む4B.5Y'2/2粘土
 5A.10YR3/1粘土質シルト 2.5GY4/1シルト質粘土少量含む
 5B. 7.5YR3/1 シル ト質粘土
 6. 7.5YR3/3粘土質シルト 10YR3/2粘土少量含む
              N2/0 シル ト質粘土 少量含む

 SH263 ぜ
 1.10GY3/3暗褐色粘土 10Y3/2黄褐色砂質シルト5%含む
 2. 10G3/1緑黒シルト質粘土 10YR4/1粘土質シルト5%含む
 3. 10YR3/4暗褐色粘土質シルト 5PY2/3褐色砂質シルト10%含む
 4、 10YR3/3暗褐色粘土質シルト 10YR4/3褐色シルト
                5% 10YR3/4粘土少量含む
 5.10YR4/2灰黄褐色シルト 10YR3/3褐色砂質シルト10%含む
 6.10YR3/2黄褐色細砂 10YR2/1褐色砂質シルト少量含む

SH263 c.c,
 1. 5Y3/2シルト %YR3/1粘土少量含む
 2. 7.5Y3/2粘土質シルト
 3. 10YR2/1シルト質粘土
 4 5YR4/1シルト N3/0シルト質粘土少量含む
              7.5YR3/1粘土質シル ト少量含む
 5A. 10YR3/2シル ト質粘土
 5B. 10YR4/2シルト質粘土

SH263 g-gτ
 1.7.5Y3/2極暗褐色粘土 10YR3/1黒褐色シルト質粘土少量含む
 2. 10YR4/2灰黄褐色粘土シルト N3/0暗褐色シルト質粘土少量含む
                10YR2/1緑褐色粘土少量含む
 3. 5YR4/4にぶい赤褐色シルト 2.5Y4/1褐色粘土
                7.5YR4/2褐色砂質シル ト少量含む

 SH 263 (i一(f
 l.10YR4/2粘土 2.5YR3/3シルト質粘土少量含む
 2. 5YR3/1シルト質粘土 5R3/1シルト質粘土少量含む
 3. 5YR3/1米占 土
 4. 75YR3/1シルト質粘土 2.5Y3/2粘土10%含む
 5. N2/0シルト質粘土 10YR3/1シルト質粘土50%含む・
 6, 10YR4/3砂質 シルト 5P3/1粘土少量含む 10YR4/2粘土質少量含む
 7. 2.5YR4/1 シルト質粘土 10YR3/1シル ト質粘土少量含む
             N2/0粘土質 シル ト少量含む
 8. 10YR4/1シルト質粘土 10YR4/2シルト質粘土10%含む

 SH263 h-h「
 1. 10YR4/4シルト 5P4/1粘土質シルト50%含む
 2. 10YR3/1シルト質粘土 7.5YR3/2シルト少量を含む
 3、 7.5YR2/3粘土 7.5YR4/2シルト少量含む
 4A. 10YR4/2シルト質粘土 2.5Y3/1粘土質シルト10%含む
              7.5YR2/1粘土質シル ト少量含む
 4B. 75YR3/2シルト質粘土 10Y2/1粘土少量含む
 5A. 75YR3/2シルト質 7.5YR4/3粘土質シルト40%含む
 5B. 2.5Y3/2粘土質シル ト



SH 261 a-a1
 1.N3/0シルト %YR4/2砂質シルト少量含む
 2. 10YR3/2粘土質 シル ト N3/0粘土少量 含む
 3. 75YR3/3砂質シルト 5YR3/1粘土少量含む
 4. 75YR3/1シルト質砂 5YR2/1粘土質シルト50%含む
 5. 5YR4/1粘土質シルト 75YR3/1シルト少量含む

SH261 b-bI
 1A.5YR3/1シルト 10YR4/2粘土質シルト50%含む
 1B. 25YR3/3シルト質粘土 7.5YR2/1シル ト50%含む
 2.N3/0粘土 5YR3/1粘土質シルト少量含む
 3.N2/0粘土 75YR4/2シルト質粘土少量含む
              5YR3/2砂 質シル ト極 少量 含む
 4A 7.5YR3/1砂質シルト 75YR2/1粘土質シルト30%含む
 4B. 7.5YR3/1 シル ト質粘土

SH261 c-ct
 1.N2/0粘土質シルト 7.5YR3/1シルト質粘土少量含む
 2. 10YR3/3シルト質粘土 7.5YR3/1シルト少量含む
 3. 10YR2/1砂質シル ト

SH[808 a-a1
 1. 10YR2/1黒色シルト 粘土質10YR3/3シルトを斑状に1%含む
 2. 10YR3/2黒褐色粘土 10YR2/1シルトをブロック状に10%含む
 3. 10YR3/2黒褐色粘土 10YR5/3シル トをブロック状に20%含む
 5.25Y4/1黄灰色粘土 10YR4/4粘土ブロック状に5%、10YR2/1シルトを
            斑状 に3% 含む
 6. 25YR5/1オリーブ灰色粘土

 SH808 b-b『
 1. 10YR2/1黒色シルト 粘土質10YR3/3シルトを斑状に1%含む
 3. 10YR3/2黒褐色粘土 10YR5/3シルトをブロック状に20%含む
 4.10YR3/3褐色粘土 10YR3/2シルト、10YR5/3シルトを斑状に混入
 5.25Y4/1黄灰色粘土 10YR4/4粘土ブロック状に5%、10YR2/1シルトを
            斑状 に3%含む
 6.2.5YR5/1オリー ブ灰色粘土



SH330 a-a1
 1. 5YR2/1粘質シルト 2の土を微量含み、木の根を含む。
 2. 7.5YR3/2粘質シルト 1の土を班状 に多く含 む。
 3. 75YR4/2粘質シルト 2の土を微量混入し、灰黄色粘土を
             少量含む。

SH330 c-c1
 1.N3/0シルト 酸化土を微量含み、2の土を班状に
             混入する。
 2.7.5YR4/2シルト 1の土を班状に少量含み、黄褐色粘土を
             点状に微量含む。
 3.7・5YR3/2粘土質シルト 灰黄色粘土をブロック状に少量含み、1
             の土を点状に微量含む。

 SH330 e-e『
 1. 7.5YR3/1粘質シルト 黒褐色シルトを班状に多く含む。
 2.7.5YR4/2粘質シルト 黒褐色シルトを斑状に少量含む。

SH330 b-b-
 1. 5YR3/1粘質シルト 2の土を班状に微量含み、木の根を含む。
 2. 7.5YR3/2粘質シルト 1の土を斑状に多く含む。
 3. 7.5YR3/3粘質シルト 灰黄色粘土を斑状に少量含 む。

 SH330 (1-d暫
 1.5YR3/1粘質シルト 2の土を点状に微量含む。
 2.7.5YR3/1シルト 1の土を斑状に多く含む。しまる。
 3. 7.5YR3/2粘質シルト 黒褐色シルトを点状に少量含む。



SH331 a-al
 1.N3/0シルト質粘土 5YR3/1シルト極少量含む
               %YR4/1砂質シルト少量含む
 2. 25YR3/3粘土質シルト 10YR4/2シルト20%含む
              10YR3/1粘土少量含む

 SH331 c-c暫
 1. 7,5YR3/1 シル ト質粘土
 2. 7.5YR4/2粘土質シルト 7.5YR3/1シルト質粘土10%含む
 3.10YR3/2シルト 25YR2/1粘土少量含む

SH331 ff
 1.N3/0シルト質粘土 10YR3/4シルト少量含む
 2.10YR4/2シルト N2/0シルト質粘土5%含む
 3.10YR3/3粘土質シルト 5YR3/1粘土質シルト20%含む
 4.75YR3/2シルト質粘土 5RP2/1粘土10%含む

 SH331 b-b暫
 1. 10YR3/1粘土質シルト 7・5YR3/1粘土少量含む
 2. 10YR2/1シルト質粘土 75YR3/1粘土少量含む
 3A 75YR3/2シル ト質砂 10YR2/3シルト質粘土多量含む
 3B. 7.5YR2/2シル ト質粘土

SH331 e-e1
 1. 7.5YR3/1粘土質シルト 10YR3/2シルト質粘土10%含む
 2.10YR3/3シルト 5P2/1粘土少量含む
 3. 10YR3/2粘土質シル ト 7.5 YR3/1粘土少量 含む
 4.5YR2/1粘土 10YR3/3シルト極少量含む
 5.7.5YR2/1砂質シルト N210シルト質粘土少量含む

SH331 g-g'
 1.N3/0シルト質粘土 25YR3/1シルト少量含む
 2 7.5YR3/2粘土質シルト 10YR3/1シルト質粘土40%含む
             2.5YR3/1 シル ト少量含む
 3. 75YR3/3粘土質シルト 2.5YR3/1砂質シルト10%含む

SX809
 1. 10YR2/2黒色シルト 粘土質、10YR4/4シルトをブロック状で
             20%含む
 2.10YR4/4褐色シルト 砂質、10YR2/2シルトを斑文状で5%含む



SH748 a-a1
 1. 2YR3/1粘 質 土
 2. 75YR3/1粘質土 7.5YR粘質土斑に混入
 3. 10YR4/2粘質土 5YR4/1粘質土斑に混入
 410YR4/2粘質土 5YRE4/1粘質土少量斑に混入

SH748 c-c1
 1. 10YR3/1粘質土 10YR4/2粘質土斑に混 入
 2. 7.5YR4/3粘質土 7.5YR3/1粘質土少量斑に混入

SH748 e-e1
 1. 7.5YR4/2粘質シルト 10YR3/1粘質土ブロック状に少量混入
 2.7.5YR4/1砂質シルト 10YR3/1粘質土斑に混入
 3.10YR4/2砂質シルト 7.5YR4/2斑に混入

SH748 b-b1
 1. 5YR3/1粘質土
 2. 10YR4/1粘質土 10YR4/2粘質土斑に混入
 3.10YR4/3粘質土 10YR4/1粘質土少量混入

 SH748 (i一(i1
 1. 7.5YR3/2粘 質土
 2.7.5YR4/2粘質土 10YR3/1粘質土斑に混入
 3.75YR4/2粘質シルト 7.5YR4/1ブロック状に混入



SK57
 1. 10YR2/3粘質土 礫少量入る
 2. 2.5YR2/1粘質土 遺物、土器粒少量入る
 3. 2.5YR2/1粘土
 4.75YR3/2粘土 細砂入る
 5. 7.5Y R3/1粘土

SK500
 1. N2/0粘質シル ト 酸化土を斑状に少量混入 し
           黒褐色粘土を微量含む

SK778
 1. 10YR2/3暗褐色シルト ブロック状に粗砂が混 ざる
            粘性強い
 2 10YR4/2灰黄褐シルト 1の土をブロック状に含む
            粘性あり
 3.10YR4/4褐色細砂 ブロック状に粘土塊を含む
            粘性あり

SK702
 1.75YR3/2シルト 2の土をブロック状に含み、
           黒色シル トを点状に混入する。
 2.5YR3/1粘質シルト 1の土を小ブロックで少量
           含み、 黒褐色土を班状に混入する。

SX782 a-a1
 1. 7.5YR3/1粘土質 砂粒多量 に混入する
 2. 10YR3/1粘土質 7.5Y R3/2まだ らに
          混入する
 3. 5YR2/1粘土質 土器粒少量混入する
 4.7・5YR3/1粘土質 5YR3/6砂質土まだらに
          混入する
 5 10YR2/1粘土質 土器粒(大)混入する
 6.10YR3/1粘土質 7.5YR4/2まだらに
          混入する

SX782 b-b1
 1. 7.5YR3/1粘土質 7.5YR3/2まだらに入る
 2. 10YR2/1粘土質 砂粒混入する
 3.10YR3/1粘土質 土器粒混入する
 4.10YR2/1粘土質 7.5YR4/2まだらに
          混入する
 5.75YR2/2粘土質 25YR3/1粗砂まだらに
          混入する
 6.10YR3/1粘土質 2.5YR3/2粒 状に
          混入する
 7. 5YR3/1粘土質 土器粒(大)混入する
 8.10YR2/1粘土質 7.5YR4/2微量まだらに
          入る



SD 703 a-a,
 1.N3/0粘質シルト 酸化土を斑状に含み、黄色シルトを帯状に含む。
 2. 5YR3/1粘質シルト 酸化土を班状に含み、1の土を点状に少量混入する。
 375YR3/1シルト質粘土 酸化土と地山土を班状に多く含む・
 4.7.5YR3/1粘土 酸化土と地山土を斑状に含む。
 5. 7.5YR3/1粘質シルト 黄褐色粘土を点状及 び斑状に含む。
 6.7.5YR3/1粘土 酸化土を班状に少量含む。
 7.10YR4/2粘土 5の土を帯状に混入する。

SD703 b-b1
 1. N3/0粘質シルト 2の土を帯状に含み、橙色シルトをまだら状に少量含む。土器を含む。
 2. 7.5YR3/1シルト質粘土 1の土を帯状に少量含み、微礫を多く含む。
 3.5YR3/1粘土 橙色粘土(酸化土)を班状に含み、2の土をブロック状に含む。
 4.7.5YR3/1粘土 黄褐色の微砂を少量混入する。

 SD703 cぞ
 1.2.5YR3/1シルト 酸化土を班状に含む。
 2.N3/0粘質シルト 酸化土を班状に含み、黄褐色粘土を帯状に含む。
 3. 10YR3/1シルト質粘土 酸化土を班状に含み、2の土を少量混入する。
 4.7.5YR3/1粘土 酸化土をブロック状に含み、黄褐色シルトを
             多く混入する。
 5 10YR3/2砂混じり粘土 黒色粘土を点状に混入 し、4の土を帯状に含む。



 SD703 ｄ－ｄ’
 1.7.5YR3/1シルト 酸化土を点状に含み、微礫を多く含む。
 2.5YR3/1シルト 褐色シルトを帯状に含み、黒色粘土を点状に微量含む。
 3.7.5YR3/1粘土 黒色粘土を帯状に多く含み、褐色砂質シルトをブロック状に混入する。
 4.10YR3/2シルト質粘土 5の土を班状に少量含み、3の土を混入する。
 5.10YR3/3砂混じり粘土 4の土を帯状に少量含み、 酸化土を班状に混入する。

SD 703 e-e'
 1.7.5YR3/1粘質シルト 酸化土 (橙色粘土) を班状及び点状に多く含む。
 2.7.5YR4/1粘質シルト 酸化土を点状に含み、1の土を斑状に少量混入する。
 3.7.5YR3/1粘土 酸化土を班状に混入し、地山をブロック状に少量含む。
 4.7.5YR3/3微砂 酸化土を班状に含み、5の土を微量混入する。
 5.10YR3/2粘質シルト 黒褐色粒を点状に含み、酸化土を班状に少量混入する。



SD703 ff
 1. 5YR3/1シルト 褐色土をブロックで含み、黒色シルトを帯状に含む。
 2. 5YR3/1シルト質粘土 酸化土を斑状に微量含み、橙色シルト点状に混入する。
 3.5YR3/2粘質シルト 酸化土を斑状に多く含み、灰褐色粘土を混入する。
 4.10YR3/1粘土 酸化土を班状に含み、黒色粘土を帯状に含む。
 5. 10YR3/2砂混じり粘土 細砂を帯状に混入し、黒色粘土を斑状に少量含む。

 SD703 g-g暫
 1. 2.5YR4/1シルト質粘土 酸化土を班状に多く含み、黒色粘土を帯状に含む。
 2. 10YR3/2粘土 灰色粘土を帯状に含み、黒色粘土を点状に少量含む。
 3. 10YR3/2砂混じり粘土 酸化土を班状に多く含み、細砂を混入する。
 4.5YR3/1砂混じり粘土 黒色粘土を点状に含み、緑色細砂を多く含む。

SD703 h-h1
 1.NYR2/0シルト 酸化土を少量含み、灰褐色シルトを班状に含む。
 2. 7.5YR3/1シルト質粘土 酸化土を点状に微量含み、地山土をブロック状に微量混入する。
 3.10YR3/2粘土 酸化土を班状に含み、黒色粘土を点状に少量含む。
 4.7.5YR3/1粘土 橙色粘土を斑状に含み、黒色粘土を点状に微量含む。
 5. 10YR3/3砂混じり粘土 橙色粘土を班状に含み、黒色粘土を点状に微量含む。





SD706 a-a'
 1.10YR3/3粘土 橙色粘土を班状に混入する。

SD 706 b-b'
 1. 5YR3/1粘土 橙色粘土を斑状に含む。
 2. 10YR3/2粘土 橙色粘土を斑状に含み、褐色シルトを点状に含む。

SD706 c-c'
 1. 5YR3/1粘土 橙色粘土を班状に含み、褐色シルトを点状に含む。
 2. 75YR3/1粘土 黄褐色シルトを班状に含む。

SD706 d-d'
 1. 7.5YR3/2シルト質粘土 橙色粘土を斑状に多く含む。
 2. 5YR3/1粘土 橙色粘土を班状に含む。



SG256 a-a' c-cI
 1. 7.5YR3/1粘質シルト 酸化土(赤褐色粘土)を班状に多く混入する。
 2. 7.5YR4/2粘質シルト 黒褐色粘土を斑状に多く含む。
 3.NYR3/O粘土 青褐色微砂を少量混入し、4の土を少量点状に含む。
 4.10YR4/2粘土 黒褐色粘土を点状及び班状に含む。
 5.7.5YR3/1粘土 酸化土を班状に含み、灰褐色微砂を少量混入する。
 6. 10YR3/1砂混 じり粘土 灰褐色砂を多量に混入 し、黒色粘土、 酸化土を班状に含む。
 7. 10YR4/1砂混じり粘土 灰褐色砂と3の土を少量含み、 酸化土を班状に混入する。

SG256 b-b1
 1. 5YR4/1シルト質粘土 酸化土を多く班状に含み、2の土をブロック状に少量含む。
 2.10YR3/1粘土 酸化土を班状に含み、灰白色シルトをブロック状に混入する。
 3. 10YR4/1シルト質粘土 2の土を班状に含み、 褐色シルトを混入する。
 4.5YR4/1シルト 2の土をブロック状に含み、酸化土を少量含む。
 5. 10YR4/2砂混じり粘土 黒褐色粘土を点状に混入する。
 6.7.5YR4/4シルト 灰褐色粘土を班状に少量含む。

 SG256 d一(iI
 1. 2.5YR3/1粘質シルト 酸化土を班状に多く含む。
 2. 5YR3/1粘質シルト 酸化土を斑状に混入し、微礫を少量含む。
 3. 2.5YR4/1粘質シルト 褐色シルトと2の土を斑状に多く含む。
 4.10YR4/3シルト 微砂を少量混入し、2の土を班状に含む。
 5. 10YR4/2砂混じり粘土 小礫、細砂を多量に混入 し、 酸化土を班状に少量含む。



                                      Ⅲ 大塚遺跡

 4 出土遺物

 (1)古墳 時代の遺物

  古墳 時代の土器が出土 しているが、 完形品はない。 土器は土師器の小型丸底壷・器台・高杯・圷・

 甕か ら構成され、 その出土は周溝からが大半を占める。

 SH1 (第37図1～3)

  遺構床面直上から出土した、 あるいは完形の遺物はない。

  器台 (1) は小ぶりな圷部と直線的 に伸 びる脚部と貫通孔をもつ が、 脚部の透孔 は省略さ れてい

 る可能性がある。小型丸底壺(2)は頸部と体部上半分が残存し、土器表面には朱彩が施されてい 朱 彩

 る。外面 は細い工具によるハケメ、内面はナ デ調整だが輪積み痕 が鮮明に残 る。頸部は直線的に

 外傾 し、 口縁端部で外反すると見られる。小型丸底壷 (3) は覆土上層 で出土 し、 土器表面には朱彩

 が一部残存する。体部の形状は所謂「算盤玉型」と見られ、底部近くには焼成後内から外への刺 算 盤 玉 型

 突・穿孔の痕跡が見られる。

 SH2 (第37図11・ 12)

  遺構床面直上か ら出土 した遺物 はな く、いず れも破片のみである が、 2点とも器壁 が薄く焼成

 は良好である。 (12) は小型丸底型土器の可能性が考えられる。

 SH3 (第38図15・16)

  (15) はほ ぼ遺構床面直上 で確認さ れた。小型 丸底壷体部の一部とみられ、 その表面にはミ ガキ

 調整ととも に若干の朱彩 が残 る。 (16) は覆土中か らの出土で器種 は不明である。

 SH5 (第38図17)

  (17) は覆土中 で確認された。 器種 は不明である。

 SH257 (第38図18～25)

  完形品はなかっ たものの、 遺構床面直上から (18・ 19・20・21・22・24) が、 覆土中か らは (23・25) が

 出土 した。

  壷 (18) について、 下半分について は不明だが体部は球胴型でやや下膨 れ気味と見られ、 また口

 縁部はほぼ垂直に伸びてから大きく外反し端部は丸くおさめられる。土器の焼成は良好で、内外 球 胴 型

 面ともに摩滅 している がハケメ 調整が確認できる。使用痕は見られない。 (19・20) はともに小型

 丸底壷の頸部から口縁部と見 られる。頸部はほ ぼ外上方に直行するが目縁でやや 内弩 し、 外面に

 ミ ガキ調整があり朱彩 が残る。 (21) も小型丸底壷の体部上半と思われ、 土器表面には若干ながら

 白色の薄い器壁が残る。 (24) は破片遺物のため器種は不明であるが、 表面にミ ガキ調整が確認で

 きる。4点とも破片ではある が、 焼成 は良好で器壁 は薄い。高杯 (22) は脚部のみの出土であるが中

 空の棒状脚 部をもつ。 土器表面 は摩滅 している が工具によるミ ガキ調整が見 られる。

  高杯 (23) は脚部のみの出土であるが中実の棒状脚を持つ。摩滅が著 しく 表面調整は確認でき

 ない。 (25) は破片遺物であるが有段の鉢の可能性が考えられる・土器外面にはミ ガキ調整が確認

 でき、焼成は良好である。

 SH 262 (第40図43)

  遺構覆土中か らの出土のみで、 完形品の遺物 はない。 壷あるいは甕 (43) は上半分が欠損 してい

 るものの、底径が小さく 体部は球胴型であると見 られる。全体的に土器表面 は摩滅 しているが外
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 Ⅲ 大塚遺跡

       面に底部か ら体部にかけて焼成時に出来た黒斑部分にハケメ ・ケズリ調整が確認でき る。使用 痕

       は見 られな い。

       SH263 (第40図53)

        小型壺あるいは甕 (53) が覆土中から出土 してお り、上半分は欠損 している ものの、 底径が小さ

       く球胴型の体部をもつと見られる。全体的に土器表面 は摩滅 している が外面 に底部か ら体部に

       かけて焼成時に出来た黒斑部分にハケメ ・ケズリ調整が確認でき る。使用痕は見 られない。

       SH330 (第40図56)

        (56) は遺構覆土中か らの出土で、 壷の頸部の みの出土である。外面全体には朱彩が施さ れハケ

       メ調整が認め られる。頸部 は僅かに外傾 して直線的に伸 びているが、 口唇部分については直線的

       に欠損 しているため目縁は単純口縁ではなく 有段 口縁の可能性 が考えられる。頸部か ら体部に

       かけては強く屈曲 している。

       SX782 (第41図57～62)

        いずれも覆土中か らの出土であ り、完形品の遺物はない。 高杯 (57) は脚部のみの出土である

 願 正 遺 跡 が、脚部は中空で短脚化し、内外面はともにケズリ調整されている。圷部は黒色加工している。願

 助 作 遺 跡 正壇遺跡(天童市)・助作遺跡(鶴岡市)等出土品から類例がみられることにより古墳時代後期後

 矢 馳 A 遺 跡 半以降の所産とみられる。(59)～(61)は小型甕でいずれも頸部の屈曲が弱い。矢馳A遺跡(鶴岡

       市) 出土品にその類例がみ られる ことか ら後期 中葉 に属する と見 られる。 (59) は破片遺物である

       が内面に煮炊痕と思われる 汚れが見 られる。 (61) は外面 にハケメ 調整が確認できるが内面は摩

       滅 し煮炊痕 が見られる。 (58) は破片遺物 で器種 は不明、 (62) は甕の破片と見られる が摩滅が著 し

       く 詳細 は不明である。

       SD703 (第44図116)

        (116) は覆土中からの出土で、 器台あるいは高杯の脚部と推測される。摩滅 しているため表面

       調整等は不明である。

       SD7 73 (第46図139)

 焼成 前 穿 孔 (139)は覆土中からの出土で、小型丸底壷体部の一部とみられ底部は焼成前穿孔が行われたと

       思われる。摩滅 が著 しいため表面調整等 は不明だが古墳 時代前期 に属すると思われる。

        ここまで古墳 時代の土器について遺構 ごと に遺物 の特徴を述べてきたが、 続い て周溝か ら出

       土 した土器の年代観について器種 ごとに考察する。なおここでは古墳時代前期の土器編年・分類

 土師器の編年 について宮城・福島県側の「辻編年」 (辻秀人1996) を使用 し、以下用語等はことわりがなければこ

       れに従う。

       【器台・高杯】供膳具と して器台 (1)と高杯 (22・23) が出土 している。 (1) は小ぶりなつくりから皿

       一3～4期 に属するであろう。 (22) は中空の棒状脚 を持つことから皿一3期、 (23) は中実の棒状脚

 下 槙 遣 跡 から皿一4期に相当するとみられ、県内では下槙遺跡(河北町)ST7出土遺物にその類例が見られ

       る。

       【壺型土器】 中～小型壷 (18・43・53・56) と小型丸底壷 (2 ・3・ 15・19・20・21・24) の2種 が出土 してい

       る。

 諏 訪 前 遺 跡 (18) について頸部から口縁部の形状について、前期前葉の諏訪前遺跡(南陽市)・板橋2遺跡(天
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 童市)SK660、後葉の畑田遺跡(鶴岡市)ST232でも同様の目縁をもつ甕が出土しているが、 器壁 板 橋 2 遺 跡

 が肉厚であることからのⅢ一3期以降に属するものと思われる。(43・53)についても同様の時期 畑 田 遺 跡

 と推察される。 (56) は有段 口縁であると思われる が残存部分は僅少であ り、また有段 口縁は前期

 Ⅱ～Ⅲ期の長期 問にわたり出土例 が見 られる ため、 これについて は前期 に属する遺物とする が

 詳細 な時期 決定 は今後の課題とす る。

  (19・20) について壷Hに分類され、 皿一3期あるいは4期 の段階に属すると思われる。 (15・24) は

 胴部が横長の小型丸底壷の一部とみられ、県内の類例として皿一2期とされる今塚遺跡(山形市) 今 塚 遣 跡

 ST702出土遺物があげられる が、 残存部分が僅少であり時期の特定は難しい。 (21) については

 (19) と比べ小ぶり なため壷1に分類される と思われる がや はり残存する部分が少なく、前期 に属

 すると思われる が詳細な時期決定は今後の課題とする。

  SH1上層 か ら出土 している 土器 (2・3) について、 とも に類例と して北 陸漆 町編年13期 に相当す

 る萩原遺跡(山形市)ST4出土遺物があげられるが、これらについてもそれらと同じ中期中葉に 萩 原 遺 跡

 属するであろうと推察する。特に (3) について両遺跡出土品ともに焼成後内側からから外へ刺 焼 成 後 穿 孔

 突・穿孔 している痕跡が認め られる。

  以上周溝出土の遺物の年代観について述べた。破片遺物のため年代 が決定できないものも 数

 多くあるが、床面直上からの出土遺物については概ね古墳時代前期後葉の4世紀後半(辻編年皿 4 世 紀 後 半

 一3～4) の所産と推察される。

 (2)古代の遺物

  古代の土器が出土した遺構は周溝と溝に大別できる。周溝から出土したものは覆土上層出土 覆土上層からの
                                     出土
 のみであ る。また溝から出土 したもの についても床面直上のものはほとん どなく覆土か らの出

 土 が大多 数であ る。

 SH1 (第37図4～8)

  土師器・須恵器の圷が出土 している。低い器高と大きな底 径、 回転ヘラ切 の須恵器圷 (5・6) につ

 いては8世紀半ば以 降、 底径が小さく 回転糸切の土師器圷 (7・8) は9世紀後半 に属 すると見られ

 る。しかし、須恵器有台鉢(4) については目縁端部にかえしが付帯するな ど県内では出土類例は ロ 縁 馨 部 の
                                     かえし

 なく 時期 については今後見当の必要がある。

 SD787 (第37図9～10)

  須恵器無台圷 (9) は底径が大きく回転ヘラ切 であることか ら8～9世紀初頭、 土師器無台圷 (10)

 は底径が小さく 回転糸切であることか ら9世紀後半の所産 と見 られる。

 SH2 (第37図14)

  須恵器甕 (14) と見られるが、 破片遺物のため詳細 は不明である。

 SH257 (第38・39図26～42)

  須恵器無台圷 (26～31) と土師器無台圷 (33・34)、黒色土器蓋 (35)、須恵器瓶・壷類 (36・37)、須恵

 器横瓶 (38)、土師器長胴甕 (39～42) が出土 している。須恵器圷 (26～30) は回転ヘラ切 で底径が大

 きく、 (31) も回転糸切ではあるが比較的底径は大き い。これらの特徴か ら8～9世紀初頭に、 (32)

 についても底部は欠損 している ものの体部の形状か ら9～10世紀初頭 に属する とみ られる。土師

 器圷では、 (34) について回転ヘラ切で底径が大きいことか ら8～9世紀初頭 と、 (33) は底径の小さ
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 Ⅲ 大塚遺跡

        い回転糸切 の底 部をもつことか ら9世紀後 半以 降の所産と見 られる。壺・甕・瓶類 につ いて は遺物

        の形状が不明であるため年代特 定には至 らない。

        SH262 (第40 図45～52)

         須恵器無台圷 (45～50)、土師器双耳坏の把手 (51)、黒色土器有台圷 (52) が出土 してい る。須恵

        器無台圷6点 中、 (45～48) の4点 について底径が大きく回転ヘラ切、 (49) についても底部は欠損 し

        ているが底径は大き く、また黒色有台圷 (52) についても同様の特徴を持つ とみられ、 これらにつ

        いて8～9世紀初頭のものと思われる。 (50) についてはやや底径が小さく 回転糸切であることか

        ら新 しい段 階の9世紀前 半の所産であろう。双耳坏 (51) については把手のみの出土 で年代特定に

        は至 らない。

        SH263 (第40図54・55)

         2点 とも に甕の一部と見 られる が、 破片遺物のため年代特定に は至 らない。

        SX782 (第41 図63～ 72)

         須恵器無台圷 (63～66)、土師器無台圷 (67)、黒色土器圷 (68・69)、須 恵器甕 (71)、長胴 甕 (72) が

        出土 している。須恵器圷 (63～65) は底径の小さい回転糸切であることか ら9世紀後半以降と思わ

        れ、 圷類 (66～69) についても時期 を違わないと見る。小型甕 (70) について残存する底部が回転糸

        切であるため9世紀以降のものであろう。 (71・72) について は破片遺物のため年代特定には至ら

        ない。

        SD703 (第42～44図73～115)

         須恵器圷 (73～95)、土師器圷 (96～102)、黒色土器 (103～106)、須恵器蓋 (107)、須恵器甕 (108～

        110) 壷・瓶類 (110・111・115)、土師器長胴甕 (113・114) が出土 している。 (73・74・75・86) は回転ヘラ

        切で太き な底径をもつことか ら8世紀台、 (83・84・85) についてはやや底径が小さく なるためやや

        時代 が新 しく なる と思われる。 (76・77・78・80 ・81 ・87) は底部が回転糸切であるが底径が小さくは

        ないので9世紀前半の範疇と見 られる。土師器圷 (96～102) の多く は回転糸切 で底径 が小さいこ

        とか ら、 9世紀後半～10世紀のものと見 られる。その他の土器は破片遺物であるために年代を確

        定するには至 らない。

        SD706 (第45～46 図117～138)

         須恵器圷 (1 17～ 131)、須 恵器蓋 (132)、須 恵器 甕 (133～136)、黒色 土器甕 (137)、土 師器甕 (138)

        が出土 している。 (117～119・123～126・129) については回転ヘラ切で底径の広いタイ プであるこ

        とか ら8～9世紀初頭に属する ものと見られる。 (1 20～122) については回転糸切 で底径が小さく

        なることか ら9世紀後半の ものと思われる。 (127・128・130～138) について残存する破片では年代

        決定することは難 しい。

        SG256 (第47図140～145・149・150・151 ・153)

         須恵器圷 (140～145)、黒色土器圷 (149)、土 師器甕 (150・151)、須恵器瓶 (153) が出土 している。

 幅広い時期に属 圷では底径が広く8世紀台のものと思われるもの(140)や、回転糸切で底径が小さい9世紀後半の
 する土器
        ものであろうものまで幅広い時期 に属 する土器が出土 している・

        (3)縄文時代の遺物

         本遺跡か ら出土 した縄文時代の遺物 は、 土器と石器を合わせて約1箱となる。その大部分は調
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 査区北側 のA区、 SH1からSH5の周溝覆土層な どから出土 している。恐らく、周溝 を構築する 際に

 流入 したものとみ られる。

  土 器(第49～52図177～231)

  土器は、 表面の磨耗が激しく遺存状態も悪いことから、 文様な ど識別の可能なもの55点につ

 いて選別 し掲載した。 土器の時期 は、 主文様が渦巻文となる縄文時代中期中葉であるが、 中に

 は縄文時代前期初頭もある。 分類は1類から5類に分類 し細分した。

  1類土器(225) 撚糸側面圧痕によって文様を施している。

  文様 は、 原体が不明である が恐 らくしと Rの撚糸側面圧痕によって菱 形、 渦巻、 交差するや 矢羽

 根状の文様を描いて、 口縁部か ら頸部にかけて重畳 している。胎土には若干の繊維を含む。

  2類土器(184・190・204・206・209) 半裁竹管の工具を使用 して、沈線や刺突などの文様を描出

 し、 主文様が渦巻文となる一群 である。

  190は口唇直下 に刺 突を2列 並行 に施 し、 胴部には弧状に文様を描く (184) な どがあ る。やや平

 行に走る (204) がある。206・209は小形のキャリバー型を呈する。

  3類土器 (177・179・182・183・187・188・200・210・211・224) 粘土紐を貼付 して区画文な ど描か

 れる が、 2類土器と同様に渦巻文様が主体となる文様構成になる。

  182・183・188・200は、 口縁部と体部の文様帯を区画するため頸部付近に施さ れ、 直線と波状の

 組み合わせとなる。体部に弧線を施す (179・188)。

  4類土器 粘土紐貼付の隆帯を調整し、 渦巻文様を主体に文様を描出している。 隆帯の調

 整方法によってさ らに2つ に細分す る。

  4a類 (181・185・192・193・195・197～199・201・205・207・214・218・ 221・229・231) 粘土紐 を貼付 した

 後、 両側 縁を半裁竹管の工具の背で調整を施す。 193・229は短沈線な どを斜状に施 し、 砂目が少な

 く密な胎土を示 し、 僅かに朱塗りの痕跡が認められる。

  4b類 (178・189・191・194・196・208・212・222・223・227・228・230) 粘土紐を盛り上げ、 両側縁が丁

 寧な研磨調整を図っている。

  5類土器(180・186・202・203・213・215・216・217・219・220・226) 地文が縄文となるものと、底部

 の破片を一括 した。

  土器の時期は、1類土器が撚糸側面圧痕によって渦巻文な ど、 文様を構成することから縄文時

 代前期初頭花積下層式に相当 し、 県内飯豊町野山E遺跡出土の土器 (1977・秦) に類似する。2類土

 器か ら5類 土器は縄文時代 中期 中葉の時期 である。文様構成の相違から3類 土器が大木8a式、2・4a

 類土器が大木8b式 (新段 階) で、 中でも193と229は馬高系の土器 で福 島県法正尻遺跡皿群1類 土

 器 (1991・松本茂) に類似する。4b類 土器が大木9式 (古段 階) に比定さ れ、 5類 土器は2類土器か ら4

 類土器の何 れかの時期 に属する。

  石 器(第52図232～234)

  石器は、 完成品が3点 で剥片18点、 第二の道具と言われる 礫石器が検出されてない・

  石 匙 (232・233) いずれも縦型の片面加工で、 両辺縁に交互剥離が施され、 非対称となる。

  石 錐(234) 片面加工で、 両縁辺に調整加工を施し、尖頭部の断面が四辺形となる。
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 表1 大塚遺跡土器観察表(1)

 挿図遺物 計測値㎞) 調整技法   種別 器種
番号番号 口径底径器高器厚外面 内面

  出土 登録底部 備考  地点 番号

37 1 土師器 器台

6

 SHI RP108 表面摩滅

2

土師器 小型丸底壷  7 ハケ ナデ  SHl RP121・129

3

土師器 小型丸底壷  5 ミガキ ヘラ
         朱彩 土器
SHI RP6
          焼成後底部穿孔か

4

 須恵器 有台鉢 188 106 80 5 ロクロ ロクロ 高台 SHI RP5

5

 須恵器 無台圷 44 92 30 4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切SH1

6

 須恵器 有台圷 148 100 47 4 ロクロ ロクロ 高台 SHIFl RP4

7

 土師器 無台」不 125 (64) 49 3 ロクロ ロクロ 回転糸切 SHl RP112

8

土師器 無台圷 72  5 ロクロ ロクロ 回転糸切 SHIFI RP9

9

須恵器 無台圷 (90)  5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD787 RP40 底部切離し後調整

 10 土師器 無台」不 134 56 47 4 ロクロ ロクロ 回転糸切 SD787 RP41

 11 土師器 器種不明

5

 SH2 RP72 表面摩滅

        小型丸底型
 12 土師器
         土器?

 5 ヘラ ヘラ ヘラ SH2 RP74

 13 黒色土器無台圷 70  4 ロクロ ミガキ 回転糸切 SH2

 14 須恵器 甕  8 カキメ・ケズリ ロクロ SH2 RP73

 38 15 土師器 小型丸底壷  5 ミガキ  SH3Y RP77 朱彩土器

 16 土師器 甕 10  SH3 RP79 表面摩滅

 17 土師器 器種不明
7

 SH5 RP122 表面摩滅

 18 土師器 甕 120  6 ハケ ハケ  SH257 Y RP144・1劔

 19 土師器 小型丸底壷(140)  4 ミガキ  SH257Y RP138 朱彩土器

 20 土師器 小型丸底壷(120)  4 ミガキ  SH257Y RP138・147 朱彩土器

 21 土師器 小型丸底壺

3

 SH257Y RP146 表面摩滅

 22 土師器 高杯  10 ハケ SH257Y RP148

 23 土師器 高杯 28  SH257 RP145 表面摩滅

 24 土師器 小型丸底壷?  4 ミガキ  SH257Y RP139 朱彩土器

 25 土師器 有段鉢α圷?  6 ミガキ SH257

 26 須恵器 無台圷 40 90 35 4 ロクロ ロクロ SH257 RP149

 27 須恵器 無台圷 (40) (88) 35 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SH257 RP163
 28 須恵器 無台圷 (95) 72  5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SH257 RP171

 29 須恵器 無台圷 74  5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SH257F1

 30 須恵器 無台圷 141 84 29 3 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切SH257 RP140

 31 須恵器 無台」不 (68)  4 ロクロ ロクロ 回転糸切 S}1257 RP141

 39 32 須恵器 圷 150 (105)  4 ロクロ ロクロ SH257 F1

 33 土師器 無台圷 (58)  5 ロクロ ロクロ 回転糸切 SR257

 34 土師器 無台圷 88  6 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SH257 RP167

 35 黒色土器蓋  8 ロクロ ミガキ SH257 RP143

 36 須恵器 瓶? 92

8

高台  SE257 RP172 表面摩滅

 37 須恵器 壷  10 ロクロ ロクロ SH257 RP168

 38 須恵器 横瓶  7 ケズリ ヘラ
     RP164・
SH 257 Fl
     165・170

 39 土師器 長胴甕  6 ハケ ハケ SH257 RP142

 40 土師器 長胴甕  4 ハケ ハケ SH257 RP166

 41 土師器 長胴甕

6

SH257 表面摩滅

 42 須恵器 甕? (156) 100

9

ヘラ SH257 F2 RP 173

 40 43 土師器 甕 76  8 ハケ・ケズリ ヘラ ケズリ  SH262 RP158・179

 44 土頗器 小型甕

4

 SH262 RP157 表面摩滅



 表2 大塚遺跡土器観察表(2)

挿図 遺物
番号番号 種別 器種

 計測値 (mm) 調整技法

口径底径器高器厚 外面 内面
  出土 登録
底部 備考  地点 番号

 40 45 須恵器 無台」不 72  5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SH262 RP155

 46 須恵器 無台圷  (78) 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切SH262 RP161

 47 須恵器 無台圷 154 84 39 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 S且262 RP156・159底部切離し後調整

 48 須恵器 無台圷 143 80 39 3 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切SH262 RP155

 49 須恵器 無台圷 (148)(78) (33)6 ロクロ ロクロ SH262 RP160

 50 須恵器 無台圷 70  5 ロクロ ロクロ 回転糸切 SH262

 51 土師器 双耳坏  8 ナデ SH262

 52 黒色土器有台圷  100 6 ロクロ ミガキ 高台 SH262  底部回転へ ラ切

 53 土師器 小型壷 46  7ハケ ハケ SH263 RP136

 54 土師器 甕?

8

 SH263 RP137 表面摩滅

 55 土師器 甕

7

 SH263 RP181 表面摩滅

 56 土師器 壺  7 ハケ  SH330 RP57 朱彩土器

 41 57 黒色土器高杯  7 ケズリ ケズリ  SX782 RP17 圷部内黒色

 58 土師器 器種不明  4ハケ ナデ SX782 RP27

 59 土師器 小型甕 (130)  5ナデ ナデ  SX782 RP23 内面に煮炊痕か?

 60 土師器 小型奮 (146)  6 ミガキ ナデ SX782 RP20

 61 土師器 小型甕 (120)  4 ハケ  SX782 RP26 内面に煮炊痕有

 62 土師器 琵

5

 SX782 RP22 表面摩滅

 63 須恵器 無台圷 140 66 39 6 ロクロ ロクロ 回転糸切 SX782 RP14

 64 須恵器 無台圷 140 66 39 4 ロクロ ロクロ 回転糸切 SX782 RP13

 65 須恵器 無台圷 140 54 43 5 ロクロ ロクロ 回転糸切 SX782

 66 須恵器 圷  5 ロクロ ロクロ SX782

 67 土師器 無台圷 58  4 ロクロ ロクロ 回転糸切 SX782

 68 黒色土器圷 (140)  3 ロクロ ミガキ SX782 RP16

 69 黒色土器圷  4 ロクロ ロクロ SX782

 70 土師器 小型甕 87  4 ロクロ ロクロ 回転糸切 SX782 RP19

 71 須恵器 甕  9 カキ目 ロクロ SX782

 72 土師器 長胴甕

7

 SX782 RP21 表面摩滅

 42 73 須恵器 無台圷 143 78 38 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切SD703 RP61

 74 須恵器 無台圷 149 76 37 4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切SD703  底部切離 し後調整

 75 須恵器 無台圷  (84) 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD703 RP55・62底部切離し後調整
 76 須恵器 無台圷 (138)78 46 5 ロクロ ロクロ 回転糸切 SD703
 77 須恵器 無台圷 143 70 47 5 ロクロ ロクロ 回転糸切 SD703 RP54
 78 須恵器 有台圷 76  6 ロクロ ロクロ 高台 SD703

 79 須恵器 有台圷 (144)(71)70 5 ロクロ ロクロ 高台 SD703
 80 須恵器 肴台圷 140 92 49 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切SD703
 81 須恵器 無台圷 (111)70  4 ロクロ ロクロ 回転糸切 SD703

 82 須恵器 肴台圷  (100) 7 ロクロ ロクロ 高台 SD706 底部糸切痕

 83 須恵器 無台圷 (100)66  4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD703

 84 須恵器 無台圷  (80) 6 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切SD703  底部切離 し後調整

 85 須恵器 無台圷 go  6 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD703  底部切離 し後調整

 86 須恵器 無台圷 88  7 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD703  底部切離 し後調整

 87 須恵器 無台圷 56  6 ロクロ ロクロ 回転糸切 SD703



 表3 大塚遺跡土器観察表(3)

挿図 遺物
番号 番号 種別 器種 口灘羅厚 外書整技甕面   出土 登録底部 備考

  地点 番号

 43 88 須恵器圷 145  4 ロクロ ロクロ SD703 RP53

 89 須恵器 圷  (76) 5 ロクロ ロクロ SD703

 90 須恵器 無台圷 (86)56 5 ロクロ ロクロ 回転糸切 SD703
 91 須恵器 肴台圷  5 ロクロ ロクロ 高台 SD703

 92 須恵器 有台圷  6 ロクロ ロクロ 高台 SD703

 93 須恵器 圷  5 ロクロ ロクロ SD703

 94 須恵器 圷  5 ロクロ ロクロ  SD703 RP(沿

 95 須恵器 圷  4 ロクロ ロクロ SD703

 96 土師器 無台圷 145 60 46 5 ロクロ ロクロ 回転糸切 SD703 RP64

 97 土師器 無台圷 132 46 44 3 ロクロ ロクロ 回転糸切 SD703

 98 土師器 無台圷 136 48 50 5 ロクロ ロクロ 回転糸切 SD703 RP62

 99 土師器 無台圷 137 56 49 5 ロクロ ロクロ 回転糸切 SD703

 100 土師器 無台圷 140 64 51 3 ロクロ ロクロ  SD703 】U》69

 101 土師器 有台圷 56  5 ロクロ ロクロ 高台 SD703

 102 土師器 無台圷 136 56 59 4 ロクロ ロクロ 回転糸切 SD703 RP183

 103 黒色土器無台塊 138 64 68 5 ロクロ ミガキ SD703

 104 黒色土器 無台圷  46 4 ロクロ ミガキ 回転糸切 SD703

 105 黒色土器 有台圷  70 5 ロクロ ミガキ 高台 SD703

 106 黒色土器 無台」不  3 ロクロ ミガキ SD703 RP60

 107 須恵器 蓋  6 ロクロ・ケズリ ロクロ SD703 RP65

 44 108 須恵器 甕  8 タタキ アテ  SD703 RP(氾

 109 須恵器 甕  12 ロクロ ロクロ SD703

 110 須恵器 甕  15 ロクロ ロクロ SD703
 波状文による
頸部加飾

 111 須恵器 壷?  11 ロクロ ロクロ SD703 RP56

 112 須恵器 瓶?  5 ロクロ ロクロ SD703

 113 土師器 長胴甕  8ナデ ナデ  SD703 RP67 朱彩土器

 114 土師器 長胴甕 (95) 6 SD703 表面摩滅

 115 須恵器 瓶?  9 ケズリ ロクロ SD703

 116 土師器 番台? 17

7

SD703

 45 117 須恵器 無台圷 142 80 39 6 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切SD706 RP49 底部切離し後調整

 118 須恵器 無台圷 (124)74 4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切SD706
 119 須恵器 無台圷 (160)(85) 40 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD706 RP42・43底部切離し後調整
 120 須恵器 無台圷 142 66 38 3 ロクロ ロクロ 回転糸切 SD706

 121 須恵器 無台圷 139 60 50 5 ロクロ ロクロ 回転糸切 SD706

 122 須恵器 無台」不  (64) 6 ロクロ ロクロ 回転糸切 SD706
 123 須恵器 有台圷  78 8 ロクロ ロクロ 高台 SD706 RP47 底部ヘラ切

 124 須恵器 有台圷 (118)(86) 6 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD706
 125 須恵器 無台圷  (80) 6 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切SD706  底部切離 し後調整

 126 須恵器 有台」不  (90) 6 ロクロ ロクロ 高台 SD706

 127 須恵器 圷  5 ロクロ ロクロ SD706

 128 須恵器 圷 l14  4 ロクロ ロクロ SD706 RP46

 129 須恵器 無台圷 (102)74 4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切SD706  底部切離 し後調整

 130 須恵器 圷  3 ロクロ ロクロ SD706

 131 須恵器 圷 (152)  5 ロクロ ロクロ SD706

 132 須恵器 蓋  6 ロクロ ロクロ SD706

 133 須恵器 甕  10 タタキ ハケ SD706 RP52



 表4 大塚遺跡土器観察表(4)
挿図 遺物
番号 番号 種別  器種.羅駿器厚 外書整技鶴   出土 登録

底部 備考  地点 番号
 46 134 須恵器 甕  3 ロクロ ロクロ SD706 RP48

 135 須恵器 甕  10 タタキ ハケ SD706

 136 須恵器甕 170  5 ロクロ ロクロ SD706

 137 黒色土器 長胴甕 (155)  6 ロクロ ミガキ SD706

 138 土師器 小型甕 70 4 SD706 表面摩滅

 139 土師器 小型丸底壷

7

SD773 焼成前底部穿孔

 47 140 須恵器 無台圷 (160)(104) 6 ロクロ ロクロ SG256

 141 須恵器 無台圷  (74) 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切SG256  底部切離 し後調整

 142 須恵器 無台圷  (78) 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切SG256

 143 須恵器 有台圷 (127)94 5 ロクロ ロクロ 高台 SG256
 144 須恵器 有台圷  86 8 ロクロ ロクロ 高台 SG256 底部糸切

 145 須恵器 無台圷  (64) 4 ロクロ ロクロ 回転糸切 SG256
 146 須恵器 蓋  90 4 ロクロ・ケズリロクロ SG256

 147 須恵器 有台」不  5 ロクロ ロクロ 高台 SG256 底部糸切

 148 須恵器 圷  5 ロクロ ロクロ SG256

 149 黒色土器無台圷 141 68 41 3 ケズリ ロクロ 回転糸切 SG256

 150 土師器 長胴甕

5

SG256 表面摩滅

 151 土師器 器種不明 16 SG256

 152 土師器 刈蠣?

5

SG256 表面摩滅

 153 須恵器 壷または瓶  6 ロクロ ロクロ SG256

 154 須恵器 圷  4 ロクロ ロクロ SK500

 155 須恵器 甕  15ハケ アテ SK500  体部にヘラ書跡あり

 156 土師器 小型甕

5

SK532

 48 157 須恵器 圷  4 ロクロ ロクロ SK129

 158 須恵器 瓶類? (112)68 7 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切SP131
 159 土師器 甕  5 ロクロ ロクロ SP158

 160 須恵器 圷  4 ロクロ ロクロ SK339

 161 土師器 長胴甕  6ハケ ハケ SK533

 162 須恵器 無台圷  (70) 5 ロクロ ロクロ  回転ヘラ切 早鴨チ  底部切離 し後調整

 163 須恵器 有台圷  95 7ロクロ ロクロ 高台 C区

 164 須恵器 有台圷  5 ロクロ ロクロ 高台  C区
トレンチ

 165 須恵器 肴台圷  5ロクロ ロクロ 高台 E区

 166 須恵器 無台圷 (150)(74) 41 5 ロクロ ロクロ 回転糸切 D区
 167 須恵器 無台圷 (124)94 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切E区
 168 須恵器 有台圷  83 6ロクロ ロクロ 高台 E区

 169 須恵器 瓶類?  (66) 5 ロクロ ロクロ 高台 XO  底部ヘラ切

 170 黒色土器 無台圷  48 5 ロクロ ロクロ 回転糸切  A区北
トレンチ

 171 黒色土器 無台圷  60 5 ロクロ ミガキ 回転糸切 122-162

 172 須恵器 蓋 (150)(76)37 7 ロクロ ロクロ 126-149

 173 須恵器 壷  8 タタキ アテ  D区

 174 須恵器 短頭蓋?  7 ロクロ ロクロ 122-162G
 頸部周 辺に数箇所
 円状の欠け

 175 土師器 壷または甕

6

128448 表面摩滅

 176 須恵器 横瓶  9 ケズリ ロクロ XO



 表5 大塚遺跡縄文土器観察表

挿図 遺物
       器種 部位
番号 番号

紋様 地紋 出土地点
登録
番号

備考 分類

 49 177 深鉢 SHlF RP130 表面剥落

3

 178 深鉢 口縁部 横位渦巻文 SHlF 4b

 179 深鉢 体部 隆帯文  縄文LR SHlF RP132

3

 180 深鉢 体部 縄文 SHlF RP118

5

 181 深鉢 口縁部 渦巻文 SHlF RP8 4a

182 隆帯文 SHlF RP109

3

183 隆帯文 SHlF

3

184 体部 沈線文 SHlF RP122

2

185 体部 隆帯文 縄文 SHlF RP127 4a

 186 深鉢 体～低部 SHlF RP110

5

 187 深鉢 体部 隆帯文 SH2F RP103

3

 188 深鉢 体部 隆帯文 SH2F

3

 189 深鉢 体部 隆帯文 SH2F RP92 4b

lgo 口縁部 刺突文 SH2F

2

 191 深鉢 体部 隆帯文 SH2F RP128 4b

 192 深鉢 体部 隆帯文 SH2F RP86 4a

 193 深鉢 体部 隆線文 SH2F RP82 4a

 194 深鉢 口縁部  楕円文・刺突文 SH2F RP88 4b

 195 深鉢 体部  渦巻文・隆沈線文 SH2F RP102 4a

 50 196 深鉢 口縁部 隆帯文 SH2F RP96 4b

 197 深鉢 口縁部 縄文 SH2F RP85 4a

 198 深鉢 体部 隆帯文 SH2F RP97 4a

 199 深鉢 口縁部 隆帯文 SH2F RP2 4a

 200 深鉢 体部 隆線文 SH2F RP30

3

 201 深鉢 口縁部 隆帯文 SH2F RP99 4a

 202 深鉢 体部 SH2F  RP90・94

5

 203 深鉢 体部 SH2F RP1

5

 204 深鉢 口縁部 SH2F RP75 表面剥落

2

 205 浅鉢 体部 隆帯文 縄文  S亘2F RP91 4a

 206 浅鉢 口縁部 SH2F RP87  口縁部に隆帯

2

207 口縁部 隆帯文 SE2F RP100 4a

208 体部 隆帯文 SH2F RP89 4b

209 口縁部 SH2F RP84  口唇部に沈線

2

210  体～低部 SH2F RP34

3

211 体部 SH2F RP35

3

212 口縁部 隆帯 SH2F RP78 4b

 51 213 深鉢? 体部 SH3F 表裏面剥落

5

 214 深鉢 口縁部  渦巻文・隆帯文 SH3 4a

215 SH4F RP107 表面剥落

5

 216 深鉢 口縁部 刺突文 SH5F 表裏面剥落

5

 217 深鉢 体部  縄文RL SH5F RP39

5

 218 深鉢 口縁部 渦巻文 縄文 SH5F 4a

219 体部 SH5F RP37

5

220 体部 SX782 RP18 表面剥落

5

221 頸部  沈線・ 隆帯文  縄文RL SX782 RP24 4a

222 口縁部 渦巻文 SX782 RP25 4b

 223 浅鉢 口縁部 渦巻文 SD773 4b

 224 浅鉢? 口縁部 隆帯文 SK57 表裏面被熱

3

 225 深鉢 口縁部 沈線文 縄文 SK167F

1

 226 深鉢? 体部 SK810 RP178 表面剥落

5

227 口縁部 横位渦巻文 SP110 4b

52 228  渦巻文・隆帯文 118-165G  内面に縄文 4b

 229 深鉢 口縁部 竹管文 118-116G 4a

 230 深鉢 体部 横位渦巻文  A区 4b

231 体部  渦巻文・隆帯文 X-0 4a



 5 調査のまとめ

  今回の調査は、 一般国道113号赤湯バイ パス 改築事業 に伴う、大塚遺跡の発掘調査である。

  遺跡は、 山形県南 陽市大字萩生田字大塚 に所在 し、 旧吉野川右岸の自然堤 防上に立地する。今

 回の発掘調査は遺跡範囲内の遺跡 にかかる事業実施部分の約8,200 ni を対象 に実施 した。その結

 果、 古墳 時代前期末葉の方形に巡る周溝が15基確認さ れた他、 奈良・平安 時代 に構築されたと考

 えられる溝跡や土坑が見つかっ た。

  出土遺物 は古墳 時代の土師器、 奈良・平安時代の須恵器と土師器、 流れ込みと考え られる縄文

 土器や石器な ど整理箱 に して25箱 出土 した。

  以下に各時代の遺構・遺物 について要約する。

  本遺跡で出土 した最も古い遺物と して、 縄文時代の土器や石器が出土 した。土器の文様は撚糸

 圧痕文や半裁竹管による沈線・刺突、 そ して渦巻文、 粘土紐の貼付文な どがみ られ、 その特徴から

 縄文前期初頭花積 下層式 に相当するものも 一部ある が、 概 ね縄文中期 中葉の大木8a～ 9式に

 属する と考えられ、 石器もこの時期 の範疇と推測される。大半が周溝な どの覆土か らの出土であ

 り、構築する 際の流れ込み と思われる。

  古墳時代の遺構と考え られる の は方形または円形に巡る周溝15基である。これらは、 周溝墓群

 と考え られる が主体部 が削平さ れている ため定かではない。但 し、 その規模か らSH 1・2・257は

 古墳の可能性も考えられる。調査区西側 に多く検出され、 隣接するが、 切り合いが無いことから

 意識して構築 していたと推測される。

  分布状況か ら、さ らに西側 に周溝の分布域が広 がる と考えられ、 調査区の西方約 100mに四面

 神社 が建立さ れている 東西 17m南北14.5mの方形状の墳丘が存在 していることからもそれが窺え

 る。出土遺物には、 土師器の器台、 高坏、 壷な どが出土 した。遺存状態 が悪く破片 資料が大半を占

 める が、 朱彩された壷や底部に穿孔さ れた小型丸底壷な ども ある。

  構築時期 は出土遺物 が少なく、大半が覆土中であることか ら明確には分か らないが・ SH 2・3・

 257周溝の底面から出土 した高坏の脚部、 壺な どが辻編年の皿一3～4期 に相当すると推測され

 ることか ら、稲荷 森古墳と同時期の古墳時代前期後葉の4世紀後半頃と考えられる。但 し、 出土

 遺物 が無いものや底面出土の土器が少ないことか ら、 全ての周溝が同時期 に属するのかは今後

 の検討課題となる。

  平安時代の遺構 と考え られるのは、 SD703・706・787溝跡及 びSX782性格不明遺構である。

 各遺構の時期 は出土土器が縄文土器の他、 古墳時代から平安時代のものまで多岐に渡ることか

 ら特 定は難 しい。

  土器の形態や製作技法からはSD703は8～10世紀、 SD706・787は8～9世紀、 SX782は9世紀

 代と考え られる 須恵器や土師器が出土 している・従っ て集落は8世紀後半から10世紀ま で営ま
 れ、 中心となる 時期は9世紀代 と推測される。但 し、 土器の大半が覆土か らの出土であることを

 考える と、さ らなる 検討が必要である。

 Ⅱ 大塚遺跡
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 Ⅳ 西中上遺跡

               IV 西中上遺跡

       1 遺跡の層序

        遺跡 は、 吉野川 が形成 した宮 内扇状地の扇央部 に位置 し、 旧吉野川 左岸の自然堤 防上の畑地及

       び果樹園地帯に立地する。

        層序は、 調査区の北東側 147-118G付近、 北側 138-121G付近、 南西側 134-113G付近の計3ヶ

       所で確認 した。

 北東側の層序 北東側の基本的な層序は5層に細分され・果樹園だったことから1層目の耕作土が約35cmと
       厚く堆積する。H層は皿層の土を微量混入 し、 酸化土を含み、厚さ5cmと薄く堆積 している。

        Ⅲ層は酸化土を含んでいる。 IV層はV層の土を含み泥炭層の様相 を呈する。そ して、 V層 は灰色

       の粘土を混入 していた。 E層 上面または、 Ⅲ層上面が遺構 の確認面となる。

 北 側 の 層 序 北側でも層序は5層に細分され、 Ⅰ層目は耕作土となる。Ⅱ層は酸化土を少量含み、 Ⅲ層は厚さ

       5cmと薄く堆積 しⅣ眉目の土が混入する。 IV ・V層 には酸化土と互いの土を斑状に含む。 Ⅱ層上

       面またはⅢ層 上面が遺構の確 認面となる。

 南西側の層序 南西側では、6層に細分され、 Ⅰ層目は耕作土となる。Ⅱ層は黒色土と酸化土を微量含み、Ⅲ層

       にはⅡ層の土が混入する。 IV ・V・Ⅵ層 にも 酸化土が混 じり、 IV層目にV層の土 が少量混入する。

       Ⅲ・ IV層 は厚さ約 10cmと薄く 堆積 している。遺構確認面はⅢ層上面となる。

        以上、 3ヶ所の層序概略を述べたが、 調査区の層序は概ねシル ト質と粘土質に大別される が、 旧

 遺構確認面まで 吉野川の影響か、 北側と南側で若干の層序の違いが認められた。遺構確認面までの深さは約30cm

 の 深 さ ～45cmを測る。

 Ⅰ:7.5YR3/1 黒褐色シルト
 Ⅱ:5YR3/2 暗赤褐色シルト
 Ⅲ:N3/0 暗灰色粘土
 Ⅳ:5YR3/1 黒褐色粘土
 V:7.5YR4/2 灰褐色粘土

 Ⅰ:75YR3/1 黒褐色シルト
 Ⅱ:10YR4/2 灰黄褐色粘質 シル ト
 Ⅲ:10YR3/2 黒褐 色 粘土
 Ⅳ:5YR3/1 黒褐色粘土
 Ⅴ:10YR5/2 にぶい黄褐色粘土

 Ⅰ:2.5YR3/1 暗赤褐色 シル ト
 Ⅱ:75YRl/3 黒褐色シルト質粘土
 Ⅲ:75YR3/3 曙褐色シル ト
 Ⅳ:7.5YR3/2 黒褐色シルト質粘土
 Ⅴ:5YR3/1 黒褐色粘土
 Ⅵ:7。5YR3/2 黒褐色粘土
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 2 遺構と遺物の分布

  今回 は、 遺跡範囲のうち面積約4,000㎡を調査 した。調査で検出された主な遺構は井戸跡、 土坑、

 溝跡な どである が、 耕作による削平のため遺構の遺存状態は良く ない。また、 面積 に対 しての遺構

 密集度は低い傾向が窺 え、 その分布状況 について は、 東側より西側 が集中 し、 南側よりも北側 が密

 になる傾向がみ られた。

  調査区の中央を縦断するSD6溝跡の東側 には長短の溝跡の他に十数基の土坑が点在 して分布

 しているのに対 し、 西側は121～139-117～121Gを主に井戸跡や土坑が隣接 して密集 している。

 また、 北側 と南側 でもその分布 に違いが認め られ、 調査区を東西 に横断するSD 5溝跡の北側 に土

 坑、 溝跡な どの遺構 が多く存在 し、 南側 は、 一部に土坑群 が存在するが、 他は短い溝跡が点在 して

 いるのみである。

  遺構毎では、 溝跡は東側 に集中 し西側 は希薄にな り、土坑 は北側 に多く 分布 し南側は135・136

 -113・114Gに土坑群 が確認されたのみという 状況を示 し、 調査区の北西部が遺構 の集中 区域と

 なつ ている。

  遺物は、 整理箱にして40箱出土した。奈良・平安時代の土師器、 須恵器、 黒色土器な どが大半を占 整 理 箱40箱

 める が、 土師器 は破片資料が多く摩滅も激しく 遺存状態が著 しく 悪い。

  遺物の分布状況は、 概ね遺構の分布と同様であるが、 その出土量には違いがみ られた。特に、 溝

 跡か らの出土遺物量 に顕著な差が認め られ、 SD 3溝跡からは須恵器の蓋、 肴台圷、 無台圷、 壷、 甕や

 土師器の圷、 甕、 黒色土器の蓋、 有台圷、 無台圷等が溝跡北側 の144・145-118・119G付近か ら多量

 に出土し、まとめて廃棄された様相を示し溝跡全体にも遺物が分布していた。 廃棄された様相

  SD 5・6 も、まとまった土器の出土は無かっ たが溝跡全体に土器が分布 していた。 しか し、 SD

 1・2他の溝跡に関 しては出土が無いか、 少量の土器破片が出土 した にす ぎない。

  土坑 について も、 西側 に位置するSK149・126 ・218・219や南側のSK153 ・SX 165からは土師器の甕

 の一括土器や須恵器の蓋、 無台圷、 有台圷な どが出土 したが、 他の土坑からは数点の土器片の出土

 にと どま る。

  以上、 遺物の分布 は調査区北西側の遺構集中区域 と、南側の土坑の密集部及 び、 東側 の一部の溝

 跡か ら多く出土 してお り、遺物の出土量 に違いがあるものの、 ほ ぼ遺構の分布と同 じ傾 向を示す。

  上記の遺構と遺物の分布およ び密集度や出土量な どか ら、調査区の北西区域が集落の主たる居

 住区域と推測される◎ しか し、 遺跡の範囲 は南西 に広 がることか ら、 南西の未調査区部分への存在

 も考えられ、 また後世の削平や耕作によって集落を構成する 竪穴住居跡 が破壊さ れた とも推測さ

 れる。そ して、 調査区を縦断または横断する溝跡 は切り合いから時期差が認め られる ものの、 居住

 地域か ら離れた場所 に周辺を流れていた旧河道の水利用のため に構築された と思われる。
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 3 検出遺構

  今回 の調査で検出された遺構 は、 井戸跡2基、 溝跡18条、 土坑、 性格不明遺構、 柱穴な どである。

 竪穴住居跡 が検出さ れなかった理由と して、 後世の削平や耕作 によっ て破壊さ れたこと と、南西

 の未調査区部分への存在 が考えられる。遺構 は東側 に溝跡、 西側 に土坑な どが集中する傾向が見

 られた。 遺構の時期 は概ね奈良時代後半か ら平安時代初頭と推測さ れる。以下 に主な遺構の概略

 を述べる。

 (1)井戸跡

 SE64井戸跡 (第55図、 写真図版56)

  調査区北西側の118・119-167・168Gで検出された。南側 をSD65溝跡に切 られる。平面プラ ンは

 長径2.1m、 短径 1.9mを測る楕円形を呈 し、 底面までの深さ は確認面から約0.7mを測る。断面形は

 開口部が広く、底が狭くなり、底面が平坦となる擂鉢状の形態となる素掘りの井戸である。覆土は 素掘りの井戸

 3層 で暗褐色また は黒褐色 の砂質 シル トとなる。覆土か ら須 恵器の有台圷 の底 部 が出土 した。底

 部の切 り離 し等か ら、 8世紀後半 に属すると考えられる。

 SE143井戸跡 (第55図)

  調査区南西側 の136-116Gで検出された。平面プラ ンは直径12m を測る 円形を呈 し、 底面まで

 の深さ は確認面か ら約0.5m を測 る。断面形は開口部 が広 く、底 が狭く な り、底面が平坦となる擂

 鉢状の形態となる素掘りの井戸である。覆土は3層で暗褐色または黒褐色のシルトとなる。 素掘りの井戸

 (2) 土坑・性 格不 明遺構
 SK1 0土坑 (第56図)

  調査区東側 145-118G で検出さ れた。平面プラ ンは長径0.8m、 短径0.6m を測る楕円形を呈 し、 底

 面ま での深さ は確 認面か ら16cmを測 る。断面形は壁面 が垂直に掘り 込ま れ底面 が平坦となる 形

 態を示す。覆土は2層 で黒褐色 シル トとなる。

 SK1 6土坑 (第56図)

  調査区中央で東側寄りの143-116Gで検出された。平面プラ ンは長径1.Om、 短径α7mを測る楕

 円形を呈 し、 底面ま での深さ は確 認面か ら15cmを測 る。断面形は壁面 が緩やかに立ち上がり底面

 は平坦となる逆台形を呈す る。覆土は2層 で暗褐色 シル ト及 び黒褐色砂質シル トとなる。

 SK21 土坑 (第56図)

  調査区中央SD6東側 139-117Gで検出された。平面プラ ンは長径0.8m、 短径0.6m を測る楕円形

 を呈 し、 底面までの深さは確認面か ら30cm を測る。 断面形は開口部が広 く、底 が狭く なるU字状

 となる。覆土は 4層 に分か れ、 概ね暗褐色 や黒褐色 の砂質 シル トである。須恵器の甕の体部片が出

 土 した。

 SK25土坑 (第56図)

  調査区北側 141-120Gで検出され、 北側 が撹乱を受けている。平面プラ ンは長径0.65m、 短径

 0.4m以上を測る楕円形の小規模な土坑である。底面までの深さ は確認面か ら25cm を測る。断面形

 はU字状を呈す る。覆土は 2層 に分かれ暗褐色 と黒褐色 の砂質 シル トとなる。
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        SK26土坑 (第56 図)

         調査区北側 142-120Gで検出された。平面プラ ンは長径0.7m、 短径06m を測る楕円形の小 規模

        な土坑 で、 底面までの深さ は確認面か ら24cm を測る。 断面形 は壁面 が緩やかに立ち上がる レンズ

        状を呈す る。覆土は黒色 シル トとなる。

        SK27土坑 (第56図)

         調査区北側の141-120Gで検出された。平面プラ ンは長径0.6m、 短径0.45mを測る楕円形の小規

        模な土坑 で、 底面までの深さ は確認面か ら10cmを測 る。断面形は壁面 が緩やかに立ち上がる レン

        ズ状を呈す る。覆土は暗褐色砂質 シル トとなる。 図示でき なかっ たが、 覆土か ら土師器 の底部破片

        が出土 している。

        SK28土坑 (第57図)

         調査区北側の141・142-120Gで検出された。平面プラ ンは長径0.7m、 短径O.4mを測る楕円形の

        小規模な土坑で、 底面までの深さは確認面から16cmを測る。断面形は壁面 が緩やかに立ち上がる

        レンズ状を呈する。覆土は暗褐色砂質シル トとなる。

        SK29土坑 (第57図)

         調査区北側の141・142-119Gで検出さ れた。 平面 プラ ンは長径1.Om、 短径O.8mを測る隅丸方形

        を呈 し、 確認面か ら底 面までの深さ は30cmを測 る。断面形は壁面が急角 度で立ち上が り、底面は

        若干の凹凸 が見 られる 形態となる。覆土は 3層 に分かれ暗褐色と黒褐色のシル トに黒色粘質 シル

        トが微量堆積する。

        SK31 土坑 (第57 図)

         調査区北側 でSD6の西140-120Gで検出された。平面プラ ンは長径1nm、 短径0.9mを測る不整

        形を呈 し、 確認面か ら底面までの深さは10cmと浅い。 断面形は壁面が垂直的 に掘り込ま れ底面が

        平坦となる台形状となる。覆土は2層で暗褐色と灰黄褐色粘質の シル トで炭化粒を含む。

        SK38土坑 (第57図)

         調査区北西側の139-119G で検出された。平面プラ ンは一辺0.9m を測る正方形を呈する。確認

        面か らの深さは10cmと浅い。 断面形 は壁面が垂直的に掘り込ま れ底面が平坦となる 台形状とな

        る。覆土は2層 に分かれ暗褐色 シル トで炭化粒を混入す る。内外面 に黒色処理が施さ れた有台圷

        が出土 した。

        SK39土坑 (第57図)

         調査区北西側の139-119Gで検出され、 南側の一部 に撹乱 を受ける。長径1.4m、 短径13m を測る ・

        ほぼ円 形を呈する。確 認面か ら底面ま での深さは10cm と浅 く、断面形 は壁面が緩やかに立ち上が

        り底面は平坦となる形態となる。覆土は黒褐色砂質 シル トで微量の炭化粒を含む。 須恵器の有台

        圷と無 台圷が出土 した。出土土器か ら、 8世紀第3四半期か ら第4四半期 に属すると考え られる。

        SK48土坑 (第58図)

         調査区北西側の138-119Gで検出された。平面 プラ ンは径1 2m を測る 円形を呈する。確認面か

        ら底面までの深さ は15cmで、 断面形は壁が緩やかに立ち上がる レンズ状となる。覆土は黒褐色シ

        ル トで微量の炭化粒 を含む。
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 SK49土坑(第58図、写真図版56)、

  調査区北西側の138-120Gで検出さ れた。平面 プラ ンは長径1.4m、 短径1.1mを測る楕円形を呈

 する。確認面か ら底 面ま での深さは15cmで、 断面形は壁 が緩やかに立ち上が り、底面に若干の凹

 凸があるが、 ほぼレンズ状となる。覆土は2層 に分かれる が黒褐色 シル トが大半を占め、 黒褐色砂

 質 シル トが少量堆積する。 土師器の甕が潰 れた 状態 で出土 した。

 SK94土坑 (第58図、 写真図版57)

  調査区北西側の137-120Gで検出された。平面プラ ンは長径1.1m、 短径0.8m を測る楕円形を呈

 する。確認面か ら底 面までの深さ は40cmを測 り、断面形は壁面が急角 度で立ち上が り、底面はほ

 ぼ平坦となる 台形状となる。覆土は3層 に分かれ、 概ね黒褐色シル トで炭化粒を含む。 須恵器の無

 台圷の底部と自然紬が付着 したi甕の口縁部片が出土 した。時期 は、 須恵器の無台圷の底部切り離

 し等から8世紀後半と考え られる。

 SK97土坑 (第58図)

  調査区北側 136-123Gで検出さ れた。平面プラ ンは一辺0.9m を測る隅丸方形を呈 し、 確認面か

 ら底面までの深さは8cmと浅い。 断面形は壁面が緩やかに立ち上がり底面は平坦な台形状とな

 る。覆土は1層で暗褐色砂質シル トである。

 SK1 03土坑 (第58図)

  調査区北側 136-121Gで検出され、 南側 を確認 トレンチ に削平さ れている。平面プラ ンは長径

 12m、 短径1.0mの不整円形を呈する。確認面か ら底面までの深さは10cmと浅い。 断面形は壁面が

 急角 度で立ち上がり底面が平坦な台形状となる。覆土は2層 に分かれ暗褐色砂質シル トで、 下層

 に炭化粒 が混 じる。土師器の無台圷な どが出土 した。

 SK1 26土坑 (第59図、 写真図版57)

  調査区中央やや西側の138-119Gで検出され、 西側 の一部に撹乱を受ける。平面プラ ンは長辺

 1.4m、 短辺0.7mの長方形を呈する。確認面か ら底面までの深さ は約20cmを測る。断面形は、 底面か

 ら弧を描いて立ち上がる 半円状の形態 を示 し、 覆土は炭化粒 を含む暗褐色 シル トの1層である。

 須恵器の稜碗と考えられる有台圷と土師器の甕が出土 した。8世紀第4四半期頃に属すると考え
 られる。

 SK1 51 土坑 (第59図)

  調査区西側の137-114Gで検出された。平面プラ ンは径1.1mの円形を呈する。確認面か ら底面
 までの深さ は約25cm を測 る。 断面形 は、 底面か ら弧を描いて立ち上がる半円状となる。覆土は3

 層に分か れ炭化粒を含む暗褐色または黒褐色のシルトか粘質 シル トとなる。須恵器の無台圷、 土
 師器の甕、 内面に黒色処理が施さ れた蓋が出土 した。出土土器か ら、 時期は8世紀後半と推測され

 る。

 SK1 53土坑 (第59図、 写真図版56)

  調査区西側の137-1 14Gで検出された。 平面 プラ ンは径 L2mを測る不整円形を呈 し、 確認面か
 ら底面までの深さは20cm を測る。断面形 は壁面 が緩やかに立ち上がり底面 は平坦な台形状とな
 る。覆土は2層 で炭化粒を微量 含む暗褐色砂質 シル トとなる。須恵器の無台圷、 土師器の甕、 内面
 に黒色処理が施さ れた有台圷が出土 した。出土土器か ら、 時期は8世紀第4四半期頃と推測され
 る。
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        SK1 61 土坑 (第59図、 写真図版57)

         調査区西側の135・136-114G で検出された。平面プラ ンは長径1.4m、 短径1.4m を測る楕円形を

        呈す る。確認面か ら底 面までの深さ は20cmを測 り、断面形は壁面 が急角 度で立ち上が り、底 面は

        緩やかな傾斜をなす形態となる。覆土は3層 に分かれ暗褐色 シル トが厚く堆積 し、 にぶい黄褐色

        砂質 シル トと黒褐色粘質 シルトが底 に薄く堆積する。須恵器の無台圷、 有台碗、 そ して土師器の甕

        の口縁部が出土 した。 出土土器か ら、 時期 は8世紀第4四半期頃と推測される。

        SK21 8土坑 (第60図、 写真図版55)

         調査区北西隅の136・137-123G で検出され、 北西隅に撹乱 を受ける。平面プラ ンは長径1.8m、 短

        径1.5mを測る楕円形を呈す る。確認面か ら底面までの深さは25cm を測 り、断面形は掘り方の壁面

        が垂直または緩やかに立ち上が り、底 面は若干の 弧を描く 形態となる。覆土は暗褐色 シル トの1

        層 で炭化粒を微量含む。 須恵器の無台の圷や稜碗となる有台圷、 有台皿、 瓶な どが出土 した。 時期

        は、 須恵器の有台圷や無台圷な どの出土土器よ り、8世紀 第4四半期から9世紀 第1四半期頃と

        推測される。

        SK21 9土坑 (第60図、 写真図版55)

         調査区北西側 137-121Gで検出さ れた。 平面 プラ ンは長径2.4m、 短径2.Om を測る楕円形を呈す

        る。確認面か ら底面ま での深さ は20cm を測 り、断面形は壁面が緩やかに立ち上がる レンズ状とな

        り、底面がほ ぼ平坦となる。覆土は2層 に分かれ微量の炭化粒を含む暗褐色 シル トと黒褐色砂質

        シル トとなる。須恵器の無台圷、 甕の体部片が出土 した。 時期 は、 出土土器から8世紀第4四半期

        から9世紀前半頃と考えられる。

        SX1 54性格不明遺構 (第61図、 写真図版57)

         調査区西側 137-114Gで検出され、 西側 の一部をSD158 に切 られる。平面プラ ンは長径2.2m、短

        径1.4mの不整方形を呈 し、 確 認面か ら底面までの深さ5～18cmを測 る。掘り方の壁面は緩やかに

        立ち上が り、底面 は一定せず両端及 び中央 が深く掘り込ま れている。従っ て、 断面形も不整形とな

 稜 碗 る。覆土は一層で黒褐色砂質シルトとなる。稜碗と考えられる須恵器の有台圷が出土した。時期

        は、 出土土器から8世紀第4四半期と考えられる。

        SX1 65性格不明 遺構 (第61 図)

         調査区西側 136-114Gで検出さ れ、 北側 と北西側 の一部に撹乱を受ける。平面プラ ンは長辺

        20m、 短辺1.Omの隅丸方形を呈 し、 確認面か ら底面までの深さは10cmを測る。掘り方の断面形は

        壁面 が緩やかに立ち上がり底面はほ ぼ平坦となる台形状になると推測さ れる。覆土は1層 で暗褐

        色砂質シル トとなる。須恵器の蓋、 有台圷、 無台圷な どが出土 した。 時期 は、 出土土器から8世紀第

        4四半期 から9 世紀第1四半期 と考え られる。

        (3)溝 跡

        SD1 溝跡 (第62・63図、 写真図版54)

         調査区 東端 145～147-114～ 121Gで検出され、 調査区 東端 を長さ 29m に渡り縦断す る溝跡で南

        と北でさ らに調査区外に延びる。幅約 1.0～25m、 確認面からの深さ10～15cmを測る。南側 にかけ

        て浅く な り、断面形は底面か ら壁面にかけて緩やかに立ち上がる レンズ状を示す。覆土は、 黒褐色

        シル トや暗赤褐色 シル トが堆積する。遺物 は須恵器の甕の破片が数点出土 した。
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                                      Ⅳ 西中上遺跡

 SD2溝跡 (第62・63図、 写真図版55)

  調査区東端 143～146-111～ 121Gで検出さ れ、 SD 1と同様に調査区東端を縦断する溝跡で、 SD

 3を切る。長さ51m に渡り検出された が、 さ らに南北方向の調査区外 に延 びる。幅約 0.5～ 1.Omを

 測 り、南側 で浅く なる。確認面からの深さは北側 で20～25cmを測 り、南側では削平によってか10

 ～15cm程になる。断面形は北側では壁面が急角度で立ち上がる 様相を示 し底面はほ ぼ平坦とな

 る台形状となる が、 南側ではレンズ状に近い形態になる。覆土は1層～4層に分かれ、 概ね黒褐色

 や暗褐色のシル トそ して灰褐色砂質シル トになり部分的 に炭化粒を含む。 遺物 は須 恵器の破片が

 数点出土した。時期は切り合いからSD3よりも新しいと推定される。 SD3より新しい

 SD3溝跡 (第62～67図、 写真図版51・52)

  調査区東端144・145-112・ 121Gで検出され、 調査区東側 を縦断する溝跡で、 SD2 に切 られる。

 調査区 内では長さ40m を測る が、 さらに南北方向の調査区外に延 びる。幅は約 10～ 17m を測る

 が、 北側 は掘削のた め底面付近の検出となつ たため50cmの幅しか確認できなかっ た。

 確認面からの深さは10～20cmを測 り、SD 1・2と同様に南側で浅く なる。断面形 は壁面が急角 度

 で立ち上がる 台形状または、 底面が弧を描く レンズ状の形態 を示す。覆土は概ね暗褐色や黒褐色

 のシル トと粘質シル トとなる が、 部分的に微砂 が混入 している。遺物 は、 溝跡全体にから出土 した

 が、特に北側の144・145-118・119G付近からは多量の土器がまとまって出土し、一括廃棄された 一 括 廃 棄

 様相を示 した。須恵器の蓋、 有台圷、 無台圷、 i甕、 壷や土師器の有台圷、 甕、 内面に黒色処理が施され

 た蓋、有台圷、無台圷、碗、 双耳坏、甕な どが出土 し、中には、「甲」、「×」な どの字がヘラや墨で書か ヘラや墨で書か

 れたものが12点含まれる他、 内面を硯として使用 したと考えられる蓋、無台圷も出土した。出土し れ た 土 器
 た土器か ら、 8世紀第4四半期頃から9世紀前半頃まで機能 していた溝跡と推測される・

 SD5溝跡 (第68図、 写真図 版53)

  調査区中央133～144-117～119Gで検出さ れ、 調査区を東西 に横 断ずる溝跡で、 SD6 に切 られ

 る。長さ58mを測る が、 西側 はさ らに調査区外に延びる。幅は約1.5～3.Omを測るが、 東側 では掘削

 のため に北側 の立ち上がり が確認できなかっ た。確認面からの深さは1g～30cm を測 り、西側 にか
 けて深くなる。断面形は、 東側では壁面が急角 度で立ち上がり底面がほ ぼ平坦となる 台形状を示
 すが、 西側 で は壁面 が緩やかに立ち上がり底面は弧を描く レンズ状または底面中央部が高く なる
 眼鏡状の形態をなす。覆土は暗褐色のシル トや砂質 シル トと黒褐色砂質 シル トが堆積 し、 部分的

 に炭化粒を混入している。遺物は溝跡全体に散布 しており、須恵器の蓋・有台圷・無台圷・ 甕・ 壷・底 底 部 穿 孔 の
 部穿孔のこね鉢や土師器の甕、そして内面に黒色処理が施された蓋、肴台圷、無台碗、双耳坏など こ ね 鉢
 が出土し、黒色土器の蓋には内面に「甲」の字がヘラ書きされたものもある。出土土器から・SD3 ヘラ書き土器
 と同時期の8世紀第4四半期頃から9世紀前半頃まで機能 していたと推測さ れる。

 SD6溝跡 (第69・70図、 写真図版54)

  調査区中央138～ 141-1 12～ 121Gで検出された、 調査区を南北 に縦断する溝跡 でSD5 を切 る。
 長さ45.5m を測 り、さ らに北側 の調査区外 に延びる。幅は0.7～ 1.2m を測 り、確認面からの深さ は20
 ～30cm を測り南側 で浅く なる。断面形 は壁面が急角 度で立ち上がり底面がほ ぼ平 坦となる 台形

 状を呈する。覆土は暗褐色または黒褐色のシル トや粘質 シル トで一部に灰黄褐色砂と暗オリーブ
 褐色粘質シルトが堆積する。遺物 は須恵器の蓋、 無台圷、 壷、 甕や土師器の破片な どが出 土 した。時
 期は、切り合いか らSD5よ り新 しい9世紀後半と考えられる。
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 IV 西中上遺跡

        SD1 3溝跡 (第71 図、 写真図版54)

        調査区西側 143・144-1 14～117G で検出さ れ、 幅50cm、 確認面からの深さは5～20cm を測 り、長

        さ8. 4mの南北方向の溝跡である。断面 は掘り方途中に段を形成 し、 中央または片側 が深く なる形

        態 を示す。 覆土は暗褐色や黒褐色の シル トまた は粘質 シル トが堆積す る。

       SD1 5溝跡 (第71図)

        調査区西側 142・143-1 16・117G でSK18に隣接 して検出さ れ、 幅20cm、 確認面からの深さは

        10cmを測 り、長さ5.4mの東西方向の溝跡である。断面は壁面 が緩やかに立ち上がり底面は弧を描

        く レンズ状を呈す る。覆土は暗褐色や黒褐色の シル トまた は砂質 シル トが堆積す る。

       SD41 溝跡 (第71図、 写真図版55)

        調査区 中央付近139-1 18・ 119G で検出された 幅30～70cm、 確認面からの深さ 10cm を測 り、長さ

       約3.Om程の南北方向の溝跡である。北側 に撹乱を受けている。断面 は壁面 が急角 度で立ち上がり

       底面が平坦となる台形状を示 し、 覆土は黒褐色の砂質シル トとなる。溝跡底面に拳大の河原石が

       堆積 していた。

       SD55溝跡 (第72図)

        調査区北西端137・138-121・122Gで検出された 幅40～60cm、 確認面からの深さ 10cmを測 り、長

        さ8.5mの南北方向の溝跡であ る。断面は壁面が緩やかに立ち上がり、底面が弧を描く レンズ状と

       なる。覆土は黒褐色や黄褐色の シル トまた は砂な どが堆積する。

       SD58・59溝跡 (第72図)

        調査区北西側136・137-120・121GでSD59の北側 にSD58が直行する状況で検出され、 SD58を

       SD59が切 る。SD58は幅40cm、 長さ2.5mを測 り、深さ 10～20cmで、 断面形は底面中央が高くなる

       眼鏡状も しく はU字状と なる。覆土は暗褐色 や灰褐色の シル トまたは粘質 シル トとなる。

        SD59は幅30～40cm、 長さ6.8m を測 り、深さ 10～20cmで、 断面形は壁面 が急角 度で立ち上がり

       底面は平坦な台形状になる。覆土は黒褐色や暗褐色のシル トまたは粘土質 シル トである。

       SD65・66溝跡 (第72図)

        調査区北西側 135～137-118・119Gで 2つ の溝跡 が平行する状況で検出された。SD65 は幅40～

       50cm、 長さ9。3m を測 り、深さ 10cmで、 断面形は台形状を呈す る。覆土は黒褐色 シルトが堆積する。

 須恵器の有台碗 須恵器の肴台碗や土師器の甕が出土している。SD66は、 幅30～50cm、長さ72mを測り、深さ10cm

       で、 断面形は台形状またはU字状 覆土は暗褐色シルトとなる。
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SE64
 1. 10YR3/4暗褐色砂質シルト 10YR2/2 黒褐色シルトと10YR4/3 にぶい黄褐色シルトを各5%
               斑に、酸化土を筋状 に3% 含む。 粒細かくもろい。
 210YR2/3黒褐色砂質シルト 10YR2/2 黒褐色シルトを3%斑に、酸化土を筋状に3%含む。
               粒細かくやや粘りあ り。
 3 10YR3/3暗褐色砂質シルト 10YR2/2 黒褐色シルトを斑に3%、酸化土を斑に5%含む。
               粒粗く もろい。

SE143
 1. 10YR3/3 暗褐色シルト 10YR2/1 黒色シルトを斑に10%、酸化土を粒状に5%含む。
             粒細かくもろい。
 2. 10YR2/3 黒褐色シルト 10YR2/1 黒色シルトを斑に5%、酸化土を粒状に3%含む。
             粒細かく粘りあり。
 3.10YR3/2 黒褐色シルト 10YR4/3 にぶい黄褐色粘質シルトを斑に10%、酸化土を粒状に5%
             含む。粒細かく粘りあり。



SK10

 1. 7.5YR3/1黒褐色シルト 75YR3/2砂質シルトをブロック状に30%、酸化物を斑に20%含む。
               粒細かくもろい。
 2. 5YR2/1黒褐色シルト 酸化土を斑に20%、微量の砂粒を含む。粘りあり。

SK16

 1. 10YR3/3 暗褐色シルト 酸化土と炭化物を粒状に各3%、微量の砂粒を含む。粒細かくもろい
 2 10YR2/3 黒褐色砂質シルト 酸化土と炭化物を粒状に各3%含む。粒細かくもろい

SK21

 1. 10YR3/3 暗褐色砂質シルト 10YR3/4 暗褐色シルトを20%ブロック状に、酸化土を筋状に10%含む。粒やや粗くもろい
 2.10YR2/2 黒褐色シルト 1を斑に10%含む。粒細かくもろい
 3.10YR3/2 黒褐色砂質シルト 酸化土を斑に10%含む。粒細かくもろい
 4.10YR2/3 黒褐色砂質シルト 10YR2/1 黒色シルトを20%ブロック状に含む。粒細かくもろい

SK25

 1. 10YR3/3 暗褐色砂質シルト 酸化土を斑に10%含む。粘りあり、もろい・
 2 10YR2/3 黒褐色砂質シルト

SK26

 1.10YRL7/1黒色シルト 微量の砂粒含む。粒細かく粘り有り・

SK27

 1. IOYR3/3 暗褐色砂質 シルト 酸化土を斑 に5%含む。 粒粗く もろい・



SK28
 1. 10YR3/3暗褐色砂質シルト 酸化土を斑に20%含む。 粒細かくもろい

SK29
 1. 10YR3/3 暗褐色シルト 酸化土を粒状に5%含む。粒細かくもろい
 2.10YR2/2黒褐色シルト 粒粗い
 3. 10YRL7/1 黒色粘質シル ト 微量の砂粒を含む

SK31
 1. 10YR3/3 暗褐色シル ト 酸化土を斑に3%、 炭化物を斑に5%含む。 微量の砂粒を含む。 やや粘りあり
 2.10YR4/2 灰黄褐色粘質シルト 酸化土及び炭化物を斑に各5%含む

SK38
 1. 10YR3/3 暗褐色シルト 酸化土を斑に3%、炭化物を粒状に5%含む。微量の砂粒と木の根を含む。粒細かくもろい
 2. 10YR3/4 暗褐色シルト 酸化土、 炭化物を粒状に各3%含む。微量の砂粒を含む。粒細かく1より粘る

SK39
 1. 10YR3/2 黒褐色砂質シルト 酸化土を筋状に5%、炭化物を粒状に3%含む。粒細かくやや粘りあり、もろい



SK481
 1. 10YR2/2 黒褐色シルト 酸化土、炭化物を斑に各5%含む。
             粒細かく、もろい

SK49
 1. 10YR2/2 黒褐色シルト 酸化土を粒状に3%、微量の砂粒を含む
               粘りあ り、もろい)
 2 7.5YR3/2 黒褐色砂質シルト 酸化土を斑に3%含む。粒細かく粘りあり

SK94
 1. 75YR3/1 黒褐色砂質シルト 酸化土、炭化物を斑に各10%含む。
               粒粗く、もろい
 2. 10YR3/2 黒褐色砂質シルト 酸化土、炭化物を斑に各20%含む。
               1より粒細かく、もろい
 310YR3/1 黒褐色砂質シルト 炭化物を斑に5%含む・
               粒細かく粘りあり

SK97
 1. 10YR3/4 暗褐色砂質シルト 10YR2/1 黒色シルトを斑に5%、
               酸化土を斑に5%含む。粒粗くもろい

SK103
 1. 10YR3/3 暗褐色砂質シルト 酸化土を斑に10%含む。
               粒粗く もろい
 2. 10YR3/4 暗褐色砂質シルト 酸化土を斑に10%、炭化物を粒状に3%含む。
               粒粗く もろい
 3. 10YR3/1 黒褐色砂質シルト 炭化物を斑に5%含む。粒細かく粘りあり



SK126
 1. 10YR3/3 暗褐色砂質シルト 酸化土、 炭化物を粒状に各10%含む。粒粗くもろい
SK151
 1.10YR3/3 暗褐色シルト 2.5YR5/6 明赤褐色焼土を粒状に3%含む。酸化土、炭化物を粒状に各3%含む。
               粒細 かく粘りあり
 2. 10YR2/3 黒褐色砂質シルト 10YR4/2 灰黄褐色砂質シルトを斑に30%含む。酸化土、炭化物を粒状に各3%含む。
               粒細かく粘りあり
 3. 7.5YR3/2 黒褐色シルト 10YR5/4 にぶい黄褐色砂をブロック状に30%、酸化土を筋状に5%、炭化物を粒状に
               1%含 む。 粒粗く もろい

 1.18晃R3/3暗褐色砂質シノレト、。YR5、3にぶい黄褐色 砂質シルトを斑に3覧酸化土を斑に5繊化物を粒状に
                  3%含む。粒細 かくもろい)
 2. 10YR2/2 黒褐色砂質シルト 酸化土、炭化物を斑に各3%含む。粒細かくやや粘りあり

 1.18董R3/3暗褐色シノレト、。YR3/2黒糖シルトを斑じ1・%含む。酸化土を筋状に跳炭化物を粒状。こ・%含む・
                  10YR4/3 にぶい黄褐色砂 質ンル トを斑に10%含 む。 粒細 かく もろ い。
 2. 10YR4/3にぶい黄褐色砂質シルト 1を斑に10%,酸化土を粒状に3%含む。粒細かい。
 3. 10YR3/2黒褐色粘質シルト 酸化土を斑に3%含む。)



SK218

 1. 10YR3/3暗褐色シルト 酸化土、炭化物を粒状に各5%含む。粒粗くもろい。

SK219
 1.10YR3/3暗褐色シルト 炭化物を粒状に1%、酸化物を斑に3%含む。粒細かくもろい
 2.10YR3/2黒褐色砂質シルト 炭化物を粒状に1%、 酸化物を斑に3%含む。粒細かくもろい



SX154
 1. 10YR2/2黒褐色砂質シルト 10YR4/3にぶい黄褐色砂質シルトを斑に10%,酸化鉄を
               斑に3%、 炭化物 を粒状 に1%含 む。
              Z5YR4/6赤褐色焼土を粒状に1%含む。 粒細 かく もろい。

SX165
 1. 10YR3/3暗褐色砂質シルト 10YR5/3にぶい黄褐色砂を斑に5%、酸化土を粒状に3%、
               炭化物を粒状に1%含む。



 SDI a.a町
 1. 10YR3/1 黒褐色シルト 酸化土、炭化物3%含む。粒細かく、もろい
SDl b-b'
 1. 2。5YR3/1 暗赤灰色シルト 酸化土を粒状に5%含む。粒細かくもろい
SDl c-c1
 1.2.5Y3/2黒褐色シルト 酸化土を粒状に3%含む。粘り気あり

 SD2a-a『
 1. 10YR3/2 黒褐色シルト 酸化土を粒状に5%含む。粒細かくもろい
 25YR3/1 黒褐色シルト 酸化土を粒状に5%含む。粒細かく粘りあり
 &10YR3/2 黒褐色シルト 7.5YR3/2 黒褐色 砂質シルトをブロック状に30%含む。
              粒細かくもろい
 475YR3/1 黒褐色シルト 酸化土、炭化物を粒状に各3%含む。粒細かくもろい

 b』b'
 1. 75YR3/1 黒褐色シルト 酸化土を粒状に5%、炭化物を粒状に3%含む。粒細かくもろい
 a5YR3/1 黒褐色シルト 酸化土と炭化物を粒状に各5%含む。粒粗くもろい
 35YR3/1 黒褐色シルト 酸化土を粒状に10%、炭化物を粒状に3%含む。粒細かく粘りあり
 生75YR4/1 褐灰色砂質シルト 1の土を斑に20%、3 の土を斑に10%、酸化土を粒状に
 。.6 10%含む。粒細かくもろい
 1.7.5YR3/1黒褐色シルト 酸化土を粒状に10%含む。粒細かくもろい
 210YR3/1 黒褐色シルト 10YR3/2 黒褐色粘土質シルトを斑に5%、酸化土を粒状に
  , 5%含む。粒粗く粘りあり
 d一(1
 1. 5YR3/1 黒褐色シルト 酸化土を粒状に3%含む。粒細かくもろい

 1: 鰹脇撫総駄ル ト酸甦藷灘繍職翻凝輪 繍易≦く総こ、
 e_e暫
 1. 5YR3/1 黒褐色シルト 酸化土を斑に20%、木の根を含む。粒細かくもろい
 2 25YR3/1 暗赤灰色シルト 75YR4/2 灰褐色砂質シルトをブロック状に20%、 酸化土を斑に
 ぜ 10%含む。粘りあり
 1. 10YR2/2 黒褐色シルト 酸化土を斑に10%含む。粒細かくもろい
 210YR3/4 暗褐色シル 酸化土を斑に10%含む。粒細かくもろい
9-91
 1.10YR2/2黒褐色シルト 酸化土を粒状に3%含む。粒細かい
h.ht
 1. 10YR3/3 暗褐色シルト 酸化土を斑にに10%、炭化物を粒状に1%含む。粒細かくもろい

 i-i『
 1. 10YR3/3 暗褐色 シルト 酸化土を斑に3%含む。粒細かくもろい

SD3 a-a'
 1. 10YR3/3 暗褐色砂質シルト 酸化土、炭化物を粒状に各3%含む。粒粗くもろい
 SD3 b-b『
 1. 10YR3/4 暗褐色砂質シルト 酸化土、 炭化物を3～5mm粒で各3%含む。粒やや粗くもろい
 且 10YR3/3 暗褐色砂質シルト 酸化土、炭化物を3～5mm粒で各3%含む。粒粗くもろい
 3 10YR3/2 黒褐色砂質シルト 酸化土、炭化物を3～5mm粒で各3%含む。粒粗くやや粘りあり
 SD3 c-c噛
 1.75YR4/2褐色シルト 酸化土を粒状に含み、4の土を混入する。
 27.5YR3/3 暗褐色シルト 酸化土を混入し、炭化粒を層状に微量に含む。
 3 7.5YR3/2 黒褐色砂質シルト 炭化粒を微量含み、地山土を混入する。
 47・5YRl/2黒褐色シルト 炭化物を層状に含み、酸化土を少量含む。
 ε10YR2/2黒褐色シルト 酸化土と黒色シルトを粒状に多く含む。
 α75YR2/2黒褐色細砂 砂利を多く含み、地山土(黒色粘土)を混入する。
 SD3 (1一(f
 l. 10YR3/3 暗褐色シルト 炭化粒と微砂を混入し、酸化土を斑状に微量含む
 2. 10YR3/4 暗褐色シルト 炭化粒を点状に、酸化土を斑状に含む
 3 10興3/2 黒褐色粘質シルト 微砂を多く含み、地山土(黒色粘土)、炭化粒、酸化土を混入する
 SD3 eモ
 1. 10YR3/3 暗褐色シルト 酸化土を班に5%含む。粒細かくもろい
 210YR3/2 黒褐色砂質シルト 酸化土を班に5%含む。粒細かく、1の土より粘質あり
SD3 f.f
 1. 10YR3/3 暗褐色粘質シルト 酸化土をまだらに5%含む。粒細かく粘りあり
 210YR3/4 暗褐色粘質シルト 酸化土を斑に10%含む。粒細かい
 310YR3/2 黒褐色シルト 酸化土を斑に10%含む。粒細かく粘りあり

SD4

 1. 10YR2/3 暗褐色シルト 酸化土を班状に少量含み、炭化粒を微量含む。













SD5 a- a' b-b'
 1. 10YR3/3 暗褐色シルト 酸化土を斑に3%含む。粒細かくもろい
 2. 10YR3/4 暗褐色砂質シルト 粒粗くもろい。酸化土を含む
SD5 c-c' d-d'
 1. 10YR3/3 暗褐色砂質シルト 10YR2/2 黒褐色シルトを斑に5%、酸化土を斑に3%含む。
               粒細かくもろい
 2. 10YR3/2 黒褐色砂質シルト 酸化土と炭化物を斑に各5%含む。粒細かく粘りあり

 ＳＤ5 e-e'f-f' g-g'h-h'i-i'j-j'k-k'1.10ＹＲ3/3闇褐色砂質シルト酸化土を斑の5%.炭化物を粒状に1%含む.粒細かくもろい
 2. 10YR3/2 黒褐色砂質シルト 酸化土を斑に5%、炭化物を粒状に1%含む。粒細かくもろい
 3. 10YR3/4 暗褐色砂質シルト 10YR2/1 黒色シル トをブロック状に5%含む。非常に粒細かい



SD6
a_a,
 1.10YR3/3暗褐色シルト 酸化土を粒状に3%、微量の砂粒、木の根を含む。
                 粒細かく もろい
 210YR2/3 黒褐色砂質シルト 酸化土を斑に10%含む。粒細かくもろい)
b.b,
 1.10YR3/3暗褐色シルト 酸化土を粒状に3%、微量の砂粒、木の根を含む。
                 粒細かくもろい
 2.10YR4/2灰黄褐色砂 酸化土を斑に10%含む。粒細かい
 325Y3/3 暗オリーブ 褐色粘質シルト 10YR2/2 黒褐色粘質シルトを10%ブロック状に含む。
                 酸化土を斑に10%、 微量の砂粒、 木の 根を含む)



SD6
c-c'
 1. 10YR3/3 暗褐色シルト 酸化土を粒状に3%、微量の砂粒、木の根を含む。粒細かくもろい
 2. 10YR3/2 黒褐色砂質シルト 酸化土を斑に10%含む。微量の砂粒を含む)
d-d'
 1. 10YR3/3 暗褐色シルト 酸化土を斑に20%、微量の砂粒、木の根を含む。粒細かくもろい
 2. 10YR3/2 黒褐色粘質シルト 10YR4/2 灰黄褐色砂を斑に20%、酸化土を斑に10%含む
e-e'
 1. 10YR3/3 暗褐色シルト 酸化土を斑に20%、微量の砂粒、木の根を含む。粒細かくもろい
 2 10YR3/2 黒褐色粘質シルト 10YR4/2 灰黄褐色砂を斑に20%、酸化土を斑に10%含む



SD13
 1. 10YR3/3暗褐色シルト 酸化土を筋状に3%含む。 粒細かくやや粘りあり。
 2. 10YR3/4暗褐色砂質シルト 粒細かくもろい。酸化土を斑に10%含む。
 a 10YR3/2黒褐色粘質シルト 10YR2/2 黒褐色 シルト を斑に5%、酸化土を
               斑に10%含む。

SD 15

a3a,
 1. 10YR3/2黒褐色砂質シルト 酸化土を筋状に10%含む。粒細かくもろい。
 210YR3/3暗褐色砂質シルト 酸化土を筋状に5%含む。粒細かくもろい。
b-b'
 1. 10YR3/2黒褐色シルト 酸化土を斑に10%含む。粒細かくもろい。
c-c'
 1. 10YR2/3黒褐色砂質シルト 酸化土を粒状に3%含む。粒粗くもろい。
 210YR3/3暗褐色シルト 酸化土を粒状に3%含む。粒粗くもろい。
SK18

 1. 10YR3/3暗褐色シルト 粒細かくもろい。
 210YR3/2黒褐色シルト 酸化土を斑に3%含む。粒細かく1より粘りあり。



SD55

a_a'
 1. 7.5YR3/2 黒褐色シルト 酸化土を斑に10%、微量の砂粒を含む。粒粗くもろい。
b-b'

 1. 10YR4/4 褐色砂 酸化土を斑に10%含む。
c-c'

 1. 10YR4/3 にぶい黄褐色砂 粒細かく もろい。 酸化土を粒 状に10% 含む。
 2 10YR4/2 灰黄褐色砂質シルト 酸化土を斑に5%含み、粒細かく、やや粘りあり。
SP56

 1. 10YR4/4 褐色砂 酸化土を斑に10%含む。

SD58

a-a'
 1. 10YR3/3暗褐色シルト 微量の砂粒を含み、もろい。酸化土を粒状に1%、
               炭化物 を粒状に1%、 木の根を含む。
b-b'

 1. 10YR4/2灰褐色粘質シルト 酸化土を斑に5%含む・
 2. 10YR3/4暗褐色砂質シルト 粒細かくもろい。酸化土を粒状に3%、炭化物を
               3%、 木の根を含む。
SD59

a_a' b-b'
 1.7.5YR3/2黒褐色シルト 7.5YR4/3褐砂質シルトを30%まだらに含む。
              酸化土をまだらに3%,炭化物を粒状に1%含む。
c-c'
 1. 10YR3/2黒 褐砂質シルト 粒細かいがもろい。 酸化土を3%粒状に含む。
 2. 10YR3/3暗褐砂質シルト 粒細かく1より粘りあるが、もろい。酸化土を
               3%粒状に含む。

SD65

 1. 10YR3/2黒褐色シルト 酸化土を3%粒状に含む。粒細かくやや粘りあり。
SD66

 1. 10YR3/3暗褐色シルト 10YR3/2 黒褐色シルトを斑に10%、酸化土を
             3%粒状に含む。 粒細かく やや粘りあ り。



                                       Ⅳ 西中上遺跡

 4 出土遺物

  今回の調査では須恵器・土師器・黒色土器な ど奈良・平安時代の遺物 が整理箱に して総計40箱出

 土した。 その主な分布 は調査区北西側の遺構集中区域 と、南側の土坑の密集地及び、 東側 の一部の

 溝跡か ら多く出土 してお り、遺物の出土量に違いがあるものの、 ほ ぼ遺構の分布と同 じ傾向を示

 す。また、 遺構外か ら出土 した遺物も大半が遺構集中区域である調査区北西か ら出土 し、 同様の傾

 向を示す。以下 に、 図示 したものを中心に遺構毎も しく は機種毎に概略を述べる。

 (1)井戸 跡・土 坑・性格不明遺構出土土器 (第73～77図1～58)

  SE64出土土器 は、 須恵器の有台圷(1)で、 底径がやや大き く、切り離 しが回転ヘラ切 と なる底

 部資料である。

  SK21か ら出土 した須恵器甕の体部破片 (2・3) は、 外面にタ タキ 目、 内面にア テ痕がみ られる。

  SK38出土の黒色土器の有台圷 (4) は、 内外面に黒色処理とミ ガキ調整が施される。

  5～8 はSK139出土で、 5は口縁部と高台が欠損する須恵器有台圷の体部資料の圷部に稜碗で

 ある。6～8 は須恵器無台杯で、 底径大きく器高が低く 体部が内湾 ぎみのもの(6)と体部が直線

 状の もの(7)、そ して、 底径がや や大きく器高 が高いもの(8)がある。底部切 り離 しは全て 回転ヘ

 ラ切となる。

  SK49出土は土師器の 長胴甕(9) で、 内外面 にハケメ 調整が施され、 口縁部が「く 」の字に外反す

 る。

  10・11 はSK94出土で、 須恵器の無台圷 (10) の底 部と 甕の 口縁部資料である。10は底 部切 り離 し

 が回転ヘラ切 で無調整、 11 は外面に自然紬 が付着 している。

  12はSK103出土で、 ロクロ整形となる 土師器の無台圷である。13～ 15はSK126出土で、 須恵器稜

 碗の体部片 (13)、と土師器の甕の目縁か ら体部資料 (14・ 15) があ り、14は内面に15は内外面 にハケ

 メ調整が施される。

  16～ 18はSK151出土で、 須恵器の圷 (16)、土師器の甕 (17) の底部の 資料、 黒色土器の蓋 (18) があ

 り、16は底 部切り離 しが回転糸切、 17は外面にケ ズリ 調整、 18は内面に黒色処理が施さ れる。

  SK153出土は、 19～23で須恵器の無台圷 (19)、土師器の甕 (20～22)、黒色土器の有台圷 (23) があ

 る。 19は底 径がやや大きく 器高 が高 く、口縁部 が外反する形態とな り、底 部切り離 しは回転ヘラ切

 となる。20 は底部資料で、 内外面 にハケメ 調整が施さ れ、 底部に木葉痕が認められる。21・22は甕の

 目縁～体部の資料で、 体部が丸みをもち口縁部が「く」の字に外反するもの (21)、体部 が細 長く 口

 縁部が強く外反するもの (22) があ り、内外面 にハケメ 調整が施される。23 は高台部が剥離 してい

 る資料で、 内面に黒色処理とミ ガキが施され、 外面下部にケズリ がはいる。

  24～27 はSKl161出土で、 24 は底径がやや大きく器高 は低く 口縁部が外反する器形となる須恵器

 の無台圷で、 25は須恵器の有台碗である。26・27は土師器の甕の 口縁部 資料で、 内外面 にハケメ 調

 整が施さ れる。

  SK218出土は28～39。須恵器の有台圷 (28)、無台圷 (29～37)、有台皿 (38)、瓶 (39) が図示できた。

 28 は圷部 に稜が入る 稜碗で、 底部切 り離 しは回転へ ラ切 であ る。29～33 は底径がや や大き く、器高

 が低く 体部が直線状に立ち上がる 形態となる。29 ～36及 び1 70 は底 部切 り離 しが回転糸切 となる。
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 Ⅳ 西中上遺跡

       39には内面にア テ痕、 外面にタ タキ目が認め られる。

        SK2 19からは須恵器の圷 (40 ～42) と甕 (43) が出土 し、 器高 が低く底部切り離 しが回転へ ラ切の

       もの (40) と器高が高く底部切 り離 しが回転糸切となる もの (41・42) があ る。43は内面にア テ痕、 外

       面にタタキ目がみ られる 体部 資料である。

        SK67・72からは須恵器の無台圷 (44・45)、SK!157は土師器の甕 (46)、SK223・154は須恵器の有台

       圷 (47・48) を各々 1点のみ図示できた44は底径小さ く、器高が高い底 部切り離 しが回転糸切とな

       り、45 は底径やや大きく 器高 が低 い底 部切 り離 しが回転ヘラ切となる。46は内外面 にハ ケメ 調整、

       底部に木葉痕が認め られる。47 は圷部にわずか な稜が入る有台圷で、 48は明瞭な稜が作出される

       稜碗である。

        SX165出土の土器は、 須恵器の蓋 (49～52) と有台圷 (53)、無台圷 (54) が図示できた。49～51は平

       笠タイ プで天井部にヘラ削り調整が入るが、 49は極端に器高 が低 い特徴的な形態となる。53 は底

       径がやや大き く、器高 が低い形態で底部切 り離 しが回転糸切となる。54 は底径がやや大きく 器高

       が低 く、体部 が直線的 に立ち上がる 形態 で底部は 回転へ ラ切後ナ デ調 整を施す。

        SX24は稜碗となる有台圷 (55)、SX93・142・220は無台圷 (56～58) が各々 1点図示でき、55は圷

       部に明 瞭な稜が作出さ れ、 丁寧 な調整が施さ れる。また、 外面に自然紬 が付着する。56～58は器高

       が低く 体部が直 線状に立ち上がる 形態 となる が、 底径の小さいもの (56)、底径がやや大きいもの

       (57) と底径が大きいもの (58) に区別できる。底部切 り離 しは56が回転糸切で、 他は回転へ ラ切で

       ある。

       (2)溝跡 出土土器 (第78～102図 59～348)

        SD3出土の土器には、 須恵器の蓋 (59～75)、有台圷 (76～109)、無台圷 (1 10～227)、甕 (228～

       233)、壷 (234)、横瓶 (235) と土師器の有台圷 (236)、甕 (237～239)、そ して黒色 土器には、 蓋 (240)、

       有台圷 (241～249)、無台圷 (250～263)、双耳坏 (264～267)、甕 (268) な どがある。大半が、 144・145

       -118・119G付近の一括廃棄された様相 を示す場所か らの出土である。59～75の蓋は、 平笠タイ プ

       のものもの (59～68・70～74)と山笠タイ プのもの (69・75) がみ られる。口径は150～160mm未満を

       測る ものが10点あ り、150mm未満のものは59の1点だけであっ た。また、 146 は外面のほ ぼ全面に

       ケズリ 調整が施されて いる。

        有台圷 は、 圷部 に稜が入 らないもの (76～97) と圷部 に稜が作出さ れる もの (98～109) がある。稜

       が入 らない有台圷には底径が大きく 器高が低いもの(76)、 底径がやや大きく 器高 が低いもの(77～

       91)、 器高が高 い形態となる もの(92・93) があ る。圷部 に稜 が作出さ れる 有台圷 は、 圷部にわずかな

       稜を もつもの (98～100) と明瞭な稜が作出さ れる 稜碗 (101～ 109) があ る。 101・102 は圷部の約 1/2

 墨 書 「甲」 付近に明瞭な稜が作出される。また、82は底部に墨書で「甲」の字が、87・100の底部にもヘラで「甲」

 ヘラ描きr甲」・ の字が書かれている。そして、 101の底部にも「×」のヘラ書きがある。

 「×」 無台圷が最も多くSD3からは出土し、図示したものだけで118点ある。底部切り離しは、回転へ

       ラ切 が多くを占め、 回転糸切となるものは11点だけであ る。形態 は、 底径が大きめで器高が低いも

       のが大半を しめ、 時期 は8世紀第3四半期～9世紀前半に属すると考えられる。特徴的なもの は、

       116・133・146・153・207・209・219で、 底部付近にケズリ 調整が施される。128・135・144・217は底部に

 「甲」 の 字 「甲」の字が、163・182の底部にも字は判別できないが墨で書かれる。また、185の体部にヘラ書きが
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 施され、 190の底部には柿渋? が付着する。

  須恵器甕では228～230が外面下部にケズリ 調整が施さ れ、 232は内面にハケメ とアテ痕、 233は

 内外面 にハケメ が施される。234はロクロ整形で外面下部にケズリ、内面にハケメ が施されてい

 る。235 は横瓶で外面にタ タキが認め られる。SD3出土の土師器は、 遺存状態 が悪く 図示できたも

 のは5点のみである。236 は底径大きく 器高 が低い須恵器の無台圷 に類似する有台圷で高台が低

 く、内面にミ ガキ調整が施される。237～239は内外面 にハケメ 調整が施される 土師器の甕で、 237・

 239の底部には木葉痕がみ られる。

  黒色土器は、蓋 (240) が1点、 肴台圷 (241～249) 9点、 無台圷 (250～263) 14点、双耳坏 (264～

 267) 4点、 甕 (268) 1点が図示できた。全て 内面に黒色処理とミ ガキ調整が施される ものとなる。

 蓋はロクロ調整で、 口径160mmを測る。有台圷 は底径が大きく器高 が低いものが多 く、221のみ器

 高がやや高い形態を呈 し圷部に稜 が作出さ れ、 外面にもミ ガキ調整が施さ れる。無台圷も肴台圷

 と同様 に底径大き く、器高 が低 い形態 が多 いが258・259 は器高 が高く なる。また、 261～263 は底径

 小さく 器高が高 い碗 に近い形態で、 261と263には外面 にケズリ 調整が施される。また、 246 は底部

 に「甲」の字がヘラ書きされている。双耳坏は取手部分に丁寧なケズリ が施され、 268は外面にハケ

 メ ・ナ デ調整が施さ れ、 内面には炭化物 が付着する。

  SD5出土の土器は、 須恵器の蓋 (269～277) 9点、 有台圷 (278～285) 8点、 無台圷 (286～300) 15

 点、甕(301～307)7点、壺(308・309)2点、こね鉢(310)1点、土師器の甕(311～314)4点、黒色土 こ ね 鉢

 器の蓋 (315)、肴台圷 (316)、無台碗 (317)、双耳坏 (318) を各1点が図示できた。須恵器蓋は272のみ

 山笠タイ プとなり、他は平笠タイ プである。 口径は150mm以上160mm未満のものが多 い。有台圷

 は、 圷部 に稜が作出される 稜碗 (278～281) と稜が無いもの (282～285) があ る。279・281の底部には

 ヘラ書きがみ られ、 284・285は底部切 り離 しが回転糸切となる。

  無台圷 は底径が大きく 器高が低く底部切 り離 しが回転ヘラ切りのものが多いが、 187・190 は切

 り離 しが静止糸切 で、 297～300は底径が小さく 器高が高い形態で、 底 部切 り離 しも 回転糸切 とな

 り、時期差が認められる。甕は外面にタタキ、内面にアテ痕がみられるものが大半を占めるが、304 時 期 差

 は外面に自然紬 が付着 し、 頸部に波状文が描かれる。また、 307も自然紬 が外面下部 に付着 し、 底部

 にヘラケズリ 調整が施される。308・309はロクロ整形の短頸壷であ る。310はこ ね鉢で、 底部 にヘラ

 ケズリ調整が施され、底に1cm程の孔が開けられている。土師器甕は小型で内外面にハケメ 調整 底に1cm程の孔

 が施され、311・312・314の底部には木葉痕が認められる。黒色土器は全て内面に黒色処理が施され 木 葉 痕

 る内黒土器である。蓋 (315) の内面に「甲」 とヘラ書き が施され、 317は器高 が高 い碗の形態となる。

  SD6の土器は須恵器の蓋 (319)、無台圷 (320・321)、甕 (322～326)、壷 (327・328)、瓶 (329) のみ図

 示でき た。 土師器も 出土 した が、 遺存状態 が悪く破片 のみで図示でき なかっ た。319は天井部にヘ

 ラケズリ 調整がほ どこ される 平笠タイ プの蓋である。無台圷 は底径が大きく底部切 り離 しが回転

 ヘラ切となる もの (320) と底径小さく、切 り離 しが回転糸切のもの (321) がある。後者は新 しい時

 期と考え られる。甕は外面にタタキ、 内面にアテ痕が認め られる破片 資料であるが、 324は内面に

 ロクロ 目、外面 にケズリ 調整がみ られる。壺、 瓶も体部 と底部の破片 資料で、 328の外面にタタキ、

 内面 にハケメ そ して、 329の内面 にハケメ 調整が施される。

  SD65出土土器は須恵器の有 台碗 (330) と土師器の甕 (331) が図示でき た。330は高台が高く外に

 開 き、底部切 り離 しが回転糸切 となる。331は底部資料で内外面 にハケメ 調整が施さ れ、 底部に木
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       葉痕 がみ られる。

        SD222か ら出土 した土器は、 須恵器の蓋 (332)、有台圷 (333・334)、無台圷 (335～338)、甕 (339)、

       壷 (340)、土師器の無台圷 (341)、甕 (342・343) が図示できた。 333・334 は底部切 り離 しが回転ヘラ

 「甲」のヘラ書 切で、杯部にわずかな稜がみられる。また、333の底部に「甲」のヘラ書きがある。無台圷は底部切り

       離 しが回転ヘラ切のもの (335～337) と回転糸切のもの (338) があ り、335 は底径が小さく 器高 が低

       く、338 は底径が小さく 器高が高い形態となる。また、 339は内面にア テ痕、 外面にタタキ調整が施

       される。土師器では、 341の底 部切り離 しが回転ヘラ切 で、 342・343の底部には木葉痕がみ られる。

        他に、 SD2からは須恵器の鉢 (344)、SD61 は土師器の有台圷 (345)、SD 193は須恵器無台杯 (346

       ～348) がそ れぞれ図示でき た。 344 は鉢の片口部分で、 外面にケズリ、内面 にハケメ 調整が施され

 底部に菊花紋 る。345は底部資料で、底部に菊花紋が認められる。346は底部にケズリ調整が施さ れ、 347・348は底

       部切り離 しが回転糸切 で、 347は底径が小さく器高 が高い形態となる。

       (3) 遺構外出土土器 (第lO3～ 107図349～432)
        須恵器は蓋 (349～361)、有台圷 (362～375)、無台圷 (376～416)、有台皿 (417・418)、双耳坏 (419・

       420)、甕 (421・422)、渦 (423・424) な どが出土 した。

        須恵器蓋は平笠タイ プのもの (349～351・353～360) と山笠タイ プのも (352・361) があ り、大半が

       天井部にヘラケ ズリ 調整が施さ れ、 349には幅の広 いケ ズリ がはいる。

        須恵器の有台圷 は、 圷部 に稜が無いもの (362～370) とある もの (371～375) がみ られた。362 は圷

       部が内湾気味に立ち上が り、363は直線状 に立ち上がる 形態な り、371・372 は圷部の下半部にわず

       かな稜が作出されている。また、 373～375は明瞭な稜を持つ 稜碗で、 373の外面に自然紬 が付着す

       る。底部切 り離 し技法 は、 369のみ回転糸切となる。

        須恵器無台圷 は41点が図示できたが、 406～416 は底部のみの 資料である。378・380 ・381・391の

       底部付近にはケズリ 調整が施され、 393の圷部に墨書痕が、 402の底部にはヘラ書きが認め られた。

       また、 回転糸切 による底 部切 り離 しは389～391・393 ～396・398・400～403・405 ・413～416の 17点

       で、 他は全て 回転へ ラ切となる。但 し、 384～388 は切 り離 し後にナ デ調整を施 している。

        419・ 420は須恵器双耳坏の取手部分の 資料で、 丁寧 なケズリ 調整が施されている。須恵器の渦で

       は422の外面にハケメ、423の外面にタ タキとナデ、 内面にア テ痕が認め られる。

        土師器は無台圷 (425・426)、甕 (427・428) が図示でき た。 425 は底径やや大きく器高 が低い形態

       で、 底 部切り離 しが回転ヘラ切 となる。455は底 径小さく 器高 が高い形態 を呈 し、 底 部切り離 しが

       回転糸切である。また、 427は内外面にナ デ調整が施さ れ、 428は内面にハケメ 調整が施され、 底部

       に木葉痕が認め られる。

        黒色土器は蓋 (429)、有台圷 (430・431)、有台皿 (432) が図示でき、429と432は内面に、430・431ほ

       内外面に黒色処理及 びミ ガキ が施される が、 431は摩滅が激しく ミ ガキ が判 然と しない。

       (4)土器の分類

        本遺跡か ら比較的まとまって出土 した須恵器の蓋、 有台圷、 無台圷、 土師器の甕、 黒色土器の有

       台圷、 無台圷の5種 について、 法量及 び器形な どの 観点から分類 をおこなつ た。 土師器の圷は遺存

       状態 が悪 く、器形・法量が不 明確なものが大半を占めるため、 除く ことと した。また、 還元焔によっ
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 て焼成された土器を須恵器、 酸化焔によって焼成された土器を土師器と した。 各機種の分類 基準

 は以下のとおり であ る。

 【須恵器蓋】
                                    須恵器壷の分類
 形態で2類に分類

  A類 :平笠タイ プと なる もの

  B類:山笠タイ プと なる もの

 口径で3類 に細分

  1類: 口径が150mm未満のもの

  2類: 口径が1 50mm以上160mm未満のもの

  3類: 口径が1 60mm以上を測る もの

 【須恵器有台圷】 須恵器有台圷の

 A類:底径が大きく、器高が低く圷部が直線上に立ち上がるもの 分 類

 B類 :底径がやや太き く、器高 が低いもの

  a類 :圷部が内湾 ぎみ に立ち上がるもの

  b類 :圷部が直線状に立ち上がるもの

  c類:口縁部が外反するもの

   1類 :底 部切り離 しが回転へ ラ切 のも の

   2類:底部切り離 しが回転糸切のもの

 C類 :底径が太き く、器高が高いもの

  a類:圷部が直線状に立ち上がるもの

  b類:口縁部が外反するもの

   1類 :底 部切り離 しが回転ヘラ切 のもの

   2類 :底 部切り離 しが回転糸切 のもの

 D類:圷部の下半部にわずかな稜が作出さ れる もの

 E類:圷部に明瞭な稜をもつもの (稜碗)

  a類 :圷部の約1/2付近に稜が入るもの

  b類 :圷部の約 1/3付近に稜 が入るもの

  c類:圷部の約 1/3未満 の位置 に稜が入るもの

 [須恵器無台圷】 須專器無台圷の
 法量で5類に分類 分類

  A類 :底径が大きく 器高 が低いもの

  B類:底径がやや太き く、器高 が低いもの

  C類 :底径がやや大きく 器高が高いもの

  D類 :底径が小さ く、器高 が低いもの

  E類 :底径 が小さく、器高が高いもの

 器形で 3類 に細分

  a類:体部が内湾 ぎみ に立ち上がる もの

  b類:体部 が直線状に立ち上がる もの
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        c類:口縁部 が外反するもの

       底部の切り離 し技法で3類 に細分

        1類:底 部切 り離 しが回転ヘラ切 のもの

        2類 :底 部切 り離 しが静止糸切のもの

        3類:底 部切 り離 しが回転糸切のもの

 土師器甕の分類 【土師器甕】

       器形で2類に分類法量及により分類

       A類:体部 が丸みをも ち、 口縁部が外反するもの

       B類 :体部 が細 長く、口縁部強く 外反す る。

       法量で3類 に細分

        a類:胴部最大径が15cm未満 または器高が15cm未満 の小型のもの

        b類:胴部最大径が15～20cmで器高が15～20cmの中型

        c類:胴部最大径 が20cmを超える もの

 黒色土器有台 [黒色土器有台圷1:黒色土器の有台皿を含む

 圷 の 分 類 A類:底径が大きく、器高が低いもの

        a類:口縁部が内湾するもの

        b類:体部が直 線状 に立ち上がる もの

        c類:口縁部 が外反する もの

       B類 :底径が太き く、器高が高いもの (圷部に稜が入る)

       C類 :底径が小さく、器高が高いもの

       D類 :底径に比べて、 器高が著 しく 低いもの。 (皿)

 黒色土器無台 [黒色土器無台圷】

 圷 の 分 類 A類:底径が大きく、器高が低いもの

        1類:体部が直 線状 に立ち上がる もの

        2類:口縁部が外反するもの

       B類 :底径が大き く、器高がやや高く なるもの

       C類 :底径小さく、器高が高 い碗となるもの
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 表6 西中上遺跡土器観察表(1)

警黎 種別 器種 口径底径器高糎 外面 計測値 (mm) 調整技法

内面
  出土 登録底部 備考分類  地点 番号

 73 1 須恵器 有台圷 (88) 6 ロクロ ロクロ 高台・回転ヘラ切SE64 RP38
 2 須恵器甕  12 タタキ アテ SK21

 3 須恵器甕  12 タタキ アテ SK21 RP118

 4 黒色土器有台圷 (148)  4 ロクロ・ミガキミガキ 高台 SK38 RP20 内外面黒色処理

 5 須恵器 肴台圷  3 ロクロ ロクロ 高台 SK39 稜碗 Ec

 6 須恵器 無台圷 152 96 44 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切SK39 RP21 Ba1

 7 須恵器 無台圷 (152)(94) 41 4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SK39 RP304 Bb1

 8 須恵器 無台圷 (141)(90) 42 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SK39 Cc1

 9 土師器甕 (256)  5 ハケメ ハケメ SK49 RP145 Bc

 74 10 須恵器無台圷 85 4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切SK94RP144

 11 須恵器甕 250  7 ロクロ ロクロ SK94 外面自然紬

 12 土師器 無台圷 (112)58 37 3 SK103 表裏面摩滅

 13 須恵器 有台圷?150  4 ロクロ ロクロ  SK126 RP148 稜碗?

 14 土師器甕 (252)  7 ロクロ ロクロ・ハケ S K126 RP146 Bc

 15 土師器甕 (266)  6 ハケメ ハケメ SK126 Bc

 16 須恵器無台」不 (76) 4 ロクロ ロクロ 回転糸切 SK151
 17 土師器喪  66 6ケズリ SK151 RP165

 18 黒色土器蓋  9 ヘラケズリミガキ SK151 内面黒色処理

 19 須恵器 無台圷 147 82 39 4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切SK153 Cc1

 20 土師器甕  96 8 ハケメ ハケメ 木葉痕 SK153

 21 土師器甕 170  4 ハケメ・ケズリハケメ SK153 RP164 Ab

 75 22 土師器甕 250  6 ハケメ ハケメ SK153 RP164 Bb

 23 黒色土器有台圷 171  5 ロクロ・ケズリミガキ
     内面黒色処理・
 S K153 RP163。164
    高台部剥離

 24 須恵器 無台圷 (142)(90) 40 4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SK1161 Bc1

 25 須恵器肴台碗 96 62 53 5 ロクロ ロクロ 高台 SK161RP160

 26 土師器甕 (224)  5 ハケメ SK161 Bb

 27 土師器甕 (276)  6 ハケメ ハケメ SK161 Bc

 28 須恵器有台圷 140 90 48 4 ロクロ ロクロ  高台・
 回転へ ラ切

 SK218 RP299 稜碗 Eb

 29 須恵器 無台圷 (136)(70) 36 3 ロクロ ロクロ 回転糸切 SK1218 Bb3

 30 須恵器 無台圷 132 76 35 4 ロクロ ロクロ 回転糸切 SK218RP299 Bb3

 31 須恵器 無台圷 128 75 38 3 ロクロ ロクロ 回転糸切 SK218RP296 Bb3

 32 須恵器 無台圷 (142)(72) 36 4 ロクロ ロクロ 回転糸切 SK218 Bb3

 76 33 須恵器 無台圷 134 70 37 4 ロクロ ロクロ 回転糸切 SK218 Bb3

 34 須恵器無台圷 64 5 ロクロ ロクロ 回転糸切 SK1218

 35 須恵器無台圷 (64) 5 ロクロ ロクロ 回転糸切 SK218

 36 須恵器無台圷 52 4 ロクロ ロクロ 回転糸切 SK218

 37 須恵器 無台」不 140  3 ロクロ ロクロ SK218

 38 須恵器 有台皿 123 60 27 4 ロクロ ロクロ 高台・回転糸切SK218 RP300

 39 須恵器瓶  9 タタキ アテ (高台) SK218 高台部剥離

 40 須恵器 無台圷 140 (80) 31 4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SK219 Bb1

 41 須恵器 無台圷 136 63 45 3 ロクロ ロクロ 回転糸切 SK219RP301・303 Eb3

 42 須恵器 無台」不 140 62 48 4 ロクロ ロクロ 回転糸切 SK219RP302 Ec3

 43 須恵器甕  14 タタキ アテ SK219

 44 須恵器 無台圷 126 62 40 4 ロクロ ロクロ 回転糸切 SK67 RP40 Eb3

 45 須恵器 無台圷 140 (90) 38 4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SK72 RP54 Ba1

 46 土師器甕  90 6 ハケメ ハケメ 木葉痕 SK157

 77 47 須恵器有台圷 139 88 49 4 ロクロ ロクロ 高台 SK223RP35 稜碗?

D

 48 須恵器 有台圷 142 86 43 4 ロクロ ロクロ 高台 SX154RP159 稜碗 Ec

 49 須恵器蓋 153 18 6 ロクロ・ケズリロクロ  SX165 RP162 天井部ヘラケズリ A2



 表7 西中上遺跡土器観察表(2)

靉靆 種別 器種 口径底径器高器厚 外面 計測値 (mm) 調整技法

内面
  出土 登録底部 備考分類  地点 番号

 77 50 須恵器蓋 (156)  5 ロクロ ロクロ SX165  天井部ヘラケズリ A2

 51 須恵器蓋 (160)  4 ロクロ ロクロ  SX【伍Y  天井部ヘラケズリ A3

 52 須恵器蓋 (160)  4 ロクロ・ケズリ ロクロ SX165

 53 須恵器 有台」不 134 88 49 5 ロクロ ロクロ 高台・回転糸切SX165Y Ba2

 54 須恵器 無台圷 (150)(90) 43 4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SX165 RP161 Bb1

 55 須恵器 有台圷 145 80 48 5 ロクロ ロクロ
 高台・
 回転へ ラ切

 SX24 RP14 稜碗・外面自然粕 Ec

 56 須恵器 無台圷 (140)(72) 34 5 ロクロ ロクロ 回転糸切 SX93 RP132 Db3

 57 須恵器 無台圷 136 70 37 4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SX142RP56 Bb1

 58 須恵器 無台圷 148 (90) 30 4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SX220 Ab1

 78 59 須恵器蓋 148  4 ロクロ ロクロ  SD3F・YRP338 天井部ヘラケズリ A1

 60 須恵器蓋 150 305 ロクロ ロクロ  SD3Y RP83 天井部ヘラケズリ A2

 61 須恵器蓋 154 325 ロクロ ロクロ  SD3 RP246 天井部ヘラケズリ A2

 62 須恵器蓋 154 345 ロクロ ロクロ  SD3 RP169 天井部ヘラケズリ A2

 63 須恵器蓋 157 397 ロクロ ロクロ  SD3 RP234 天井部ヘラケズリ A2

 64 須恵器蓋 (154) 315 ロクロ ロクロ  SD3 RP353 天井部ヘラケズリ A2

 65 須恵器蓋 151 395 ロクロ ロクロ  SD3 RP221・121 天井部ヘラケズリ A2

 66 須恵器蓋 156 316 ロクロ ロクロ  SD3 RP4 天井部ヘラケズリ A2

 67 須恵器蓋 (154) 375 ロクロ ロクロ  SD3 RP2 天井部ヘラケズリ A2

 68 須恵器蓋 152 395 ロクロ ロクロ  SD3 RP6 天井部ヘラケズリ A2

 69 須恵器蓋 (156)  5 ロクロ ロクロ  SD3F・Y  天井部ヘラケズリ B2

 70 須恵器蓋 162 405 ロクロ ロクロ  SD3 RP280・282 天井部ヘラケズリ A3

 71 須恵器蓋 160 424 ロクロ ロクロ  鵬F・YRP263 天井部ヘラケズリ A3

 72 須恵器蓋 160  5 ロクロ ロクロ  SD3Y RP264・366 天井部ヘラケズリ A3

 73 須恵器蓋 172  5 ロクロ ロクロ  SD3Y RP136 天井部ヘラケズリ A3

 74 須恵器蓋 165 36 5 ロクロ・ケズリロクロ SD3Y RP213 A3

 75 須恵器蓋 168 447 ロクロ ロクロ  SD3Y RP93 口縁部打ち欠き? B3

 79 76 須恵器有台圷 (140)(98)36 4 ロクロ ロクロ 高台 SD3Y A

 77 須恵器 有台圷 158 110 56 4 ロクロ ロクロ
 高台・
 回転へ ラ切

SD3 RP236 Ba1

 78 須恵器 有台圷 143 88 53 4 ロクロ ロクロ 高台・回転糸切SD3 RP7 Ba2

 79 須恵器 有台圷 142  4 ロクロ ロクロ  SD3 RP238 底部欠損

 80 須恵器 有台圷 145 94 46 4 ロクロ ロクロ 高台 SD3YRP143 Bb1

 81 須恵器 肴台圷 146 88 52 4 ロクロ ロクロ 高台・回転糸切sD3 RP243 Bb2

 82 須恵器 肴台圷 146 86 53 4 ロクロ ロクロ 高台・回転糸切SD3 RP305・306底部墨書「甲」 Bb2
 83 須恵器 肴台圷 135  5 ロクロ ロクロ 高台・回転糸切SD3 RP203 高台部剥離 Bb2

 84 須恵器有台圷 14689 46 4 ロクロ ロクロ
 高台・
 回転へ ラ切

SD3 RP251 Bc1

 85 須恵器 有台圷 144 86 51 4 ロクロ ロクロ
 高台・
 回転へ ラ切

SD3 RP245 Bc1

 86 須恵器 有台」不 144 86 45 4 ロクロ ロクロ 高台 SD3 RP185・220 Bc1

 87 須恵器 有台圷 144 (90) 47 4 ロクロ ロクロ 高台 SD3 RP184 底部ヘラ書「甲」?Bc1
 80 88 須恵器 有台圷 146  5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3 RP215 高台部剥離 Bc1

 89 須恵器 有台圷 140  4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3 RP100 高台部剥離 Bc1

 90 須恵器 有台圷 114  4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3Y RP119 高台部剥離 Bc1

 91 須恵器 有台圷 144 84 55 4 ロクロ ロクロ 高台・回転糸切SD3 RP240 Bc2

 92 須恵器 有台圷 162 88 67 5 ロクロ ロクロ
 高台・   SD3
 回転ヘラ切

Cb

 93 須恵器有台圷 106 6 ロクロ ロクロ 高台 SD3 RP188 Cb

 94 須恵器有台圷 89 5 ロクロ ロクロ
 高台・
 回転へ ラ切

SD3 RP228

 95 須恵器有台圷 92 7 ロクロ ロクロ 高台 SD3YRP361

 96 須恵器有台圷 (90) 6 ロクロ ロクロ
 高台・
 回転ヘラ切

SD3Y RP336

 97 須恵器有台圷 80 4 ロクロ ロクロ 高台 SD3 RP276
 98 須恵器 有台圷 (134)(90) 48 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3Y RP283

D



 表8 西中上遺跡土器観察表(3)

響難禦 種別 器種 口径底径器高器厚 外面 計測値 (mm) 調整技法

内面
  出土 登録底部 備考分類  地点 番号

 81 99 須恵器有台圷 140 80 47 4 ロクロ ロクロ  高台・
 回転へ ラ切

SD3Y RP86

D

 100 須恵器 有台圷 146 90 50 5 ロクロ ロクロ 高台 SD8F・YRP376 底部ヘラ書「甲」 D
 101 須恵器 有台圷 142 90 50 4 ロクロ ロクロ 高台 SD3 RP352 稜碗・底部ヘラ書rx」Ea

 102 須恵器 有台圷 152 (88) 57 4 ロクロ ロクロ 高台 SD8F・YRP134・328稜碗 Ea

 103 須恵器 有台圷 151 92 52 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3 RP237 稜碗 Eb

 1(殴 須恵器 肴台圷 145 84 51 5 ロクロ ロクロ  高台・
 回転へ ラ切  SD3 RP196 稜碗 Eb

 105 須恵器 有台圷 140 90 50 6 ロクロ ロクロ  高台・
 回転へ ラ切

  贈8・2Z4・
 SD3Y 稜碗
 謝

Eb

 106 須恵器 有台圷 149  3 ロクロ ロクロ 高台 SD3 RP190 高台部剥離 Eb

 107 須恵器有台圷 (100) 3 ロクロ ロクロ 高台 SD3 RP101 稜碗 Eb

 108 須恵器 肴台杯 148 (88) 50 5 ロクロ ロクロ 高台 SD3F・YRP290 稜碗 Ec

 109 須恵器 有台圷 140 95 49 4 ロクロ ロクロ 高台 SD3YRP288 稜碗 Ec

 82 110 須恵器 無台圷 152 108 38 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3 RP173 Aa1

 111 須恵器 無台圷 134 92 35 4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3 RP233 Aa1

 112 須恵器 無台圷 138 96 35 4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3F・YRP305 Ab1

 113 須恵器 無台圷 134 88 33 4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3Y RP335 Ab1

 114 須恵器 無台圷 152 100 38 4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3Y RP87・97 Ab1

 115 須恵器 無台圷 143 102 35 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3 RP216 Ab1

 116 須恵器 無台圷 141 78 37 4 ロクロ・ケズリロクロ 回転ヘラ切 SD3 RP3 Ab1

 117 須恵器 無台圷 (134)(76) 40 4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD8F・YRP92 Ab1

 118 須恵器 無台圷 (150)(95) 34 4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 鵬F・Y Ab1

 119 須恵器 無台圷 (142)(90) 36 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3 RP357 Ab1

 120 須恵器 無台圷 149 92 38 4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD8F・YRP377 Ac1

 121 須恵器 無台圷 134 68 40 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3 RP248 Ba1

 122 須恵器 無台圷 154 82 42 6 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3 RP354 Ba1

 123 須恵器 無台圷 152 90 42 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3 RP327 Ba1

 83 124 須恵器 無台圷 142 74 39 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切SD3 RP207 Bb1

 125 須恵器 無台圷 140 82 36 4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3Y RP89 Bb1

 126 須恵器 無台圷 146 84 ㈹ 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3 RP204 Bb1

 127 須恵器 無台圷 138 70 38 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3 RP199 Bb1

 128 須恵器 無台圷 145 80 37 4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3 RP269 底部墨書「甲」 Bb1
 129 須恵器 無台圷 146 86 40 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3Y RP94 Bb1

 130 須恵器 無台圷 142 84 35 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切SD3 Bb1

 131 須恵器 無台圷 148 75 40 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3 RP227 Bb1

 132 須恵器 無台圷 (146)(78) 39 4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3 Bb1

 133 須恵器 無台圷 154 86 43 4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3Y RP142 底部転用硯? Bb1
 134 須恵器 無台圷 146 84 37 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD8F・YRP94・372 Bb1

 135 須恵器 無台圷 146 80 35 4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3 RP253 底部墨書「甲」 Bb1
 136 須恵器 無台圷 (151)(84) 39 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3Y RP92 Bb1

 137 須恵器 無台圷 144 83 42 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 S[BF・YRP344 Bb1

 138 須恵器 無台圷 145 80 37 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3 RP261 Bb1

 84 139 須恵器 無台圷 150 80 41 5 ロクロ ロクロ 回転糸切 SD3 RP183 Bb3

 140 須恵器 無台圷 147 74 40 4 ロクロ ロクロ 回転糸切 SD3 RP174 Bb3

 141 須恵器 無台圷 (146)(86) 42 5 ロクロ ロクロ 回転糸切 SD3 RP349 Bb3

 142 須恵器 無台圷 140 88 39 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3 RP181・311 Bc1

 143 須恵器 無台圷 140 70 37 4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切SD3 Bc1

 144 須恵器 無台圷 143 80 36 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3 RP291 底部墨書「甲」 Bc1
 145 須恵器 無台圷 140 78 36 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3 RP200 Bc1

 146 須恵器 無台圷 139 72 37 5 ロクロ・指ナデロクロ 回転ヘラ切 SD3Y RP308 Bc1

 147 須恵器 無台圷 139 70 38 3 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3 RP197 Bcl



 表9 西中上遺跡土器観察表(4)

警黎 種別 器種 口径底径器高器厚 外面 計測値 (mm) 調整技法

内面
  出土 登録底部 備考分類  地点 番号

 84 148 須恵器 無台圷 143 70 38 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切SD3 RP312 Bc1

 149 須恵器 無台圷 136 68 36 4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3 RP171 Bc1

 150 須恵器 無台圷 140 75 39 4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3 RP258 Bc1

 151 須恵器 無台圷 140 75 39 4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3 RP275 Bc1

 152 須恵器 無台圷 136 80 36 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3 RP315 Bc1

 85 153 須恵器 無台圷 (137)72 39 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3 RP194 Bc1

 154 須恵器 無台杯 146 76 41 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3 RP170・182 Bc1

 155 須恵器 無台圷 140 74 37 4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切SD3 RP318 火だすき痕 Bc1
 156 須恵器 無台圷 150 86 39 6 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3 R班9・314 Bc1

 157 須恵器 無台圷 150 78 39 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3F・YRP346 Bc1

 158 須恵器 無台圷 144 68 38 4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3 RP202 Bc1

 159 須恵器 無台圷 136 70 35 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3 RP201 Bc1

 160 須恵器 無台圷 148 80 40 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3 R㎜・350 Bc1

 161 須恵器 無台圷 144 78 39 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3Y RP279 Bc1

 162 須恵器 無台圷 141 74 38 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3F・YRP359 Bc1

 163 須恵器 無台圷 148 82 35 4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3Y RP277 底部墨書 Bc1

 164 須恵器 無台圷 140 74 36 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切SD3 RP8 Bc1

 165 須恵器 無台圷 139 74 38 4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3 RP347 Bc1

 166 須恵器 無台圷 150 84 40 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 S田F・YRP377 Bc1

 86 167 須恵器 無台圷 147 75 40 4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切SD3 RP319 Bc1

 168 須恵器 無台圷 142 75 38 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3 RP254 Bc1

 169 須恵器 無台圷 145 70 37 4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3 RP219 Bc1

 170 須恵器 無台」不 145 74 37 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3 RP315 Bc1

 171 須恵器 無台圷 142 68 38 4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3 RP294 Bc1

 172 須恵器 無台圷 145 76 36 3 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3 RP189 Bc1

 173 須恵器 無台圷 (150)(74) 40 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3 RP10 Bc1

 174 須恵器 無台圷 144 84 38 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3Y RP229 Bc1

 175 須恵器 無台圷 146 70 38 4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3 RP202・355 Bc1

 176 須恵器 無台圷 138 72 38 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3 RP262 Bc1

 177 須恵器 無台圷 154 78 36 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3 RP255 Bc1

 178 須恵器 無台圷 151 90 39 4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3Y RP341 Bc1

 179 須恵器 無台圷 157 90 41 4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 S田F・YRP134・141 Bc1

 180 須恵器 無台圷 148 74 41 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3 RP343 Bc1

 87 181 須恵器 無台圷 (146)(70) 39 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3 RP178 Bc1

 182 須恵器 無台圷 (148)76 36 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3 RP187 底部墨書 Bc1

 183 須恵器 無台圷 144 70 39 4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3 RP313 Bc1

 184 須恵器 無台圷 152 90 38 4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 S[瑠F・Y Bc1

 185 須恵器 無台圷 (140)72 36 4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3 RP186 体部にヘラ痕 Bc1
 186 須恵器 無台圷 (144)(76) 40 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3 RP193 Bc1

 187 須恵器 無台圷 140 78 39 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 S田FYRP5・84 Bc1

 188 須恵器 無台圷 (142)78 41 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3 RP71 Bc1

 189 須恵器 無台圷 134 68 38 4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切SD3 RP273 火だすき痕 Bc1
 190 須恵器 無台圷 137 65 38 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD8F・YRP373 底部柿渋?付着 Bc1
 191 須恵器 無台圷 (150)(86) 37 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3 RP80 Bc1

 192 須恵器 無台圷 (160)(86) 41 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3 Bc1

 193 須恵器 無台圷 (146)(80) 38 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3Y RP370 Bc1

 194 須恵器 無台圷 (141)(80) 37 4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3 RP102 Bc1

 88 195 須恵器 無台圷 148 76 37 4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD8F・YRP218・3㎝ Bc1

 196 須恵器 無台圷 156 82 41 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3FYRP339・375内面付着物 Bc1



 表10 西中上遺跡土器観察表(5)

鶏黎種別 器種 口径底径器高器厚 外面 計測値 (mm〉 調整技法

内面
  出土 登録底部 備考分類  地点 番号

 88 197 須恵器 無台圷 158 90 38 5 ロクロ ロクロ 回転糸切 SD3 RP256 Bc3

 198 須恵器 無台圷 156 78 42 3 ロクロ ロクロ 回転糸切 SD3 RP214 Bc3

 199 須恵器 無台圷 (136)(82) 39 4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3Y RP139 Ca1

 200 須恵器 無台圷 145 88 48 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3 RP325 Ca1

 201 須恵器 無台圷 142 74 47 6 ロクロ ロクロ 回転糸切 S朕F・YRP138 Ca3

 202 須恵器 無台圷 138 80 42 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3 RP225 Cb1

 203 須恵器 無台」不 136 78 41 4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3 RP226 Cb1

 204 須恵器 無台圷 144 88 40 4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3 RP330 Cb1

 205 須恵器 無台圷 148 88 42 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3 RP98 Cb1

 206 須恵器 無台圷 145 84 49 4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3Y RP91 Cb1

 207 須恵器 無台圷 l19 68 39 4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3Y RP99 外面下部ケズリ Cb1

 89 208 須恵器 無台圷 (143)(80) 38 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3Y RP309 Cb1

 209 須恵器 無台圷 153 82 42 5 ロクロ・ケズリロクロ 回転糸切 S[BF・YRP380 Cb3

 210 須恵器 無台圷 150 90 44 4 ロクロ ロクロ
     R吻4・3引8・
 回転糸切 SD3
    謝

Cb3

 211 須恵器 無台圷 142 76 42 4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3Y RP316 Cc1

 212 須恵器 無台杯 142 72 42 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3 RP368 Cc1

 213 須恵器 無台圷 142 74 43 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3 RP223 Cc1

 214 須恵器 無台圷 145 74 48 4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3 RP176・222 Cc1

 215 須恵器 無台圷 136 72 40 4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD8F・YRP85・340 Cc1

 216 須恵器 無台圷 138 72 39 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3 RP180 Cc1

 217 須恵器 無台圷 144 73 43 4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3 RP212 底部墨書「甲」 Cc1

 218 須恵器 無台圷 146 74 41 5 ロクロ ロクロ 回転糸切 SD3 RP322 Cc3

 219 須恵器 無台圷 (146) (76) 44 4 ロクロ・ケズリロクロ
     R閥・3診
 回転糸切 SD3
    謝

Cc3

 220 須恵器 無台圷 145 66 36 4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD3 RP211・328 Dc1

 221 須恵器 無台圷 140 70 45 4 ロクロ ロクロ 回転糸切 SD3 RP82 Ea3

 90 222 須恵器 無台圷 79 4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切SD3 RP88・134

 223 須恵器無台圷 78 4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切SD3 RP177

 224 須恵器 無台圷 76 4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切SD3YRP378

 225 須恵器無台∫不 76 4 ロクロ ロクロ 回転糸切 S認F・Y

 226 須恵器 無台圷 158  4 ロクロ ロクロ SD3

 227 須恵器 無台」不 140  4 ロクロ ロクロ SD3

 228 須恵器 甕 214 100 112 8 ロクロ・ケズリロクロ ケズリ S朕ヨF・YRP27・365

 229 須恵器 甕 (220)(96) 165 7 ロクロ・ケズリロクロ 回転ヘラ切 SD3 RP244

 230 須恵器甕 256  7 ロクロ・ケズリ ロクロ SD3 RP252

 91 231 須恵器甕 (266)  10 ロクロ ロクロ SD3

 232 須恵器 甕  7 タタキ ハケメ・アテ SD3 RP364

 233 須恵器 甕  8 ハケメ ハケメ SD3Y 外面自然紬

 234 須恵器 短頭蓋 78 82 1677
 ロクロ・
  ハ ケメ
 ケズリ ・タ タキ

 ケズリ SD3 RP87・272

 235 須恵器 横瀬  10 ロクロ・タタキ ロクロ SD3 RP79

 92 236 土師器 肴台圷 (148)106 42 5 ロクロ ミガキ 高台 SD3 RP230
 237 土師器 甕  48 6 ハケメ ハケメ 木葉痕 SD3YRP266 Aa

 238 土B面器甕 170  4 ハケメ ハケメ SD3Y RP137 Ba

 239 土師器甕 139 82 1326 ハケメ ハケメ 木葉痕 SD3 RP179 Aa

 240 黒色土器蓋 (160)  5 ロクロ ミガキ  SD3Y RP374 内面黒色処理

 241 黒色土器有台圷 148 96 50 5 ロクロ・ナデミガキ 高台 SD3Y RP270 内面黒色処理 Aa

 242 黒色土器有台圷 (140)(94) 44 6 ロクロ ミガキ 高台 SD3Y RP133 内面黒色処理 Aa
 243 黒色土器肴台圷 144 99 46 4  ミガキ 高台 SD3 RP231 内面黒色処理 Ab

 244 黒色土器有台圷 155 104 49 7 ロクロ ミガキ 高台 SD3 RP206 内面黒色処理 Ab
 245 黒色土器有台圷 142 100 41 4  ミガキ 高台 SD3Y RP278 内面黒色処理 Ab



 表11 西中上遺跡土器観察表(6)

靉靆種別 器種 口径底径器高器厚 外面 計測値 (mm) 調整技法

内面
  出土 登録底部 備考分類  地点 番号

 93 246 黒色土器有台圷 153 108 46 5 ロクロ ミガキ  高台・
 回転へ ラ切

SD3 RP289
 内面黒色処理・底部
    Ab
 ヘラ書「甲」?

 247 黒色土器有台圷 151 100 46 5 ロクロ ミガキ 高台 SD3F・YRP334 内面黒色処理 Ac

 248 黒色土器有台圷 136
  ロクロ・ミガ、
 4 気ガキ
  キ・ケズリ

 高台・
 回転ヘラ切

SD3 RP321
 内面黒色処理・高台
    B
部剥離

 249 黒色土器有台圷 110 6 ロクロ ミガキ
 高台・
 回転ヘラ切

 SD3 RP9 内面黒色処理

 250 黒色土器無台圷 (156)100 45 5 ロクロ ミガキ 回転ヘラ切 SD3 RP85 内面黒色処理 A1
 251 黒色土器無台圷 (142)94 41 5 ロクロ ミガキ  SD3 RP310 内面黒色処理 A1

 252 黒色土器無台圷 142 96 38 4 ロクロ ミガキ  ㎜F・YRP235 内面黒色処理 A1

 253 黒色土器無台圷 146 92 37 5  ミガキ 回転ヘラ切 SD3F・YRP334・360内面黒色処理 A1

 254 黒色土器無台圷 147 96 35 5 ロクロ ミガキ 回転ヘラ切 SD3 RP358 内面黒色処理 A1
 255 黒色土器無台圷 150 97 37 4 ロクロ ミガキ 回転ヘラ切?SD3Y RP281 内面黒色処理 A2
 256 黒色土器無台圷 152 97 39 5 ロクロ ミガキ  SD3 RPll 内面黒色処理 A2

 94 257 黒色土器無台圷 153 76 42 5 ロクロ・ケズリミガキ 回転糸切 SD3 RP刎9・351内面黒色処理 A2
 258 黒色土器無台圷 150 82 44 5 ロクロ ミガキ 回転糸切 SD3 RP329 内面黒色処理 B
 259 黒色土器無台圷 114 70 37 5 ロクロ ミガキ 回転ヘラ切 SD3 RP175 内面黒色処理 B
 260 黒色土器無台圷 (102) 5 ミ ガキ  SD3Y RP363 内面黒色処理

 261 黒色土器無台圷 136 (70) 68 6 ケズリ ミガキ  鵬F・YRP379 内面黒色処理 C

 262 黒色土器無台圷 (148)

3

ミ ガキ SD3Y  内面黒色処理 C

 263 黒色土器無台」不 142  5 ケズリ ミガキ  鵬F・YRP97 内面黒色処理 C

 264 黒色土器双耳坏 107 73 51 4 ロクロ ミガキ 高台 SD3Y RP362 内面黒色処理
 265 黒色土器双耳坏

5
SD3 内面黒色処理

 266 黒色土器双耳坏 114

4

ミガキ  SD3 RP267 内面黒色処理

 267 黒色土器双耳坏  3 ケズリ ミガキ SD3 内面黒色処理

 268 黒色土器甕 220 100 152 7 ハケメ・ナデミガキ  S田F・Y RP2 17
 内面黒色処理・炭化物
付着

 95 269 須恵器蓋 (156) 325 ロクロ ロクロ SD5  天井部ヘラケズリ A2

 270 須恵器蓋 157 296 ロクロ ロクロ SD5  天井部ヘラケズリ A2

 271 須恵器蓋 158  7 ロクロ ロクロ SD5  天井部ヘラケズリ A2

 272 須恵器蓋 (151) 36 5 ロクロケズリロクロ SD5 RP73
 天井部ヘラケズリ・    B2
内面転用硯

 273 須恵器蓋 (162) 27 5 ロクロ ロクロ  SD5 RP150 天井部ヘラケズリ A3

 274 須恵器蓋 160 35 6 ロクロ・ケズリロクロ  SD5 RP157 天井部ヘラケズリ A3

 275 須恵器蓋 164 315 ロクロ ロクロ  SD5 RP127 天井部ヘラケズリ B3

 276 須恵器 蓋  5 ロクロ ロクロ  SD5 RP50 天井部ヘラケズリ

 277 須恵器蓋 (150)  5 ロクロ ロクロ SD5  天井部ヘラケズリ

 278 須恵器 有台圷 151  5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD5 RP131 稜碗・高台部剥離 Bc1

 279 須恵器 有台圷 (153)95 51 3 ロクロ ロクロ 高台 SD5 RP48・155稜碗低部ヘラ書「+」Ea
 280 須恵器 有台圷 150 94 47 5 ロクロ ロクロ

 高台・
 回転へ ラ切

 SD5 RP152 稜碗 Ec

 281 須恵器有台圷 (90) 3 ロクロ ロクロ 高台 SD5 RP158 稜碗・底部ヘラ書 Ec
 282 須恵器肴台圷 81  5 ロクロ ロクロ

 高台・
 回転へ ラ切

SD5

 96 283 須恵器肴台」不 87 5 ロクロ ロクロ 高台 SD5 RP124
 284 須恵器 有台圷 96 4 ロクロ ロクロ 高台・回転糸切SD5 RP12
 285 須恵器 有台圷 90 4 ロクロ ロクロ 高台・回転糸切SD5 RP166
 286 須恵器 無台圷 (138)(98) 36 4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD5 Ab1

 287 須恵器 無台杯 (130)(82) 35 4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD5 Ba1

 288 須恵器 無台圷 140 74 38 4 ロクロ ロクロ 静止糸切 SD5 RP129 内外面自然紬 Ba2
 289 須恵器 無台圷 136 86 36 4 ロクロ ロクロ ヘラケズリ SD5 RP45 Bb1

 290 須恵器 無台圷 147 80 41 5 ロクロ ロクロ 静止糸切 SD5 RP151・168 Bb2

 291 須恵器無台圷 86  3 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD5

 292 須恵器無台圷 80  5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD5 RP120

 293 須恵器無台圷 102 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切SD5



 表12 西中上遺跡土器観察表(7)

鶏鶉種別 器種 口径底径器高器厚 外面 計測値 (mm) 調整技法

内面
  出土 登録底部 備考分類  地点 番号

 96 294 須恵器無台圷 74 4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切SD5 RP61
 295 須恵器無台圷 96 4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切SD5 RP130

 296 須恵器無台圷 68 4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切SD5

 97 297 須恵器 無台圷 138 (60) 48 4 ロクロ ロクロ 回転糸切 SD5 Eb3

 298 須恵器 無台圷 132 62 47 4 ロクロ ロクロ 回転糸切 SD5 Ec3

 299 須恵器無台圷 62 4 ロクロ ロクロ 回転糸切 SD5 RP75
 300 須恵器無台圷 56 4 ロクロ ロクロ 回転糸切 SD5

 301 須恵器甕 (250) 10
 ロクロ・ナラ馬 ロクロ・
タタキ ハケメ

SD5

 302 須恵器甕 240  6 ロクロ・タタキ ロクロ・アテ SD5 RP76

 98 303 須恵器亮  9 ナデ・タタキ ハケメ・アテ SD5

 304 須恵器 甕  10 ナデ ハケメ SD5
  内面目縁部自然紬頸部
RP23
  波状紋

 305 須恵器 甕  7 タタキ アテ SD5

 306 須恵器 甕  11 タタキ アテ SD5

 307 須恵器 甕 94 7
 ロクロ・ハケメ・ ロクロ・

タタキ ハケメ
 ヘラケズリ SD5 外面下部自然粕

 308 須恵器 壷  9 ロクロ ロクロ SD5

 309 須恵器 短頸壷 120  7 ロクロ ロクロ SD5

 310 須恵器こね鉢 126 10 ロクロ ロクロ ヘラ削り SD5 RP53 底部穿孔
 99 311 土師器 小型斐 (98) 60 65 5  木葉痕 SD5F・Y Aa

 312 土師器小型嚢 84 5 ハケメ ハケメ 木葉痕 SD5Y
 313 土師器 甕 (76) 7  ハケメ ヘラケズリ SD5 RP49 Aa

 314 土師器 甕  88 6 ハケメ ハケメ 木葉痕 SD5

 315 黒色土器蓋 160

5

ミ ガキ SD5
 内面黒色処理・ 内面に
 ヘラ書「甲」

316  黒色土器有台圷 (140)(66) 56 4 ロクロ ミガキ 高台 SD5 RP52 内面黒色処理 C
 317 黒色土器無台碗 (156)(88) 75 6 ロクロ ロクロ・ミ桝  SD5 RP156 内面黒色処理 C

 318 黒色土器双耳坏

4

SD5 内面黒色処理
 319 須恵器 蓋  8 ロクロ ロクロ SD6  天井部ヘラケズリ

 320 須恵器無台圷 84 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切SD6

 321 須恵器 無台圷 (62) 4 ロクロ ロクロ 回転糸切 SD6 RP110
 100 322 須恵器 甕  8 タタキ アテ SD6 RPlO8

 323 須恵器 甕  18 タタキ アテ SD6 RP117

 324 須恵器 甕  9 ケズリ・タタキロクロ SD6Y

 325 須恵器 甕  12 タタキ アテ SD6 RPl15

 326 須恵器 甕  14 タタキ アテ SD6

 327 須恵器 壷  14 ロクロ ロクロ SD6 RP109

 101 328 須恵器 壷  (140) 11 タタキ ハケメ 高台 SD6 RPl16 外面底部自然紬

 329 須恵器 瓶  15 ロクロ
 ロクロ・

ハケメ
 高台 SD6YRP107

 330 須恵器 有台碗 (112)(69) 55 3 ロクロ ロクロ 高台・回転糸切SD65Y
 331 土日市器 甕  82 5 ハケメ ハケメ 木葉痕 SD65

 332 須恵器蓋 (152)  5 ロクロ ロクロ SD222

 333 須恵器 有台」不 150  4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD222  高台部剥離・
    D
 底部ヘラ書「甲」

 334 須恵器有台」不 (100) 5 ロクロ ロクロ  高台・
   SD222
 回転ヘラ切

D

 335 須恵器 無台圷 142 (72) 30 4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 SD222 Dc1

 336 須恵器無台圷 70 4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切SD222

 337 須恵器 無台圷 (76) 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切SD222
 338 須恵器 無台圷 (136)(64) 44 4 ロクロ ロクロ 回転糸切 SD222 Eb3

 339 須恵器琵 (240)  10 ロクロ・タタキ ロクロ・アテ SD222



 表13 西中上遺跡土器観察表(8)

靉靆種別 器種 口径底径器高器厚 外面 計測値 (mm) 調整技法

内面
  出土 登録底部 備考分類  地点 番号

 102 340 須恵器 壷  6 ロクロ ロクロ SD222

 341 土師器無台圷 68 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切SD222

 342 土師器 甕 (162)(76) (160)5 ハケメ ハケメ 木葉痕 SD222 Ab

 343 土師器 甕 106 5  木葉痕 SD222

 344 須恵器 鉢  7 ロクロ・ケズリ ハケメ  SD2 RP70 片口・内外面自然紬

 345 土師器有台圷 64 5 ロクロ ロクロ 高台 SD61 底部菊花紋

 346 須恵器無台圷 74 4 ロクロ ロクロ ヘラケズリSD193

 347 須恵器 無台圷 133 (56) 45 4 ロクロ ロクロ 回転糸切 SD193 Ec3

 348 須恵器無台圷 66 5 ロクロ ロクロ 回転糸切 SD193RP24

 103 349 須恵器蓋 143  5 ロクロ・ケズリ ロクロ XO  天井部ヘラケズリ A1

 350 須恵器蓋 158 357 ロクロ ロクロ  135・117G  天井部ヘラケズリ A2

 351 須恵器蓋 154 385 ロクロ ロクロ  135・114G  天井部ヘラケズリ A2

 352 須恵器蓋 160 334 ロクロ ロクロ  13恩1 14G  天井部ヘラケズリ B3

 353 須恵器 蓋  5 ロクロ ロクロ XO  天井部ヘラケズリ

 354 須恵器 蓋  5 ロクロ ロクロ  135・114G  天井部ヘラケズリ

 355 須恵器 蓋  5 ロクロ ロクロ  135・113G  天井部ヘラケズリ

 356 須恵器 蓋  5 ロクロ ロクロ  135』1 14G

 357 須恵器 蓋  5 ロクロ ロクロ XO  天井部ヘラケズリ

 358 須恵器 蓋  5 ロクロ ロクロ  136』117G  天井部ヘラケズリ

 359 須恵器 蓋  5 ロクロ ロクロ XO

 360 須恵器 蓋  4 ロクロ ロクロ XO  天井部ヘラケズリ

 361 須恵器 蓋  4 ロクロ ロクロ  136・122G  天井部ヘラケズリ

 362 須恵器 有台圷 (152)(96) 57 5 ロクロ ロクロ 高台 XO Ba1

 363 須恵器 有台圷 (130)(72) 50 5 ロクロ ロクロ 高台 135114G Ca

 364 須恵器有台圷 (94) 6 ロクロ ロクロ
 高台・
    14ぴ113G RP18
 回転ヘラ切

 365 須恵器有台圷 90 5 ロクロ ロクロ 高台 1侶121GRP13

 366 須恵器有台圷 86 6 ロクロ ロクロ
 高台・
    133=117G M》63
 回転ヘラ切

 104 367 須恵器有台圷 88 5 ロクロ ロクロ 高台 133117G

 368 須恵器肴台圷 61 5 ロクロ ロクロ
 高台・
    134』115G
 回転ヘラ切

 369 須恵器有台圷 88 4 ロクロ ロクロ 高台・回転糸切XO

 370 須恵器肴台圷 70 4 ロクロ ロクロ
 高台・
    1諺1 17G RP85
 回転ヘラ切

 371 須恵器有台圷 145 93 49 4 ロクロ ロクロ
 高台・
   XO
 回転ヘラ切

D

 372 須恵器有台圷 (100) 6 ロクロ ロクロ
 高台・
    139』108G RP26
 回転へ ラ切

 稜碗?

D

 373 須恵器 有台圷 146 90 46 4 ロクロ ロクロ 高台 134115G  稜碗・自然紬 Ec

 374 須恵器 有台圷 110 68 41 3 ロクロ ロクロ 高台 135123GRP36 稜碗 Ec

 375 須恵器 有台圷 118 71 43 3 ロクロ ロクロ
 高台・
   XO
 回転ヘラ切

稜碗 Ec

 376 須恵器 無台圷 147 90 36 4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切XO Ab1

 377 須恵器 無台圷 (136)(80) 44 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 1姶115G Ab1

 378 須恵器 無台圷 140 (98) 35 3 ロクロ・ケズリロクロ 回転ヘラ切 XO Ab1

 379 須恵器 無台圷 (134)(92) 39 4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 13昏114G Ab1

 380 須恵器 無台圷 (144)(98) 39 5 ロクひケズリロクロ 回転ヘラ切 XO Ab1

 105 381 須恵器 無台圷 (142)(96) 33 3 ロクロケズリロクロ 回転ヘラ切 XO Ab1

 382 須恵器 無台圷 (154)(70) 41 4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 1331鵬 Bb1

 383 須恵器 無台圷 (160)(78) 37 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 XO Bb1

 384 須恵器 無台圷 140 82 38 4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切XO Bb1

 385 須恵器 無台圷 146 80 42 4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 13み120G Bb1

 386 須恵器 無台圷 (147)(88) 37 4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 XO Bb1

 387 須恵器 無台圷 (140)(90) 39 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 XO Bb1

 388 須恵器 無台圷 (136)66 35 4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 135122G Bbl



 表14 西中上遺跡土器観察表(9)

靉靆 種別 器種 口径底径器高器厚 外面 計測値 (mm) 調整技法

内面
  出土 登録底部 備考分類  地点 番号

 105 389 須恵器 無台圷 (128)(70) 36 3 ロクロ ロクロ 回転糸切  13昏120G

 138・118G
Bb3

 390 須恵器 無台圷 136 72 37 4 ロクロ ロクロ 回転糸切 XO Bb3

 391 須恵器 無台圷 (150)(88) 39 4 ロクロケズリロクロ 回転糸切 XO Bb3

 392 須恵器 無台圷 (144)(74) 34 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 135116G Bc1

 393 須恵器 無台圷 (140)(84) 37 3 ロクロ ロクロ 回転糸切 XO 体部墨痕 Bc3

 394 須恵器 無台圷 (149)(92) 43 4 ロクロ ロクロ 回転糸切 XO Bc3

 395 須恵器 無台圷 (141)(78) 40 4 ロクロ ロクロ 回転糸切 XO Bc3

 396 須恵器 無台圷 142 70 40 5 ロクロ ロクロ 回転糸切
 134・

135117G
Bc3

 397 須恵器 無台圷 (145)84 45 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 13㊧116G Cb1

 398 須恵器 無台圷 (127)(66) 38 4 ロクロ ロクロ 回転糸切 XO Cb1

 106 399 須恵器 無台圷 (143)(80) 38 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 135112G Cc1

 400 須恵器 無台圷 142 (60) 40 4 ロクロ ロクロ 回転糸切 XO Db3

 401 須恵器 無台圷 (140)(66) 47 4 ロクロ ロクロ 回転糸切 XO Eb3

 402 須恵器 無台」不 137 60 41 3 ロクロ ロクロ 回転糸切 133117G  底部ヘラ書 Eb3

 403 須恵器 無台圷 (136)(56) 41 4 ロクロ ロクロ 回転糸切 135117G Eb3

 404 須恵器 無台圷 146 72 51 4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切XO Ec1

 405 須恵器 無台圷 140 52 45 4 ロクロ ロクロ 回転糸切
 13i・5丑6・

n7G
Ec3

 406 須恵器無台圷 90 4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切XO

 407 須恵器 無台圷 76 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切1《}114GRP17

 408 須恵器 無台圷 (80) 4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切1鍛115G

 409 須恵器無台圷 (90) 4 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切XO

 410 須恵器 無台圷 (86) 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切1姶118G

 411 須恵器 無台圷 (92) 6 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切135116G

 412 須恵器無台」不 (86) 6 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切XO

 413 須恵器無台圷 (92) 4 ロクロ ロクロ 回転糸切 XO
 414 須恵器無台圷 60 4 ロクロ ロクロ 回転糸切 XO

 415 須恵器無台圷 65  7 ロクロ ロクロ 回転糸切 1姶118G

 416 須恵器無台圷 56  5 ロクロ ロクロ 回転糸切 140・115G

 107 417 須恵器有台皿 73  5 ロクロ ロクロ 高台・回転糸切139・118GRP19

 418 須恵器 有台皿 70 4 ロクロ ロクロ 高台・回転糸切133110GRP29

 419 須恵器 双耳坏  7 ケズリ  136・114G  取手のみ

 420 須恵器 双耳坏  8 ケズリ XO  取手のみ

 421 須恵器 長頸瓶 80  8 ロクロ ロクロ XO 内面輪積痕

 422 須恵器 甕  144 8 ロクロ ハケメ  13(ト121G

 423 須恵器 蝸  12 ロクロ●ナデロクロ.アテ
  ・タタキ

 138・117G

 424 須恵器 禍  7 ロクロ ロクロ XO

 425 土師器 無台圷 132 58 41 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 135118GRP46

 426 土師器 無台圷 132 (50) 50 3 ロクロ ロクロ 回転糸切 133117G

 427 土師器甕 (134)  5ナデ ナデ XO Aa

 428 土師器小型甕 80 6  ハケメ 木葉痕 135116GRP44

 429 黒色土器蓋  7 ロクロ ミガキ T11 内面黒色処理

 430 黒色土器肴台圷 130 56 51 4 ロクロ・ミ桝ロクロ・ミがキ高台 134117G  内外面黒色処理 C

 431 黒色土器有台圷 146 (60) 45 4  135118GRP47 内外面黒色処理 D

 432 黒色土器有台皿 (124)(66) 30 5 ロクロ ミガキ 高台 XO  内面黒色処理 D



                                      IV 西中上遺跡

 5 調査のまとめ

  今回の調査は、 一般国道113号赤湯バイ パス改築事業 に伴う、西中上遺跡の発掘調査である。調

 査によっ て得 られた成果を以下 に述べる。

  西中上遺跡は、 山形県南 陽市大字高梨字画中上 に所在 し、 旧吉野川左岸の自然堤 防上に立地す

 る。発掘調査は遺跡にかかる 事業実施地区の側道部分を除く 約4,000㎡を対象 に実施 した。その結

 果、 遺跡は奈良時代後半か ら平安時代初頭を中心とする集落跡と確認さ れた。

  遺構 と遺物 の分布 状況 は概ね同一傾向で調 査区西側 及 び東側 と南側 の一部 に多く 分布する。但

 し、 遺物の出土量には大きな違いが認められ溝跡・土坑の一部か ら多量の土器や一括土器が出土

 している。特 にSD3からは一括廃棄された様相 を示すまとまった土器が出土した。

  検出された遺構は、井戸跡2基・土坑22基・溝跡18条・性格不明遺構などで、溝跡の多さから隣 遺 構
 接 した旧吉野川か ら水を引 いて生活に利用 していた集落とも考え られる。また、 多量の土器が出

 土 したSD3か ら一定規模をもつ集落の存在 が推測 できる が、 今回の調査では竪穴住居跡が検出さ

 れな かっ た。これは、 遺跡の範囲がさ らに南西 に広 がる ことか ら、 南西の未調 査区部分へ の存在

 及び、 後世の耕作や削平により破壊された と考え られる。各遺構 の深さ が確 認面から全体的 に浅

 かっ たことからもそ れが窺える。現に、 竪穴住居跡の一部と考えられる 焼土が調査区北西部分の

 攪乱層 に見られた。

  土器について、須恵器の器種では供膳形態の蓋、有台圷(稜碗含む)、無台圷と貯蔵形態の壷や甕 土 器

 な どが出土した。蓋は天井部に回転ヘラケズリ を施 し、 器高がやや高い平笠タイ プのA2類とA3

 類ものが大半を占め、 SD3・ 5か ら多く 出土 している。有台圷 は底部切 り離 しが回転ヘラ切りで、

 底径・口径がや や大きく 器高 が低く 口縁部が外反するBc1類と圷部に微細 な稜をもつD類そ して、

 圷部の1/3未満 の位置 に稜が入る稜碗のEc類 が多くみられ、 Bc1類 はSD3か らEc類 はSD 3・5・

 SX24・154な どから出土 している。無台圷 は底部切 り離 しが回転へ ラ切りで、 底径・ 口径が大きく

 器高 が低く 口縁部が直線的に立ち上がる Ab 1類やBb 1類 と、底径・口径がやや大きく 器高 が低く 口

 縁部 が緩やかに外反するBc1類 が多 く、SD3の他SK39・219・SX142・161・ 165な どから出土 してい

 る。須恵器の蓋、有台圷の稜碗、無台圷は米沢市大神窯跡出土資料に同様のものがみられ、蓋は2 大 神 窯 跡
 一 2、4-2・3・5類、 有台圷の稜碗は2- 3、3-1・4・5類に器形が類似 し、 無台圷は1- 1、

 2-2・ 3、3-1類 に類似するものが多 い。

  土師器は全体的 に遺存状態 が悪 く、図示できるも のが限 られたが、 供膳形態 の無 台圷、 有台圷、

 煮沸 形態の甕・鉢な どが出土 した。黒色土器は蓋や有台圷、 無台圷、 甕、 双耳坏があ り、大半が内面
 に黒色処理を施す 内黒土器である が、 内外面 に黒色処理を施 した両黒土器が3点み られた。また、

 墨書及びヘラ書きされた土器が18点出土しており、その内「甲」の字が書かれたものが10点を占め r甲」の字が1 0点
 る。

  各遺構の所属 時期では、 出土土器の形態 ・調 整技法か らSE64・SK39・94・151は8世紀第3～4四
 半期 に属すると考えられ、 SK1126・153・ 161・154が8世紀第4四半期、SK218・219・SX165・SD 3・5

 は8世紀第4 四半期～9世紀前半頃と推測される。また、 SD2・6 は切り合いか ら、 それぞれSD

 3と5に後続する時期と思われる。従って、本遺跡の集落は8世紀後半から9世紀初頭を中心に 8世紀後半から

 営まれ、9世紀末まで続いていたと考えられる。 9世紀初頭
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付編





                大塚遺跡の自然科学分析

                              パリノ ・サー ヴェイ 株式会社

    はじめに

 　　　南陽市に所在する大塚遺跡は、吉野川が形成した宮内扇状地の扇央部に位置する。遺跡の東側には、吉野川の

     旧河道とされる 低地が分布 し、 遺跡はその河道にともなつ て形成された自然堤 防上に立地 している。発掘調査で

     は、 古墳 時代4～5世紀とされる方形周溝墓あるいは方墳の周溝の可能性 があるとさ れている方形に巡る溝跡が

    多 数検出され、 また、 平安時代9～10世紀とされる溝跡や土坑な ども 検出されている。

     本報告では、 古墳 時代 の周溝跡を対象と して、 その覆土中より噴出年代の明らかにさ れているテフラの検出を

    行い、 溝跡 にかかわる年代資料を得るととも に、 覆土より出土 した材およ び種実の同定を行い、 当時の植物利用

    や植生について考察する。

    1.試料
      テフラ分析の対象とされた 遺構 は、 古墳 時代とされる 方形の周溝跡のSH257とSH262である。これらの周溝の

    覆土1層よ り、それぞれS H257F2(火 山灰)① とSH262F2(火 山灰)②の2点の試料 が採取された。 いずれも 黒褐色を

    呈する腐植質の砂質シル トである。

     材は、 SH257の床面より出土 した試料3点である。試料名 はSH257Y①、 SH257Y②、 SH257Y③とされている・ま

    た、 種実 分析 には、 同様 にSH257 の覆土2層 より 採取さ れた 土壌であ るSH257F1植物サンプル とされた 試料1点が

    供さ れた。

    2.分析方法
    (1 )テフラ分析

     試料約20 gを蒸発皿に取 り、水を加え泥水に した状態 で超音波洗浄装置により粒子を分散 し、 上澄みを流 し去

    る。この操作を繰り返すこと により得 られた砂 分を乾燥させ た後、 実体顕 微鏡下にて観察す る。観察は、 テフラの

    本質物質であ るスコリ ア・火山ガラス・軽石 を対象と し、 その特徴や含有量の多少を 定性的に調べる。

    (2)材同定

     剃刀 の刃 を用いて木口 (横断面) ・柾目 (放射断面) ・板目 (接線断面) の3断面の徒手切片を作製 し、 ガム ・クロラ

    ール (抱水クロラール, アラビア ゴム 粉末, グリ セリ ン, 蒸留水の混合液) で封入 し、 プレパラートを作製する。作

    製 したプ レパラー トは、 生物顕微鏡で観察・同定する。

    (3)種実分析

     土壌 試料200cc(322.9g)を水に一晩浸 し、 0.5mm目の飾を通 して水洗する。節の残渣をシャーレに集め、 双眼実

    体顕 微鏡下で観察 し、 同定可能な果実、 種子な どを抽出する。検出された種実遺 体の形態的特徴を、 現生標本およ

    び原色日本植物種子写真 図鑑(石川,1994)、 日本植物種子図鑑(中 山ほ カ㍉2000)等と比較 し、 種類を同定 し個数を求



 める。微砕片を含み個 数の推定が困難な炭化材 や不明炭化物 は、 70℃ 48時 間乾燥後の重量を求める。 分析後の種

 実遺体と昆虫遺骸 は、 種類毎にビンに入 れ、 70%程度のエタノ ール溶液による液浸保存処理を施す。 炭化材、 不明

 炭化物は、 ビンに入れて保管する。

 3.結果

 (1 )テフラ分析

  2点の試料は、 とも にス コリ ア・軽石は全く 認め られず、 極めて微量 の無色透明のバ ブル型火山ガラス が認めら

 れたのみである。

 (2)材同定

  木材は全て落葉広葉樹の トチノキに同定さ れた。解剖学的特 徴等を記す。

 ・トチノキ(Aesculus turbinata Blume) トチノキ科トチノキ属

  散孔材 で、 管壁 は厚 く、横断面では角 張っ た楕円形、 単独または2-3個 が複合 して散在 し、 年輪界に向かっ て径

 を漸減させる。 道管は単穿孔を有 し、 壁孔は交互状に配列、 内壁 には らせん肥厚 が認められる。放射組織は同性、

 単列、 1-15細胞高。

  現生の トチノ キと比較すると放射組織の階層状配列が明瞭ではないが、 その他の特徴が トチノ キと一致 して

 お り、他に類似する種類 も無いため、 トチノ キに同定 した。

 (3)種実分析

  結果を表1に示す。種実分析 の結果、 草本2分類群15個 の

 種実 が検出さ れた他 に、 炭化材、 部位・種類共 に不明の炭

 化物が各0.1g未満、 昆虫遺骸の破片が1個確 認さ れた。

 以下 に、 本分析 にて同定さ れた種実の形態 的特 徴を記す。

 ・オモ ダカ 科(Alismataceae)

  種子 が4個 検出さ れた。 茶褐色、倒U字状に曲がっ た円柱状で偏平。 径1mm程度。 種皮 は膜状で薄く やや透き通

 り柔 らかい。 表面には微細 な網目があり縦筋 が目立つ。

 ・カヤツリ グサ科(Cyperaceae)

  果実が11個検出された。形態上差異のある複数の種を一括 した。黒褐色、片凸レンズ状の広倒卵 形。 長さ

 18mm、 径1.5mm程度。 頂部 はやや尖る。 表面 には微細 な網目模様がありざらつ く。

 4.考察

  テフラ分析の試料と して採取された堆積物は、 いずれもテフラではなく、溝周 囲の土壌あるいは堆積物に由来

 する と考え られる。検出さ れた火山ガラス につ いても同様である。 なお、 火山ガラス は、 極めて微量 であるため、

 現時点で はその由来するテフラを明 らか にする ことは難 しい。

  材試料 について は、用途等の詳細 は不明である。全て トチノ キに同定された。 トチノ キ は、 河川 沿い等の肥沃な

 土地に生育する 落葉高木であ り、 木材 は加工が容易 である が、 保存性は低い。本地域では現在 でも 山地に トチノ

 キが生育 してお り、遺跡周辺に生育 していた樹木を利用 したことが推定さ れる。

  一方、 溝の覆土か らは、 水生植物のオモ ダカ 科、 湿生～中生植物のカヤツリ グサ科な どの草本種実が確認さ れ

 た。 何れも、 人里近く に開けた草地を形成する、 いわゆる人里植物 に属する種類 であることか ら、調査区付近に生

 育 していたものに由来すると思わ れる。
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 3. トチノキ(SH257Y③) a:木ロ,b:柾目,c:板目
 4.オモダカ 科 種子(SH257F1)
 5、カヤツリグサ科 果実(SH257F1)
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